
平成20年２月定例県議会（当初）

文教警察企業常任委員会会議録

平成20年３月11日～12日・14日

場 所 第３委員会室



- 1 -

平成20年３月11日（火曜日）

午前10時０分開会

会議に付託された議案等

○議案第１号 平成20年度宮崎県一般会計予算

○議案第14号 平成20年度宮崎県立学校実習事

業特別会計予算

○議案第15号 平成20年度宮崎県公営企業会計

（電気事業）予算

○議案第16号 平成20年度宮崎県公営企業会計

（工業用水道事業）予算

○議案第17号 平成20年度宮崎県公営企業会計

（地域振興事業）予算

○議案第24号 地方警察職員の特殊勤務手当に

関する条例の一部を改正する条

例

○教育及び警察行政の推進並びに公営企業の経

営に関する調査

出席委員（９人）

委 員 長 太 田 清 海

副 委 員 長 河 野 安 幸

委 員 米 良 政 美

委 員 福 田 作 弥

委 員 野 辺 修 光

委 員 宮 原 義 久

委 員 西 村 賢

委 員 長 友 安 弘

委 員 井 上 紀代子

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

警察本部

警 察 本 部 長 相 浦 勇 二

警 務 部 長 橋 本 昌 典

松 尾 清 治
警務部参事官兼
首 席 監 察 官

生 活 安 全 部 長 柄 本 重 敏

刑 事 部 長 鬼 束 昭 己

交 通 部 長 柄 本 憲 生

警 備 部 長 谷 口 数 雄

警 務 部 参 事 官 椎 葉 今朝邦

中 原 雅 男
警務部参事官兼
会 計 課 長

山 中 勇一郎
生活安全部参事官
兼 地 域 課 長

総 務 課 長 松 井 宏 益

生活安全企画課長 黒 木 憲 生

少 年 課 長 柏 田 和 彦

交 通 規 制 課 長 今 井 和 久

運 転 免 許 課 長 徳 留 勝次郎

企業局

企 業 局 長 日 髙 幸 平

久 保 哲 博
副 局 長
（ 総 括 ）

時 庭 伸 次
副 局 長
（ 技 術 ）

総 務 課 長 岡 田 英 治

経 営 企 画 監 本 田 博

工 務 課 長 郷 田 五 男

電 気 課 長 相 葉 利 晴

施 設 管 理 課 長 山 潤一郎

総 合 制 御 課 長 白ヶ澤 宗 一

事務局職員出席者

政策調査課主幹 田 中 浩 輔

議 事 課 主 査 湯 地 正 仁

ただいまから文教警察企業常任○太田委員長
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委員会を開会いたします。

まず、委員会日程についてであります。お手

元に配付の日程案のとおりで御異議ございませ

んか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○太田委員長

します。

次に、当初予算関連議案の審査方法について

であります。

当初予算の審査は、部局ごとの議案の数を考

慮いたしまして、警察本部、企業局、教育委員

会の順に行いたいと考えております。

なお、教育委員会の説明及び質疑については

お手元の「委員会審査の進め方」のとおり、３

課ごとに行った後、総括質疑を行う方法とした

いと考えております。審査方法について御異議

ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのように決定いた○太田委員長

します。

執行部入室のため、暫時休憩いたします。

午前10時１分休憩

午前10時２分再開

委員会を再開いたします。○太田委員長

当委員会に付託されました当初予算関連の議

案の説明を求めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明がすべて

終了した後にお願いいたします。

先週に引き続きの常任委員○相浦警察本部長

。 。会でございます よろしくお願い申し上げます

先週の３月７日に県警の春の人事異動の幹部

級の内示を行いました。19日付で、きょう参加

しているメンバーでも退職される方もおられま

、 。すし 他のポストにかわられる方もございます

今の執行部メンバーでの最後の委員会というこ

、 。とになりますけれども よろしくお願いします

また、４月以降は新メンバーでお願いしますけ

れども、どうぞ、引き続きよろしくお願い申し

上げたいと思います。

それでは、来年度の一般会計当初予算につい

てというテーマと、今回、条例につきまして一

部改正案をお願いしております 「地方警察職員。

の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する

条例」について、この２つのテーマにつきまし

て、主管の警務部長から説明をさせますので、

よろしくお願いいたします。

それでは、平成20年２月定例○橋本警務部長

県議会提出の議案第１号「平成20年度宮崎県一

般会計予算」の公安委員会関係分について御説

明いたします。

お手元の平成20年度歳出予算説明資料の501

ページをごらんください。ここに総括表がござ

いますけれども、警察本部の当初予算案の基本

的な考え方でございますが、平成20年の宮崎県

警察運営方針でございます。先般説明いたしま

「 」した 県民の期待と信頼にこたえる力強い警察

といたしておりまして 「街頭犯罪等の抑止・検、

挙と地域安全活動の推進」等６項目を運営重点

に掲げております。これらの運営重点を柱とし

た各種施策に資する事業費等々を計上しており

まして、県の財政事情が厳しいところではござ

いますけれども、治安維持に必要な所要の経費

の措置を行いまして、警察力の確保をすること

といたしたものであります。

この基本的な考え方をもとに、501ページにあ

りますとおり、公安委員会 一般会計 警察本

部の部分の平成20年度当初予算額は、恩給及び

退職年金費を除きまして、292億9,815万1,000円

ということでお願いいたしたいと思います。こ
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の予算額は、501ページの右の欄にありますとお

り、昨年と比べますと、給与など職員の人件費

、 、に類するものは 若手警察官の増加等もあって

８億7,620万1,000円のマイナスとなっておりま

すが、一方で、いわゆる装備費や活動費などの

必要な経費につきましては、３億円ちょっとの

増額をいたしておりまして、その結果といたし

まして、平成19年度当初予算と比べますと、マ

イナス５億7,310万9,000円ということでござい

ます。人件費の減が８億、その他活動費等々の

増額分が３億ということで、合わせて５億7,310

万9,000円のマイナス予算になるということでご

ざいます。率にするとマイナス1.9％ということ

でございます。これが総括した数字でございま

す。

続きまして、503ページ以降、個別のものにつ

いて御説明いたしたいと思います。まず、最初

に、505ページをお開きください。

まず、最初の（項）警察管理費（目）公安委

員会費（事項）委員報酬でございますが、672

万7,000円を計上してございます。これは公安委

員の報酬でございます。次に（事項）の委員会

運営費でございます。これは926万4,000円を計

上しております。これも公安委員会の運営に要

する経費であります。説明の欄に示してありま

すとおり、警察署協議会運営費368万6,000円な

どを計上しておりまして、これは県下13警察署

すべてに置かれております警察署協議会委員の

報酬及び旅費などに要する経費となっておりま

す。

次に （目）警察本部費（事項）職員費でござ、

います。これは198億234万8,000円を計上してお

るところでございます。次に、一番下の欄でご

ざいますけれども （事項）運営費でございま、

す。38億7,463万8,000円でありまして、次の506

ページをお開きいただきたいと思いますが、こ

の中身は、退職手当や警察官等の被服購入費な

どの警察職員設置に要する経費ということでご

ざいます。若干説明いたしますが、506ページの

上段にあります番号２ですね、退職手当の欄で

ございます。22億1,466万2,000円を計上してお

ります。平成20年度は、本年１月１日現在で定

年退職予定者数70名、その他早期退職等々の数

も見込みまして、86名分の退職手当を計上して

いるところでございます また 運営費の中の11。 、

番をごらんください。警察業務電算化推進事業

経費として３億5,681万2,000円を計上しており

ます。これは、現在の高度情報化社会の中、広

域・複雑・高度化する犯罪から県民の安全な生

活を守るため、情報技術、いわゆるＩＴを活用

した警察業務の電算化を推進するための経費で

ございます。

下の欄です （目）装備費（事項）装備費でご。

ざいます。これについては４億7,771万3,000円

を計上しており、主に、警察機動力及び警察装

備の計画的整備充実強化と装備活動に要する経

費を計上しております。中身がいろいろござい

ますが、若干説明いたしますと、例えば番号10

の受傷事故防止用装備資器材導入事業などがご

、 。ざいまして 858万4,000円を計上しております

これは近年、全国的に刃物を使用した凶悪事件

が多発しておりますので、現場に臨場して犯人

の逮捕や犯行の制圧を行うパトカー勤務員や捜

査員が負傷あるいは殉職するのを防止するため

に、平成20年度は、刃物から身を守るための耐

刃防護衣160着を整備するほか、普段はコンパク

トな長さで簡単に持ち運びができ、犯人逮捕や

犯行制圧の場面では、伸ばして使える伸縮式の

警棒約200本を平成19年度から２カ年で整備する

ことなどといたしております。



- 4 -

、 。次 507ページのほうに移らせていただきます

（目）警察施設費（事項）警察施設費でござい

ますが、これについては12億320万8,000円を計

上しており、このような予算により警察施設の

計画的整備と適正な維持管理を行ってまいりた

いと思っております。主な事業として幾つか御

説明いたします。番号１の交番、駐在所庁舎新

築費として１億2,663万8,000円、番号11日向警

察署庁舎建設整備検討事業として350万円、番

号12その他警察施設営繕費として２億593万円な

どでございます。

若干個別に説明いたしますが、まず、番号１

の交番 駐在所庁舎新築費でございます 平成20、 。

、 、年度は 都城警察署の高崎交番及び乙房駐在所

日向警察署の諸塚駐在所、延岡警察署の城山交

。 、番の４カ所を新築する予定でございます 交番

駐在所といいますのは、地域住民の安全と安心

、の拠点である生活安全センターといたしまして

地域住民の日常生活に密着した警察活動を行っ

ております。これらの交番、駐在所につきまし

ては、老朽化に加えまして、来訪者と対応する

ためのコミュニティースペースや、駐車スペー

スの確保、さらには、県民、市民が利用しやす

い位置への移転等を考慮して、現在計画的に整

備しているところでございます。この中で都城

警察署の高崎交番につきましては、老朽化と区

画整理に伴いまして、近くの市有地へ新築移転

することとしております。また、延岡警察署の

城山交番でございますが、これは繁華街であり

ます船倉地区や市役所周辺の官庁街等の旧延岡

警察署地区の治安維持拠点として仮事務所によ

り運用してきたところでございますけれども、

このたび土地の確保ができましたことから現在

の地点から750メートルほど北東側に移転いたし

まして、延岡市船倉町２丁目の延岡市営団地跡

に新築することとしております。そのほか乙房

駐在所や日向警察署の諸塚駐在所にありまして

は、老朽化に加えまして、来訪者と対応するた

めのコミュニティスペースの確保など、機能的

な駐在所とするための現地建てかえをする予定

をしております。

次に、番号11で説明いたしました日向警察署

庁舎建設整備検討事業でございます。御案内の

とおり日向警察署の現庁舎につきましては、本

年３月で52年が経過し、全国で最も古い警察署

となっております。また、平成９年度に実施し

ました耐震診断結果では、耐震性能が極めて低

い状態にありまして、日向地区の治安維持施設

と防災拠点として重要な役割を果たしていくた

めには、早期の建てかえが必要と考えておった

ところでございます。このため、厳しい県の財

政事情ではございますけれども、庁舎建設の具

体化を図ることといたしまして、まずは平成20

年度においては、日向地区の拠点たる警察署と

して堅牢でかつ長年県民、市民から親しまれる

警察署とするためにはどのような警察署にすべ

きかなどの検討や地質調査などを行うこととし

ております。そのために要する事業費として350

万円を計上しているところでございます。今後

の日向警察署関係の計画につきましては、今回

検討事業によって得られた結果を平成21年度に

行う予定の基本設計などに反映させまして、建

てかえに着手していきたいと考えております。

。番号12のその他警察施設営繕費でございます

これは警察施設の改修等に要する経費でありま

して、この中の主なものは、延岡運転免許セン

ターのエレベーター設置でございます。現在、

延岡運転免許センターにおけます運転免許の更

、 、新時講習は ３階の教室で実施しておりますが

エレベーターが設置されていないため、体の不



- 5 -

自由な方や高齢者の方など階段を利用すること

が困難な方につきましては、１階の適性検査室

で個別に講習を受けていただいた後に、職員が

お手伝いをして３階まで移動していただいてい

、 。ると こういったような状況になっております

公共の施設につきましては、御案内のとおり、

いわゆるバリアフリー法でエレベーターの設置

などバリアフリー化の努力義務がその施設管理

者には課せられているところでございます。こ

のような観点を踏まえまして、体の不自由な方

や、高齢者の方々が不自由なく更新時講習が受

けられるよう、平成20年度は延岡運転免許セン

ターにエレベーターを設置することとしており

ます。なお、都城運転免許センターにつきまし

ては、今年度既に設置をいたしました。また、

宮崎運転免許センターにつきましては、後ほど

御説明いたしますが、運転免許センターの建て

かえにあわせて、エレベーターなどの設置をし

たいというふうに思っております。

次に、同じく507ページの中段にあります（事

項）警察署庁舎建設費の１億7,082万7,000円で

ございます。これも日向警察署の関連の事業費

でございます。平成18年度に土地開発公社が所

有していた日向警察署庁舎建設予定地を、県が

取得するための売買契約に基づきまして平成20

年度に支払うための経費１億7,082万7,000円で

ございます。

次、同じく507ページの一番下の欄でございま

すが 運転免許費の関係でございます ６億3,530、 。

万8,000円を計上しており、運転免許試験及び各

種講習その他運転免許事務処理に要する経費と

してこれらの額を計上しているところでござい

ます。主な事業について御説明いたします。508

ページをごらんください。番号15の運転免許証

ＩＣカード化導入事業として8,166万円を計上し

ております これは本県におきましても 平成21。 、

年１月からＩＣカード免許証の発行を開始する

こととなっております。このＩＣカード免許証

を作成する装置の設置等に要する経費でござい

ます。

次に （目）警察活動費（事項）一般活動費15、

億3,786万8,000円について御説明いたします。

、 、 、これらの経費は 一般警察活動 刑事警察活動

生活安全警察活動及び交通警察活動等、いわゆ

る警察活動全般に要する経費を網羅的に計上し

たものでございます。この中の主な事業を幾つ

か御説明させていただきます。508ページの下の

ほうでございますけれども、番号12、特殊事件

対応専門捜査員（ＳＩＴ）装備資機材整備事業

として1,999万2,000円を計上しております。こ

れは平成19年６月に愛知県下で機動隊特殊部隊

（ＳＡＴ）の隊員ら４人が死傷したという発砲

立てこもり事件を教訓に完全型耐弾防護衣やプ

ロテクター等の資機材を整備するものでござい

ます。このような装備を整備することで、捜査

に当たる捜査員の危険性を軽減化させ、殉職受

傷事故防止に万全を期してまいりたいと思って

おります。

509ページをごらんください。番号23の災害・

テロ対策充実強化事業として2,555万8,000円を

計上しております。これは警察に課せられた災

害発生時の最大の使命といいますのは、やはり

県民の生命と財産を守り、被災者の早期救出活

動を行うことでございます。そのため、警察と

して最低限必要な機能的災害用救出装備などを

整備いたしまして、災害等発生時の万全を期す

ため、平成18年度から５カ年で整備を進めてき

ているものの平成20年度分でございます 平成20。

年度は救命索発射銃２台を初め、エアテントや

投光器等を整備することといたしております。
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次に、番号27の地域の安全を守る街頭活動強

化事業としての１億2,404万1,000円でございま

す。新みやざき創造計画の戦略にも掲げられて

おりますとおり、地域安全対策を推進する上で

少年の非行を防止し、その健全育成を図ること

は安全で安心な暮らしを確保する上でも極めて

重要な課題でございます。このため、平成19年

度にスクールサポーター１名を配置していると

ころでございますけれども、平成20年度におき

ましてもスクールサポーターを３名増員いたし

て、全県下での活動を可能にすることとか、ま

た交番相談員47名や警察安全相談員18名を引き

続き配置いたしまして、警察力を警ら活動や捜

査活動などにシフトして街頭活動を強化し、地

域の安全を確保していくことといたしておりま

す。

番号29は、捜査情報統合管理システム整備事

業でございます。これにつきましては2,369

。 、万8,000円を計上いたしております この事業は

これまで個別に行われていました既存のシステ

ムであります犯罪統計業務であるとか、犯罪手

口業務などを統合化するとともに、各警察署に

おいて簿冊管理しておりました事件受理管理や

証拠品管理などを一括して管理するシステムで

。 、ございます このシステムの導入によりまして

事件の早期分析や、交番・駐在所に対する必要

な捜査情報のリアルタイムの提供、県外の広域

捜査情報の相互共有が可能となるなど、より効

果的で効率的な捜査を展開することで、捜査力

の向上を図り、検挙率の向上につなげたいとい

。 、うふうに考えておるところでございます また

これまで限られた端末でしかできなかった事件

発生に係る詳細なデータの入力作業が交番や駐

在所からでもできることとなり、現在本署に出

向いてデータ入力等に当てていた時間を大幅に

短縮しまして、その分を捜査などの外部活動に

移行させたいというふうに考えており、事務処

理上の効率化、合理化という意味でも大変効果

があるものと考えております。

次に、509ページ中段にございます（事項）交

通安全施設維持費５億5,246万7,000円でござい

ます。これは既存の交通安全施設、信号機等々

の交通安全施設の維持管理及び電気・通信料に

要する経費でございます。

、（ ）509ページ一番下の段でございますが 事項

交通安全施設整備事業費でございます これは10。

。 、億2,778万3,000円を計上しております これは

タイトルにあるとおり、交通安全施設、信号機

等々の整備に要する経費でございます。何度も

説明しておりますけれども、県内における交通

情勢は、交通死者数、人身事故件数とも昨年を

下回っておりますけれども、人口10万人当たり

の死者数で見ますと、全国比較では高い発生率

にございまして、さらに高齢者死者の割合が高

まるなど、依然として厳しい状況にあります。

このため県警では、交通死亡事故抑止「チャレ

」 、ンジ70・５Ｓ プランなどを策定いたしまして

、積極的な取り組みを図ることにしておりますが

これを推進するための予算的な部分であるとお

考えいただければと思います。主なものといた

しましては、高齢歩行者の交通事故防止や交通

流の増大した道路において、歩行者が安心して

横断できる信号機を11基新設するなど 全部で41、

基の信号機新設を行うとともに、道路標識や道

路標示の設置も行うこととしております。

引き続きまして、債務負担行為について御説

明いたしたいと思います。平成20年２月定例県

議会提出議案という薄いほうの冊子をごらんく

ださい。11ページの一番下に公安委員会宮崎県

総合自動車運転免許センター建設整備事業（デ
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ザインビルドによる建設・償還費）というのが

ございます。

これはいわゆる地方自治法に基づく債務負担

行為のお願いでございまして 期間として平成20、

年度から平成39年度まで、限度額を35億7,603

万1,000円と設定した債務負担行為をお願いした

いと思っております。これは、先ほども若干触

れましたが 宮崎県総合自動車運転免許センター、

の新設、今、一ツ葉にある免許センターの建て

かえ新設事業でございます。本事業は単年度の

支出を平準化して総合運転免許センターを建設

することにいたしまして、具体的には警察共済

組合の不動産投資事業によりデザイン・ビルド

方式で建設をしようとするものでございます。

県は 警察共済組合に対して平成20年から平成39、

年までの間、建設費、利息の償還を行う、その

ための債務負担行為の設定でございます。

宮崎県総合自動車運転免許センターにつきま

しては、平成19年度から３カ年で建設に向けた

コンサルティング事業者によるアドバイザー業

務を推進しているところでございます。今回、

この債務負担行為が認められれば、平成20年度

に設計と建設を一括して請け負うデザイン・ビ

ルド業者の決定を行うとともに、実施設計を開

始いたします。平成21年度から建設に着工し、

平成22年、平成23年度に建設という計画でござ

いまして、平成23年中の竣工を目指したい、順

調にいけば、平成24年の年初には新しい免許セ

ンターをオープンさせたいというふうに考えて

いるところでございます。以上で、平成20年度

宮崎県一般会計予算、及び債務負担関係部分の

公安委員会関係につきましての説明を終わらせ

ていただきます。よろしく御審議のほどをお願

いいたします。

続きまして、議案第24号ということで条例改

正案もございますけれども、これも引き続き御

説明でよろしいでしょうか。

それでは、議案第24号「地方警察職員の特殊

勤務手当に関する条例の一部を改正する条例」

。 、について御説明いたします 説明資料としては

「資料１」という一枚紙を用意しておりますの

でごらんください。

まず、今回改正を行います「地方警察職員の

特殊勤務手当に関する条例」について若干御説

明いたしますと、警察職員の給料につきまして

は「職員の給与に関する条例」に基づいて支給

、 、 、しておりますが 警察職員は著しく危険 不快

不健康、または困難な勤務、その他の特殊な勤

務に従事することが多々ございます。そういっ

、た場合に支給する特殊勤務手当につきましては

この条例に基づいて支給をしているところでご

ざいます。資料１に沿って説明いたしますが、

今回、本条例を改正する理由でございます。こ

の特殊勤務手当は、著しく特殊な勤務に従事す

る職員の労苦に報いるための措置でありますも

のの、その支給の必要性や内容は、社会情勢の

変化に照らして、常に検討を加えていかなけれ

ばならないこと、こういったこともございまし

て、これまでも随時見直しを図ってきたところ

でございます。現在全国警察におきましても、

斉一性を保ちながら、手当の支給内容を月額支

給から時間額支給あるいは日額支給に変更しま

して、作業実績に応じた支給とすべく取り組ん

でいるところでございます。

今回の改正の内容につきましては、航空機操

縦作業手当と航空機整備作業手当、この２つに

ついての改正でございます。資料にありますと

おり、警察ヘリコプターの操縦作業手当を、現

在月額支給となっておりますけれども、これを

時間額支給にいたします。整備作業手当も今、
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月額支給でございますけれども、これも日額支

給というふうに変更しまして、作業実績に応じ

た支給としたいというものでございます。

、現在本県警察で支給している特殊勤務手当は

刑事作業手当であるとか、死体取扱作業手当な

ど全部で20種類の特殊勤務手当がございます。

これらの改正によりまして、それらすべてを日

額、時間額あるいは回数額で支給することにな

りまして、作業実績に応じた、めり張りのある

支給をすることとなります。現在の金額でござ

いますけれども、航空機操縦作業手当につきま

しては月額12万7,500円、航空機整備作業手当は

月額２万8,100円を支給しておりました。この支

給額をこれまでの作業実績などを勘案いたしま

して、航空機操縦作業手当につきましては、１

時間につき7,200円を、航空機整備作業手当につ

きましては、１日につき1,660円を支給すること

としております。なお、本条例が可決されれば

本年の４月１日からの施行を予定したいという

ふうに考えております。よろしく御審議のほど

をお願いいたしたいと思います。以上で条例改

正案の説明を終わります。

以上です。

執行部の説明が終了いたしまし○太田委員長

た。まず、議案についての質疑を受けたいと思

います。

議案について質疑はありませんでしょうか。

質疑をされる方は、ページ数も言っていただ

くと助かります。

警務部長、後学のために教えてい○米良委員

ただきたいと思うんですが、508ページの警察活

動費の中の一般活動費の説明の欄の４番、自動

車保管場所証明事務に要する経費というのが１

億4,410万1,000円上がっていますよね。これは

補正のときも福田議員からちょっとありました

けれども、これは車庫証明の意味だと思うんで

すが、違うんですかね。

そのとおりでございまして、○柄本交通部長

車庫証明のいわゆる現地調査、それからデータ

入力、これの委託事業でございます。一般競争

入札でやっていますけど。

車を買いかえる場合に、例えば、○米良委員

従来持っている車はもう車庫証明も済んで乗っ

ているわけですね。買いかえる場合もまた１万

何ぼ払わないかんわけですよね。これは自分は

車持って車庫証明はもう２年も３年も前払って

いるわけですから、当然、僕は要らないんでは

ないかなという気がいつもしてならんのですけ

れども、そこ辺は新たにまた取られるんですよ

ね、これは。

根拠になります法律でいわゆ○柄本交通部長

る「車庫法」というのがございます 「自動車の。

」、 「 」保管場所の確保等に関する法律 通称 車庫法

と言っておりますけれども それともう一つ 道、 「

路運送車両法」というのが根拠規定になるんで

すが、新たに車を買いかえたり、それから中古

車を買った場合、名義が変わりますよね。今申

し上げた法律で、そういった登録を新たにする

ときには、警察署長が発行する車庫証明を一緒

に提出しなければならないという規定になって

おります。ですから、一回、前の車で車庫証明

をしているんだから、もう必要ないじゃないか

という御指摘でしょうけど、車が変われば、今

申し上げた車庫法とか道路運送車両法で車庫証

明がないと新たに車が登録できないということ

になっております。

わかりましたが、結局は、今、部○米良委員

長がおっしゃるように、保管場所法による義務

がそこで伴うということですけど、私は、何か

無駄というか、２年か３年しかたっていません
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からね。当然、保管場所というのは、自宅で変

わらんのですよ、車庫もあって。３～４年後、

２～３年後買いかえて、またその１万何がしか

そういう証明料を取られるというのは、いささ

か疑問でならんかったわけですから、この前の

補正の中で、福田議員の話が出ましたからね。

「あ、おれもそう言えば、今度、近いうちに取

られるんだ」と、契約書見たんですよ。ところ

が、1万７千何ぼ入ってました。だから、きょう

改めて聞いたわけですけどね、わかりました。

だけど、委員長、何かそこらあたり何といい

ますかね、法の改正といいますか、そこ辺が何

かこうあってしかるべきじゃないかなという気

がしてならんもんですから。これはあくまでも

法の規制による義務的なものということでいい

わけですね。

ちょっと確たる資料がある○相浦警察本部長

わけじゃないので、ざっくりとした話なんです

が、せんだっての補正のときも福田委員からも

話がありました１万数千円というのはですね、

くれぐれもちょっと勘違いしていただきたくな

いのは、この車庫証明以外にも車を新車に買い

かえられたときに、いろんな諸手続があると思

うんですよね。その諸手続を取り扱われる業者

さんがその額をお取りになっておられるという

ことなんですね。ですから、実際の車庫証明の

証明に関する純粋の経費だけでいいますと、恐

らく数千円だと思うんですよ。ですから、例え

、 、ば 御自身で車庫証明の手続をやられて 今―

ちょっと言っていただきましたけれども、正味

の申請の手数料や保管場所標章の交付手数料と

いうのは、総額で2,750円なんです。ですから、

そのプラスアルファー分というのは、いわば中

、間の取り扱い業者さんがいろいろな手間暇分で

要するに営業として取られているんですよね。

そこを、言ってみれば、御自身でやられるかど

、うかというのはもちろんあるわけでありまして

ただ、いずれにいたしましても、車庫証明自体

は法律で「車庫法」という法律がありまして、

交通部長が説明いたしましたように、これは一

つ一つの車につきまして、それを保管する場所

というのをきっちりと証明しておいてもらわな

きゃいかんということでございます。

、 、 、ただ 正味の手数料 法的な手数料であれば

今、現在価格で申請と標章交付総額で2,750円で

、 、ございますので 今回予算で上げていますのは

この前から申し上げていますが、本来、警察が

やるべき事務をアウトソーシングしていると、

そのアウトソーシングする際に、一般競争入札

で最も適正な額のところにやらせている、それ

がこの１億4,410万でございまして……。

協会とか何かに委託するんでしょ○米良委員

う。

そうでございます。一般競○相浦警察本部長

争入札で落としたところにやらせていると、そ

れはあくまで我々の事務のアウトソーシングの

話でございまして、先生方のお話しになってい

。る話とはちょっと違う話でございましてですね

先生方がお払いになられるお金とこれは基本的

には全然別の話でございます。よろしゅうござ

いますでしょうか。

関連してですが、この前の補正の○福田委員

ときにお聞きしましたから、よくわかるんです

よ。そういう入札で落札をした自動車販売店協

会が その実際の実務代行は新車の販売とか―

―中古車の販売をするディーラーですね

ディーラー販売店に委託をしているんですが、

その段階で代行料として１万数千円になってい

ると思うんですね。私が、補正のときに質問し

たのは、その金額が、今、本部長が2,750円の実
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費を御説明になりましたが、それに４倍くらい

かかっている金額だから、その代行店は、あた

かもこれは法律に基づいて１万1,000円か１

万2,000円が必要なんですよという説明になりま

すから、やっぱりリーズナブルな車庫証明代行

手数料、その辺は委託先として、実際はそれは

。一般競争入札で終わった時点で終わりですよね

委託アウトソーシングの相手先はですね。しか

し、そのアウトソーシングを受けた自動車販売

店協会なり、さらにそれを外注するディーラー

とか中古車販売店協会が、代行料をかなり上乗

せして取っているわけですから、その辺の指導

の問題を私はちょっとこの前お話をしたんでし

た。意味はよくわかりました。流れはですね。

そういうことです。

。○柄本交通部長 いわゆる代行手数料ですよね

これには車庫証明の申請とか、ほかにも自賠責

の加入手続ですとか、重量税ですとか、いろん

な車を購入した場合の、そういったもろもろの

代行手数料を含めて１万何がしかになると思う

んですけども。

今、米良委員が書類を取りに行き○福田委員

ましたが、ちょうど、米良委員がたまたま車を

更新したんですよ。それで、内容をチェックし

たんですが、そしたら、車庫証明代行手数料と

して１万1,000円かかっていました。それをお聞

きしたから、ちょっとリーズナブルじゃないな

ということで彼が体験してますから、今、資料

をもらいに行ったんでしょう。もうそれ以上は

お聞きしません。

資料が来て米良委員も再質問さ○太田委員長

れると思いますが、ちょっと、念のために確認

しておきますと、県が委託する先ですよね、こ

の１億4,000万円、委託先は何協会と言われたで

すかね、正式には。もう決まっているとかあれ

かもしれませんが……。

これはまた新年度に一般競争○柄本交通部長

、「 」入札になりますけど 宮崎県自家用自動車協会

です。19年度はこれで。これはこの前もちょっ

と申し上げたと思いますけど、単価契約でござ

いまして 済みません。昨年19年の４月から―

２年６カ月の長期継続契約になっておりまし

て、21年９月30日まで２年６カ月の長期契約で

一般競争入札ですね。

これ以外のことで、関連でもい○太田委員長

いんですが。

ちょっと、これは勉強のために教○福田委員

えてください。

債務負担行為の関係ですが、前年度も御説明

いただきましたが、このデザイン・ビルドによ

る建築で、共済組合より債務負担行為の議決を

、 、受けて 35億何がし借り入れされるわけですが

共済組合は、これは全国共済組合だと思います

が、それの借り入れの正式名称と、借り入れの

利率ですね、これ、ちょっと教えてほしいんで

すが。

借入先は、全国組織である警○橋本警務部長

察共済組合でございます。警察共済組合は不動

産投資事業というものを持っておりまして、例

えば、投資対象のものとしては、世帯用とか独

身用の職員宿舎であるとか、もしくは組合が保

有する宿泊保養施設であるとか等々ございます

し、また、その他そういうものをやる一環の中

でこのような運転免許センターに対する不動産

投資事業も行うということでございます。

設定利率は、債務負担行為を設定する上では

現在3.7％の年利を設定いたしておりますが、実

際の契約段階というのは、その時々の市場金利

に応じて契約をすることとなっておりまして、

例えば、平成19年度における実際の金利は1.6％
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で借りることができたということであります。

これは実際に契約する時点での金利の変動に

よってどうなるかはわかりませんが、現在の金

利水準でいきませば、1.6よりもそう多くない利

率でお金を調達できるものというふうに考えて

おります。したがって、35億の債務負担行為を

あれしますが、これはあくまでも枠でございま

すので、実際の金利等々、もしくは償還計画の

中でその年その年の償還金を予算化していくと

いうことになろうかと思います。ちなみに、大

体年額２億4,000～5,000万ぐらいが一番ピーク

かなというふうに思っているところでございま

す。

、 、○福田委員 そうしたら この3.7％というのは

最高の上限金利と、こういうふうに解釈してい

いんですね。

そうですね。3.7を超えること○橋本警務部長

はないだろうと、一番リスクを多くとったとき

の金利だというふうに考えていただいて結構で

す。

免許センターの建設について○河野副委員長

なんですけれども、ここにデザイン・ビルドと

書いてありますが、これは具体的にはどういう

ことなんでしょうか。さっぱりわからんとです

が。

その建設におきましては、設○橋本警務部長

計する人と建設する人、これがそれぞれ別々に

なっているのが一般的な形になるんであります

けれども、これを一つの会社に全部やってもら

うというのがデザイン・ビルドの考え方でござ

います。例えば、県の直轄事業なんかでいきま

、 、 、すと 設計する人はだれだれ 何とか設計会社

その設計に基づいて入札が行われて、私が建設

しますと、何とか建設が建設する、こういった

流れがございますけれども、今回、その公共事

業的な手法ではなくて、いわゆる不動産投資事

業という、言ってみれば住宅ローンを県が借り

るようなスキームを使うことになりますので、

かなりそのやり方において自由度がきくという

ことでございます。その中で、今回は一人の人

に設計から施工まで一体でやってもらうほうが

より効率的であろうということでとった手法で

ございまして、繰り返して言えば、設計をした

人がそのまま施工もする、建設もするという仕

組みでございます。

そういった業者さんが県内に○河野副委員長

おられるわけなんでしょうかね。

県内にもおりますし、県内事○橋本警務部長

業者の参画が条件になっておりますので、県内

事業者単独でできる場合には、その一社で落と

してもかまいませんし、幾つかの企業の連合体

、でやりたいときはジョイントベンチャー方式で

その中にも県内事業者の参画を得てやるという

のが今回の考え方でございます。

できれば、県内の業者を使っ○河野副委員長

。ていただきたいということで要望しておきます

免許関係について伺いたいんです○西村委員

が、昨年から大型の下の中型トラック免許みた

いなのが始まったと思うんですけれども、その

中で、今回も508ページの14番に新基準大型試験

車両及び場内コース等整備事業というのが組ま

れていますが、これはその中型免許の関連の予

算なんですか。

14番の大型試験車両及び場内○柄本交通部長

コース等の整備事業でございますけど、これは

昨年から、委員おっしゃったとおり、中型免許

が導入されました。それで、今まで大型試験で

使っておったトラック、これは一回り小さいト

ラックでございました。これを今、中型の試験

に使っております。新たに、まだそれより一回
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り大きい大型トラックと、２種免許であれば大

型バスでございます。これはリースで借りてお

ります。それに伴う賃借料、それから車庫の賃

。借料をここに計上しておるところでございます

ちなみに、その中型免許を県内で○西村委員

取られた方の数と、それが始まったことによっ

て大型の取得者が減ったとか、そういう状況は

あるんでしょうか。

ちょっと今 済みません デー○柄本交通部長 、 。

タを……。

あわせて、データ、わかれば教え○西村委員

ていただきたいのがあったんですが、70歳以上

の高齢者が免許更新をされるとき、更新される

方と免許を返す方の割合が昨年どうなったかも

あわせて教えていただきたいと思います。

免許の関係の質問ですけど、そ○太田委員長

れ以外のことで質問がありましたら…… ちょっ。

。 、と待ちましょうか 時間がかかるようであれば

、 。 、 。質問 移っていきます 井上委員 いいですか

どうぞ。

先ほど副委員長から出た意見は、○井上委員

全く私も同感で、できるだけ、県内業者の方の

、 、参画というか それをぜひやっていただきたい

、これは要望として申し上げておきたいんですが

このかかる費用のことなんですけど、35億とい

、 、う 私も免許更新含めて利用するところですし

大変、古いということもよくわかっているわけ

ですが、これは他県の免許センター含めてです

けれども、これが大体相場なんですか、35億か

かるというのが。

およそ警察施設というのは、○橋本警務部長

そんなに特殊なものではなくて、ほかの物も見

ながらつくっておりますので、ほぼこのぐらい

の相場でやっておるところでございます。ちな

みに 今回の建てかえというのは 免許センター、 、

の物を建てるということのみならず、今ある物

を壊すとか、移転するとか、そういったものも

ございますので、そういった経費も含めて35億

。の枠を設定しているというところでございます

ただ、実際、35億の中には先ほど申し上げま

したとおり、3.7％の金利分を計算しての35億で

ございますので 実際の建設価格というものは30、

億を切るぐらいの額になるのではないかと、そ

の設計、それから施工、それから解体等々含め

まして、実際には、大体25億前後ぐらいででき

るのではないかというふうに思っているところ

でございます ちなみに 大分県の免許センター。 、

とか山形県の免許センターは、やはり30億程度

がかかっているようでございます。

ちょっと、これは私が宮崎市に住○井上委員

んでいるという関係もあるんですけど、最近、

あのあたりは新たなスポットになりつつあるわ

けです。もちろんシーガイアがあるということ

も含めてそうなんですけれども、小さなレスト

ラン系統のところが幾つかおしゃれにでき上

がっているところなんですよ。正直申し上げる

と、運転免許センターだけが古くて何かちょっ

とそぐわないような感覚で、今度、建てかえに

なるので、また新たな雰囲気というか、あれを

醸し出すことができるので、随分変わりますよ

というふうには周りの方には申し上げているん

ですけど、小さな本当におしゃれなレストラン

があって、そのレストランが一つのネットワー

クじゃないんですけども、あそこに行くと少な

からずそういう楽しみ方が 以前は、あっち―

は余り足を踏み入れない場所でもあったんです

、 、けれども 新たな雰囲気になってきているので

デザイン等も含めてそうですけれども、そうい

う景観を含めて、そういうことをちょっと期待

をしたいなというふうに思っておりますので、
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非常に個人的な感情が入っていますけれども、

よろしくお願いをしたいと思います。

それと、ちょっと続けてよろしいでしょう

か。506ページの駐在所等勤務警察官家族報償費

及び公衆接遇費というのが上がっていますが、

実際補正のときにちょっと気になって質問しよ

うかと思ったんですけど、そこはしないでいた

んですけれども できたら この金額は使い切っ、 、

ていただくような、補正で減額されるようなこ

とがないように、できるだけ、これは十分活用

されるといいなというふうに現実に思っていま

す。家族の皆さんの報償費 駐在所とかも行―

かせていただいたんですけれども、御苦労も非

常によくわかっていますし、そういう意味でい

う、これの十分な活用、それと意味もなく来る

人も確かにいると思うんですけれども、そうい

うことも含めて、余りここが節約節約にならな

いようにお願いしたいなと思いますけれども、

いかがなんでしょうか。

駐在所等の勤務警察官の○柄本生活安全部長

家族報償費と公衆接遇費でありますけれども、

家族報償費は月額７万9,000円、それから公衆接

遇費は１万4,000円ということで予算化してあり

ます。

ところが、この報償費が残るのは、駐在所、

それから居住つきの交番の場合は、この家族報

償費が出ることになっているんですけれども、

趣旨については、先生、御存じのとおりの家族

、 、に対する慰労を兼ねたお金なんですけど ただ

単身赴任の施設が毎年20カ所程度出てくるもの

ですから、その部分が予算の執行残として残る

と、こういうことであります。

そのほかの、公衆接遇費につきましては、こ

れは地元とのつき合いでどうしても必要な部分

で使わせてもらっておりますので、署長の証明

があったら、これ、全額使い切るように指導し

ているところでございます。そういうことで効

率的な予算の執行には努めているところでござ

います。

ぜひ、それはよろしくお願いして○井上委員

おきたいと思います。御努力にできるだけ報い

ればとの思いから言っていますので、別にあれ

じゃないんですけど。

それと、この予算額を見てみますと、ⅠＴ化

に関する費用というのは非常にたくさん上がっ

ています。１つ１つ挙げていくと相当な金額に

もなるんですが、実際は使いこなせないと何も

意味がないわけですが、この研修というのは十

分に行われていると、それで端末そのもの含め

て各駐在所の署員は全部きちんと使えると、そ

ういうふうになっているんでしょうか。

数回前の常任委員会でも御報○橋本警務部長

告いたしましたが、今、ネットワーク化である

とか、ＩＴ化を進めているところでございまし

て、あと数年もたてば、すべての駐在所にパソ

コンの端末が行き渡って、すべての駐在所、本

部、署がネットワークでつながるということで

ございます。確かに、一部なかなかふなれな人

がいるのも事実でございますが、その部分を補

うべく警務部内に情報管理課というところがご

ざいますけれども、そこが積極的にそれぞれの

署、もしくは駐在所に出向いて、いわゆる難し

い作業はさはさりながら、簡単に、いわゆるコ

ンピューターを起動させてうまく打ち込めるよ

うな作業、いわゆる簡単な、すごく原始的な作

業でございますけれども、そういった程度のこ

とから使えない人には教えるということをやっ

ておりまして、また、どれぐらいの人が使えな

いかということの実態調査も実は内々やってお

りまして、その人を特定した上で、個別個別の
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指導を 教養を行っているところでございま―

す。こういったことがＩＴ化が進めば進むほど

、必要となってくる作業だと思っておりますので

それについては、今後も積極的にやっていきた

いというふうに思っております。

ちょっと期待するのが、今度新年○井上委員

度の新規事業に挙がっています509ページの29番

捜査情報統合管理システム整備事業なんですけ

れども、ここに書かれていることは、事業の目

、 、的についてはよく理解できるんですが 例えば

家出人捜査とか含めて、それと徘回老人を保護

した場合、その情報とか含めてそういうもの、

本当に県警が努力していただいた「ＳＯＳネッ

トワーク」との連携みたいなものはどうなって

いるのか、そこを知りたいんですけど。

そこに説明したとおりで、総○中原会計課長

合捜査統合システムなんですけれども、委員、

御指摘の徘回老人等の情報等がこれでネット

ワーク化されるかといいますと、これはちょっ

と今のところ入ってないんですけれども、ＬＡ

Ｎ端末ですから、ある警察署が打ち込めば、そ

れは見られるようにはなると思うんですけれど

も。

少なくとも、いろいろなシス○橋本警務部長

テムがありますので、やはり余りいろんなもの

がごちゃまぜになると、またかえって使いづら

くなるという状況もございますので、今回、提

案させていただいている捜査情報統合管理シス

テムというものは、捜査系の情報を集約して、

それぞれの情報を見やすくするというシステム

でございまして、少なくとも、このシステムそ

のもので家出人等々のあれがつながっているも

のでないという これから設置いたしますけ―

れども、そういったものになろうかというふう

に思っております。それぞれのシステムには使

い勝手のいいある程度の情報をあれしておかな

いと、いろんなものが入ってしまうとかえって

使いづらくなるものですから、そういったこと

でございます。

ただ、今後、コンピューターが一人一台行き

渡ることで、その一つの端末を使えばいろんな

システムにアクセスできるという環境が整って

きますので、そういった中でいろんな拡張性を

持たせてやっていきたいというふうには思って

いるところでございます。

済みません。説明がダブる○相浦警察本部長

かもしれませんが、今回新規予算でお願いして

、おります捜査情報統合管理システムというのは

―いろいろと犯罪捜査事件の受け付けをする

被害の受け付けをする、そして、いろんな書類

をつくっていく過程でかなり重複するものも出

てくると、そういうものをできるだけ段取りよ

くやっていこうじゃないかという事務の省力化

という発想がございます 今 委員のお話のあっ。 、

た家出人の関連の部分は、既に、従来から家出

人の手配に関しましては 全国的な体系をつくっ、

ておりまして、例えば、家出人としてお届けに

なられると、実は、全国に手配がされるんです

ね。それで、どこかで、例えば職務質問かなん

かの対象になった際に 「おたく、どちらのだれ、

さんですか」ということを確認して総合照会を

すると、家出人の手配がありますということが

わかるような別の体系がつくられておりますの

で、この29番の新規予算の体系とは別の形で、

効率的な体系を今後とも維持していきたいなと

いうふうに考えております。

私のほうもまた質問の機会があり○井上委員

ますので、別の機会でまた議場でやらせていた

だきたいと思います。

それともう一つ、安全で安心な交通環境を実
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現するための信号機新設整備事業が新たにまた

事業費として4,797万円上がっているんですが、

実は、道路が何というんですかね、いろんな形

で新しく道路ができると、古くなった信号機で

要らないような信号機というか、煩雑になって

いる信号機とかもあると思うんですけれども、

そういうものを取り外すというようなことも実

際、そういう何というんですかね、交通量調査

みたいなのというのはよく見かけるんですけれ

ども、それは実際やって、そして必要なところ

の信号機はここだということは決定されている

ものなのかどうか、そこを教えていただけます

か。

今、県内に 約2,700基ほどの○柄本交通部長 ※

信号機がございますけれども、これはなくては

、 、ならない信号機と申しますか それで機種を今

ＬＥＤの信号機にかえたりやっております。そ

れから制御装置、これも耐用年数がございまし

、 、て それの更新をしたりしておりますけれども

古くなった昔型の信号機、これをまた新たに最

新型の信号機にかえたり そういった整備もやっ、

ておるところでございます。

信号機に対する要望というのが一○井上委員

方ではもうちょっと強いんですよね。地域にい

ると、ここにつけてくれ、あそこにつけてくれ

というお話をいつもいただくんですけど 「それ、

は、なかなか順番回ってきませんよ」みたいな

話をよくするんですけどね。それはそこの自治

会の皆さんの総意みたいな感じで、信号機をつ

けてくれ、つけてくれというお話を仕事柄いた

だくんですけど、なかなかそんなふうに現実に

はいかないもんですから、だから、全体数を決

めていて云々ということではないでしょうけれ

ども、その優先度はどんなふうにして決定する

のかなというのがちょっと疑問があるわけです

よね。

今、設置要望箇所が県内で○柄本交通部長

約400カ所ぐらいございます。それで、要望があ

るたびに、署と本部の担当員が現地調査をいた

しまして、交通量ですとか、事故の発生状況で

すとか、そういった現場の状況を見まして、早

急に設置が必要なところ、それから道路改良等

を含めて設置をしなければならないところ、そ

ういったところが400カ所中220カ所ぐらいは信

号機の設置が必要であるというふうに思ってお

ります。あとの180カ所ぐらいについては、そん

なに急々に設置が必要でないというふうに判断

しております。来年度は41基を整備する予定で

ございます。なかなか財政事情も厳しゅうござ

いますけど、本年度が26基、来年度が円滑化対

策事業ということで補助事業もふえましたの

で41基ほど設置をする予定でございます。中期

的な計画では、年間大体40基前後設置して、今

の設置要望、設置が必要な箇所、これ、大体６

年ぐらいかかって設置していこうというふうに

計画をしておるところでございます。

よく死亡事故なんかが連続して○井上委員

あったりすると 「何人死ねばいいのか」みたい、

な言い方をされたりするわけですよね。その要

望を受けると、一応 「自治会の皆さんの総意と、

いうことをきちんと書類上もそろえて、そして

ちゃんと要望を出してくださいね」というお話

はよくするんですよね。それで、議員が声をか

、 、けたからできるとか そういうものじゃなくて

、本当に緊急性があるものからつくっていくので

そこは了解いただきたいということをよく申し

上げるんですけど、ひどい言い方によると 「何、

人死ねばいいとか」というような言い方される

もんですから、ちょっと胸が痛くなったりする

※28ページ右段に訂正発言あり
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場合もあるわけです。

、 、それともう一つ 交通安全のあれからいくと

高校生の自転車とかも含めて、非常に危険な自

転車乗りをしたりする子たちなんかもいるし、

本当に、この前の門川のは不幸な事故だったと

思うんですけど、どうも高校生あたりの子の交

通安全の指導みたいなのが余り行き届いていな

いのかなという思いがしてならないんですけれ

ども、そこについての学校とのタイアップです

よ。安全教室をやったとかというのはよく聞く

んですけど、それは教育委員会との連携という

か、子供みたいな話かもしれない、非常に高校

生に対して幼稚な話かもしれないんですけど、

何度も繰り返しやらない限りはやっぱり死亡事

故というのは起こってくる可能性 私が要望―

を受けたところも高校生の死亡事故なんですよ

ね 高校生は死ななかったんですけど、老人―

の方がぶつかって死んだという事故だったもん

、 、ですから やっぱりそういうことをしっかりと

もっと徹底する方法はないのかなという思いも

あるんですけれども、それは努力はいかがなん

でしょうか。

委員、御指摘のとおりでござ○柄本交通部長

いまして、自転車乗りのマナーアップですね、

これはもう本当にしっかり取り組んでいかなけ

ればならないというふうに私どもも認識してお

ります。機会あるごとに、中学校ですとか、高

、 、校ですとか 各地区にモデル校を指定しまして

そういった自転車のマナーアップに取り組んで

もらうということ、それから、機会あるごとに

交通教室ですとか、あるいは朝夕の交通指導で

すとか、そういったことで指導をしておるとこ

ろでございますけれども、まだまだ十分でない

点もあるというふうに思っております。

今度 「自転車安全利用五則」というのが本庁、

のほうから 道交法の改正もありまして、そ―

ういった自転車安全利用五則、これの周知徹底

とか、広報啓発にまた一段と力を入れていきた

いというふうに思っております。

地域の安全を守る街頭活動強化事○井上委員

業というのもスクールサポーターの増員の配置

等も予算化が また、事業を推し進めていた―

だくので、そこは努力をお願いしたいというふ

うに思います。

最後に、ちょっと取り調べの可視化のことに

、 、 、ついて これには それは国がする研究なので

全然ここに予算化されないのかもしれないんで

すけど、そういう方向についての議論みたいな

ことについては、うちの県警本部としては、予

、算化するほどのこともないんでしょうけれども

そういう何というんですかね、本部長が議場で

お答えになったのを具体化する方向性というの

は、この予算の中には全くあらわれないという

ことなんでしょうか。

本会議場のほうで代表質問○相浦警察本部長

でお答えさせていただいた内容についてであり

ますが、取り調べの適正化に関して諸方策を講

じていこうということをお話しいたしました。

これは、再来年度、つまり来年の５月から裁判

員制度が始まるということで、この準備という

位置づけも非常に大きな意味を持っております

ので、来年度頭に、例えば、取り調べの監視を

行うような部門をつくる、あるいは施設整備面

で現在の取調室の構造ではそうした新しい諸方

策を遂行していく上で問題がありますので、若

干の改修を入れる。つまり、今回の20年度予算

には正直言ってちょっと間に合ってなくて、21

、年度頭でスタートできればいいという考え方で

次の年度の諸事業という形で当然盛り込まれて

いく話になるということを予定いたしておりま
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す。

井上委員の質問の中で、生活安○太田委員長

全部長に確認ですが、先ほど駐在所勤務職員の

手当の件がありました。これは年でいいんです

かね、年７万9,000円とか……。

駐在所等の勤務警察官に○柄本生活安全部長

対する家族報償費ですね、これは月額が７

万9,000円でございます。これはお茶菓子とか来

訪者に対する湯茶の経費だとか、それから御主

人がいないときなんかに奥さんたちが地理教示

したり、いろんな警察署からの連絡を受けたり

とか、いろんな面での御労苦に報いるために支

給されるものでございまして、これは地方財政

。計画に基づいて全国統一で運用されております

すべて月額ということでいいで○太田委員長

すね。

はい。○柄本生活安全部長

わかりました。○太田委員長

それと、先ほどの高齢者の関係のはいいです

かね。

先ほどの西村委員の御質問の○柄本交通部長

件でございますけれども、まずは、大型免許、

中型免許の受験状況でございますが、これは昨

年１年間の数でございます。６月から新大型が

入りましたので、それと一緒に混同した数でご

ざいますけど、昨年１年間で大型免許3,828人の

方が受験をされまして、これは延べでございま

す。１人で何回も受けられる方がいらっしゃい

ますので、うち合格者が1,846人、合格率が48.2

。 、 、％ それから 中型免許のほうでございますが

これも延べでございます。一発で通る方はほと

んどいらっしゃいません。1,062人受けて、最終

的には全員合格されたということです。

それから、もう一点の高齢者の免許の関係で

ございますけれども、今、本県の65歳以上の免

許保有者が約13万7,000人でございます。これは

全体の免許保有者の17.9％でございます。昨年

１年間で、本人がお申し出になって、運転が自

分は余り自信がないということで免許を自分か

ら申請されて取り消しされた方が78人でござい

ます。率にしますと、0.05％ぐらいで、まだ非

常に低うございます。

それから、高齢者講習に該当される方、70歳

以上の方ですけども、この方には免許課のほう

から高齢者講習を受けてくださいということで

通知書を発送しております。昨年１年間で２

万5,016人の方に通知書を発送しておりますが、

うち、高齢者講習を受講された方が２万621人、

率にしますと82.4％の方が高齢者講習を受けて

免許更新をされたと、ですから、あと5,000人弱

の方は、免許を自動的に流されたか、あるいは

亡くなられた方もいらっしゃるかもしれません

けど、そういう状況でございます。

数字ありがとうございました。非○西村委員

常に多くの方が高齢者講習を受けてでもどうし

ても免許が必要だと、それに伴って事故の数と

か、また逆に、高齢者対策の何というか注意、

もちろん啓発も合わせてその場でレクチャーを

されているとは思うんですけれども、実際にど

うでしょう、これは客観的に事故とか この―

講習受けた方が事故、起こりそうだとか、この

人ちょっと目も悪くなっているな、厳しい、ぎ

りぎりだなという方には現場ではどのような対

応をされているんでしょうかね。

この高齢者講習は指定自動車○柄本交通部長

学校でやっておりますけども、実技といろんな

、 、視力の検査ですとか 動体視力の検査ですとか

あるいはシミュレーションを使って反応の速さ

ですとか、いろんな講習をやって、身体的な能

力の衰えですとかいろいろ自覚をしていただく
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ということで、指定自動車学校での現場で「あ

なたは、もう運転すると危ないですよ」という

顕著な方がいらっしゃれば、警察のほうにも連

絡をしていただいて、所轄のほうで家族の方で

すとか、そういった方にちょっともう運転は控

えてもらったほうがいいということで、自主的

な免許返納を勧めるケースもございます。

交通安全施設で、信号機はあと６○長友委員

年ぐらいかけて設置をされるということであり

ますが、同時に大事なのは、交通標識、また交

通標示ではないかと思いますね。この整備に関

する考え方というのをちょっと教えていただき

たいんですが。

509ページの交通安全施設整備○柄本交通部長

事業費10億2,700万ほど計上させてもらっており

ますけども、この中で道路標識・標示、これの

予算を約４億6,700万ほど計上しております。こ

れは補助事業、県単事業合わせてでございます

けども、それで委員、御指摘のとおり、道路の

横断歩道のラインですとか、あれが消えかかっ

ておるところとか、19年度で相当整備はいたし

たつもりでございますけれども、まだまだ手の

届かないところもございます それから古くなっ。

た道路標識ですね。ですから、信号機もさるこ

とながら、道路標識・標示もあわせて計画的に

整備をしていきたいと思っております。

本当に、昨年いろんなところを整○長友委員

備していただきまして、地域の住民の方も喜ん

でおられました。我々にいろいろと訴えがある

のは、点滅の信号のあたりで時々事故が起こっ

てしまうわけですね。だから、あわせて点滅の

信号も当然その信号を遵守していかないかんわ

けですけれども、同時に、わかりにくいところ

あたりは、さらに標識とか標示とか組み合わせ

。てやっていただければありがたいなと思います

それから、標識等につきまして、その目線と

いいますか、運転の目線で高過ぎるとか低過ぎ

るとかいろいろあって、見にくくてまた事故が

起こっているという状況もあるんですね。だか

ら、そういう場合が、それも一度ならずやっぱ

りそういうことで２度とか３度とか起こるとい

うところもまれにありますので、そういう要望

があったときには柔軟に対応していただいて、

見やすくしていただければなおよくなるのかな

という気がいたしますので、これは要望にとど

めておきますけど、ひとつよろしくお願いした

いと思います。あと、標示で消えかかっている

ところは、できるだけまた、スピード感を持っ

てやっていただければありがたいなというふう

に思います。

もう一点いいですかね。特殊勤務手当に関す

る条例の一部を改正する条例についてでありま

すけれども、操縦作業手当や整備作業手当です

けれども、昨年度の実績、年間でもいいんです

けれども、わかればちょっと教えていただけれ

ばと思いますけれども。実績というか、何時間

ぐらい乗られたかということ等をわかれば教え

てください。

実績時間につきましては、後○中原会計課長

ほど地域課長のほうからお答えいただきたいと

思いますけれども、警察庁が示しておりますの

は、１カ月間30時間ヘリコプターは飛べという

ような一応の基準を設けております。ただし、

いろんな諸事情で１カ月平均25時間ぐらいで飛

んでいるんじゃないかというふうに思っていま

すけど、昨年の実績につきましては、細かい数

字を地域課長のほうからお願いしたいと考えて

おります。

ちょっとまず私のほうからお○橋本警務部長

答えしますが、18年度の数字だけまず言います
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が、18年度で航空機操縦作業として最も多く要

した時間というのが大体一月38時間25分という

のが一番多い月だったようでございます。一番

少ない時間としては５時間20分ということで随

分差があります。また、航空機整備作業でござ

いますけれども、18年度を見てみますと、最も

多かった月が23日やっていると、最も少なかっ

、た月は19日であったということでございまして

大体これは18年度、17年度見ましても同じよう

な数字になっております。

航空隊のヘリの19年の活動状○山中地域課長

況は、69件90回、昨年１年間で出動しておりま

す。大体月平均25時間の年間300時間ということ

ですけれども、２月末で通算すると5,395時間55

分ということになります。18年中の活動も60件

の102回出動しておるという状況でございます。

これは通算時間です。

5,395時間というのは……。○長友委員

時間、確認してもらいましょう○太田委員長

かね。

、○橋本警務部長 先ほど私が申し上げた数字は

いわゆる１人当たりですね。今回いわゆる賃金

の単価いろいろ計算するに当たって、１人がそ

の月にどれぐらいヘリコプターに乗ったかと

いったのの最大が先ほど言った38時間とか、一

番少ないのが５時間、１人の整備士がその月に

整備作業に何日間従事したかといった数字が最

大で23日と19日と、大体１人当たりの作業量で

見ると、こういうものだというふうに理解して

いただければわかると思います。先ほど地域課

長が言ったのは、いわゆる延べの時間プラス恐

らく搭乗人物、ヘリコプターは２人で飛ばしま

すから、２人で飛ぶと、それが倍の数になって

くるので、なかなか実感としてつかみづらい数

、 、字になりますけれども 実感としてわかるのは

そういう数字だというふうに御理解いただけれ

ばと思います。

ちょっと関連で 今のヘリコプター○野辺委員 。

ですが、これは主たる任務というか、要請を受

けて出動するのか、それとも何ですかね、ヘリ

コプターでパトロールをやるというようなこと

もあるんですかね。主たる任務といったら何に

なるんですかね。

ヘリコプターの勤務につ○柄本生活安全部長

きましては、定期的なパトロールというのもご

ざいますし、それから、その警ら時間以外のと

きは警察無線を傍受しながら常時待機態勢を

とっております。これは各警察署だとかそれか

ら本部のほうから一たん出動要請があれば、事

件に応じて約10分で出動できる態勢を常時保持

しております。

、 、○野辺委員 防災緊急ヘリですかね あれとの

例えば人命救助等にも向かわれて、連携とりな

。がらやられるということも結構あるんですかね

人命救助、災害それから○柄本生活安全部長

海難と水難合わせてですが、山の事故もそうで

すけれども、この人命救助に関しては、防災ヘ

リと連携をとりながら行っております。防災ヘ

リの特徴、それから警察ヘリの特徴というのが

別個でございまして、警察ヘリの方が小型でご

ざいますので小回りがきくという部分もありま

して、お互いに連携をとりながらやっていると

ころであります。また、犯人の捜索とかああい

う捜査活動になりますと、警察のヘリだけで対

応するということになります。

どこの部に所属するんですかね、○野辺委員

このヘリコプターは。

警察本部の地域課に所属○柄本生活安全部長

しております。

関連で、警備艇については海上保○野辺委員
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安庁との関係もあると思うんですが、これは宮

崎の港に常駐しているんですよね。

、 、○柄本生活安全部長 はい おっしゃるとおり

警備艇「あおしま」というんですけれども、こ

れも警察本部の地域課に所属しておりまして、

宮崎港のほうに置いております。

例えば、密漁の摘発とか どう○野辺委員 ―

いう任務にこれはつかれるんですかね。ちょっ

、 。とよくわからないもんですから 警備艇の任務

警備艇につきましては、○柄本生活安全部長

、海上のそういう事件・事故に当然対応しますし

定期的なパトロールも行います。それから、夜

間におけるシラスの取り締まりにも従事すると

きもありますし、これも要請に応じて、通常の

警ら活動以外のときは事件・事故に対応する形

をとっております。ただ、船自体がそんなに大

きくないので、海上の状態によっては出られな

いときもございますけれども、そういう形での

活動を実施しているところであります。

湾外にも出られるわけですかね。○野辺委員

はい。もちろん日向灘の○柄本生活安全部長

ほうにどんどん出ていきますので……。

海上保安庁との関係というのはど○野辺委員

うなるわけですか。何海里とかそういうのがあ

るんですかね。警備艇はどのエリアまで行ける

とか、そういうのがあるんでしょうかね。特別

ないんですか。

海上保安庁とは、警備艇○柄本生活安全部長

との関係じゃなく、警察とのそういう活動の管

轄の部分がございまして、基本的に、海上の場

合は海上保安庁がそういう管轄権を持っており

ます。ただ、お互いに競合する部分が当然ある

わけでございまして、そこはまた海上保安庁と

警察のほうで協議してやっている部分もござい

ますので、これはちゃんと法律でその部分が定

められております。ですから、警察の警備艇が

特別出て行って海上保安庁を押しのけてどうす

るということはございませんし、その範囲内で

行っておりますので、特に問題ございません。

警察ヘリは、これ夜間飛べるんで○宮原委員

すかね。

。○柄本生活安全部長 警察ヘリは夜間飛びます

このヘリにつきましては、活動のあれなんです

けれども、昨年は12回、時間にして９時間59分

ほど飛行しております。ただ、夜間の活動事例

としては、サーチライトを利用して夜間にしか

できないシラスの取り締まりだとか、暴走族の

取り締まり等に昨年は従事しているというよう

なところでございます。

先ほどの防災ヘリとの関係もある○宮原委員

、 、んですが 防災ヘリは夜間飛べないんですよね

。 。あれは 夕方からもう飛べないんだそうですよ

だから、飛べないヘリを持っていてもしようが

、 、ないのかなと思うんだけど そういうときには

警察と連携とれば飛べるということでいいんで

すかね。

通常の毎月の警ら活動でも夜○山中地域課長

間警らを計画しております。大体月平均しまし

て２回ぐらい、１回の計画時間が２時間、夜間

飛ぶ警らを実施しております。通常、過去の実

績によりましても、先ほど部長が答えましたよ

、 、うに いろんなシラスの密漁取り締まりだとか

あるいは暴走族の取り締まり等にも出ておりま

すし、夜間に飛ぶことは私どもの活動の中とし

ては可能であります。

そういうことであれば、例えば、○宮原委員

漁船同士が衝突したとかそういった場合、赤外

線カメラとかそういったのが防災ヘリにはつい

てないようなんですけど、そういった機材まで

ついているんですかね。
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。○山中地域課長 赤外線カメラはございません

。○太田委員長 ほかにはありませんでしょうか

そのほかでいいですか。○宮原委員

先ほどの井上委員ほか皆さんからありました

が、交通安全施設整備事業で県内に2,700カ所ほ

ど信号機が今整備されているということである

んですが、大体耐用年数というのは、使える間

はずっと使うということなんでしょうけど、ど

のぐらいのものなんですか、一般的に。

耐用年数としましては、一応○柄本交通部長

これは大まかな基準でございますけれども、信

号機の場合が17年、実際はまだこれ以上、それ

から標識関係が７年から10年ぐらいですね。そ

、 。れから道路標示 これは２年ぐらいでどんどん

そしたら、先ほどからありますよ○宮原委員

うに、新規に40基ぐらいを整備するということ

のようなんですが、逆に、2,700カ所のうち17年

たっているのもかなりあると思いますが、更新

というのは、この中の予算に含まって40基とい

。 。うことなんでしょうかね 更新は別なんですか

509ページにございますけれど○柄本交通部長

も、１番の交通管制及び信号機改良等整備費で

すね。それから４番の円滑化対策事業、こうい

う中に新設とは別に予算が……。

予算が組んであるんですね。○宮原委員

はい。○柄本交通部長

いいですか。何基ということは多○宮原委員

分簡単には その年によって、年度でも違う―

、 、と思うんですけど 仮に50基ずつ更新をしても

多分2,700基だったら54年かかるという計算にな

るんですけど、100基更新せなならんような年も

来るというふうに思うんですが、そのときには

当然、予算は増額になってくるんですかね。

そのときの財政課との協議い○柄本交通部長

かんで、やっぱりことしも別枠で、この509ペー

ジの２の（３）ですね。安全で安心な交通環境

を実現するための信号機新設整備事業 これで11、

基ほど別枠で財政課と協議しまして予算が取れ

ております。

わかりました。○宮原委員

あと、507ページに警察施設費の霊安室等整備

事業というのが７番にあるんですが、ちょうど

日向署を見せていただいたときに、この霊安室

じゃなかったのですが、検視をする部分の部屋

、が新しくできましたということだったんですが

通常は何かシートで覆って検視をやっていたと

いう話なんですが、日向署は大変立派なのが今

回できていましたけど、県内のそういった整備

状況というのは、どんな状況なんでしょうか。

全部整備は終わっているんでしょうかね。

県内13カ所すべて、遺体安置○中原会計課長

所と申しておりますけど、そういう施設は整っ

ております。それから、保冷施設ですね、これ

もすべて整っております。

さっきのことにこだわるようであ○米良委員

、 。 、 、りますが 車庫証明関係ですよね 部長 私ね

今度車を買いかえるのに見積もりをしてもらっ

たんですよ。この前、たまたま福田議員から話

が出たもんですから、帰って見積書を見てみた

んですよ。ところが、県警本部長からありまし

たけれども、預かり法定費用で車庫証明手数料

が2,750円上がっています。おっしゃるとおりで

すよ。その上にね、新規検査登録手数料という

のが3,360円、この２つをひっくるめて預かり法

。 、定費用ということになってますわ というのは

どこかで預けるんでしょうね、預かり法定費用

になってますから。だから、6,110円ですかね、

そういうことですよ。

それからもう一つは、さっき言いましたよう

に、既にうちには車庫があって、３年か４年か
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たって、またこの車庫証明手続代行費用という

ので１万1,760円今度は払わないかんわけです

よ。これは恐らく車屋さんが取りに来て払うわ

けでしょうから、そこ辺のことが何かうやむや

になっているみたいな気がしてね、この前から

そういう気がしておるもんですから、改めて見

たところですが、そういうことになりますと、

当然、この車庫証明手数料とか預かり法定費用

というのは、本部長、あれでしょうか、2,750円

にこだわりますとね、協会に収入として上がる

わけでしょうかね、これは。どうでしょう。

この予算で上げています委託○柄本交通部長

料は、全くそれとは別でございます。だから、

委員が納められた金が、私どもが委託します宮

崎県自家用自動車協会ですね、ここには一銭も

行きません。その金からは……。

１億4,400万というその委託料とい○米良委員

うか、補助金はそっちのほうにも行ってるわけ

じゃないんですか。行ってないんですか。

もちろんそれは単価契約でご○柄本交通部長

ざいますので、現地調査１件につき幾ら、入力

１件につき幾らということで単価契約でやって

、 、おるんですが 車を買ったときに2,750円ですね

。これは収入証紙で県の一般財源に全部なります

今、米良委員がおっしゃった○橋本警務部長

その法定手数料でございますけれども、それぞ

れ全部法律で決まった手数料でございまして、

恐らく2,750円というのは車庫法に基づく手数

料、その次の新規検査登録手数料というのは道

路運送車両法に基づく手数料でして、2,750円は

県の歳入として入ってきます。ですから、今回

分厚い冊子がありますけれども、歳入の中に一

般歳入の冊子もございますけれども、その中に

は2,750円掛ける車庫手数料を払った人の歳入が

計上されているというものでございます。ちな

みに、その３千幾らのほうは、県費とは関係な

くて、これは国土交通省運輸支局の歳入として

入ってくるものでございます。という流れがま

ずございまして、じゃ、今回、やっている委託

費って何かというと、そういった車庫証明のい

ろんな登録事務もございますけれども、これを

警察官が個々にやると非常に膨大な人件費も作

業量もかかるので、だれかにお願いしましょう

という、データ整理ですね、それをお願いする

お金として１億何千万かほどを計上していて、

その警察が行うべき事務をかわりにやってくれ

る人が今、19年度は自家用自動車協会にやって

もらっておりますと、それには１億幾らのお金

を渡して県警としてお願いをして、事務の書類

整理等々を行ってくださいというものでござい

ます。

よく勉強させてもらいました。○米良委員

警務部長、１つだけちょっと教えてくださ

い。506ページですが、今回86名の皆さんが退職

をされるという予算が上がってますよね。この

人たちの平均勤続年数と、それから退職時にお

ける平均年齢がわかりましたら……。

86名と説明いたしましたが、○橋本警務部長

うち70名は定年退職でございますので、いわゆ

る満60歳をもってやめられる方でございます。

平均勤続年数は一概に言えませんが、18で入っ

た方は42年間ですね、22で入った方は38年間勤

めていると、こういう状況でございますので、

いずれにしても、その86名のうちの70名は定年

退職者であるということです。それ以外に、16

名ほど余分に計上しているのは、あくまでもこ

れは見込みでございまして 60を待たずに59 58、 、

でやめられる方もいれば、途中40代でやめられ

る方もいると そういった人の見込みをもとに16、

名算出しておりますので、一概にその人たちの
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平均勤続年数であるとか等々について申し上げ

るようなデータを持ち合わせていないというこ

とでございます。

なぜ聞いたかといいますと、限ら○米良委員

、 、れた警察官の皆さんで 非常に場所によっては

職種によっては、激務が伴っていくということ

から、当然、体調を崩されたり、そういう健康

管理ができないために早くやめざるを得ないと

、いう話も以前聞いたことがあったもんですから

あえてお伺いをさせていただきました。

それから、もう一つはですね、以前は、警察

官の増員ということが盛んに出て、警察庁にお

願いに行ったことが何回かありますが、最近、

そのような心配はないわけでしょうかね。警察

官の増員についての要請というか、希望という

か、そういうのは警務部長、最近ないわけです

か。

19年度は増員しておりません○橋本警務部長

が、その前さかのぼれば150名ほどの増員を行っ

てきたところでございます。やはり一つありま

すのは、150名の人間を増員したということで、

一回しっかりと増員した効果を検証してみよう

ということもありますし、一方で、これから少

子高齢化といいますか、だんだん採用すべき対

象となる人員が減ってくる中で、むやみやたら

に人をふやすと、かえって質の低下を招くとい

う一方の懸念もあるわけでございまして、そう

いったところのバランスも見ながら、実は、宮

崎県警のみならず、全国警察を含めて少し今後

の増員のあり方について検討をしていると、む

やみやたらにふやしてもしようがないという一

方の要請もございますので、そういったことの

バランスをとりながら考えているところでござ

います。

とりあえず、警察官の増員○相浦警察本部長

というのは、警察法の法体系の中に書き込まれ

ております関係で、なかなか県単独で物事を進

めにくい、そういう法律上の位置づけになって

おります。したがいまして、全国の治安状況を

見ながら、ある程度国で音頭をとる形で、こと

、しは例えば１年間で１万人ぐらい増員しようと

それを各県の治安状況を見ながら、各県の状況

を打ち合わせをしながら、どれぐらいの人数を

振り分けるかというような作業をしてきており

ます。今、警務部長が申し上げましたとおり、

ちょっとここのところ大がかりな増員は見合わ

せになっていまして、これは聞いておりますの

は、非常に国の財政事情も厳しい中、多くの公

務員組織がむしろ減員の中で、あえて、警察官

が治安対策として必要だということで特別に増

員をしていただいているという流れの中で、こ

このところずっと連続して増員をいただいてい

ました関係で、この若干年は、いただいた人た

ちを有効に活用していこうということをきっち

りやっていこうじゃないかというのがまず一つ

の流れでございます。これは警務部長が説明し

ました。

それともう一つ、警務部長が後半で説明しま

した問題は、これは実務的な問題なんですが、

大量退職を迎えます。そうしますと大量にまず

人員を、それだけで採用しなきゃなりません。

これに増員が加わりますと、さらに大量の警察

官を確保しなければいけないということになっ

ておりまして、我が県は、比較的警察官の採用

情勢はまだ他の県に比べると良好なんですけれ

ども、御案内のとおり、比較的いっときよりも

民間の 当県の場合はなかなか難しい問題も―

あるようでございますが、民間のほうの雇用情

勢が多少よくなってきているということもござ

いまして、いっときほど警察官に対する応募の
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状況もそれほど何といいますか、たくさんの方

、が応募していた時期に比べて少しずつ少しずつ

これはほかの職種との綱引きという部分もござ

います。そういうような情勢の中で、今はたく

さんやめられる先輩の分をきっちり一定の質を

維持しながらとるということを最大眼目として

実務的にもやっていかないと、ともかく人員だ

けふえても最終的には生きた人間として警察が

とりますので、しっかりした人をとっていきた

いという要素もございまして、最終的には、総

合的な判断の中で、当面はそういうことで今の

定員の枠の中でいい人をとって早く鍛えるとい

うこと、こういうスタンスで望んでおります。

定年退職をする人たちの数と、そ○米良委員

れから新しく任用せないかんという関係からお

聞きをしましたけれども、以前は、さっき言い

ましたように、来る年も来る年も増員、増員で

中央のほうに要請・要望活動に行ったことが何

回かありましたもんですからね、それとひっく

るめてお尋ねをしたところでありました。あり

がとうございました。

私のほうから３つほど質問いた○太田委員長

します。手当の関係の条例についてであります

が、今度、改定をして時間及び１日につきとい

う形で変えるわけですが、この手当の基準、こ

れは、これまでは例えば国の基準としてそうい

うふうに定められたものが変わって、こういう

ふうにしなさいというふうなものになっている

のか、もしくは、これまでの基準も宮崎県独自

でこういう金額で設定をしたものを、宮崎県警

としてこういうふうに判断をして変えるという

ふうになったのか、何らかのこれまで参考とな

る国の基準なりがあったのかどうか、ちょっと

確認したいと思います。

、○橋本警務部長 先ほど申し上げましたとおり

実は、特殊勤務手当というのは20数種類ござい

まして、これまでもほかの手当については、月

額から日額とか、時間額かという形で変更して

きたところでございます。航空手当の関係につ

きましては、確かに、ほかの県の様子を見なが

らどのタイミングでやるかというのを見ていた

ところでございますが、今般、九州各県の他の

県におきましても、同じように時間額化なり日

額化ということに踏み切っていくということに

なりますので、そのタイミングに合わせ、宮崎

県においてもやっていくということでございま

す。

なお、金額の設定等々につきましては、先ほ

ど申し上げたとおり、現在の支給額から余りに

、 、も多くならず 余りにも少なくならないように

作業実績などを勘案しながらこの金額を設定し

たところでございまして、この水準についても

他県と余り変わらない状況に現在のところ落ち

つかせた案を、提示させていただいているとい

うところでございます。

もう一回確認しますと、この額○太田委員長

は、国の基準とかいうのは、特別、示されたも

のはないんですね。標準の基準とかいうの

は……。

具体的な金額の設定は各県で○橋本警務部長

すが、ただ、いわゆる地方財政計画の中で一応

の水準みたいなものがございますので、それに

応じて各県の事情などを見ながら、最後の具体

的な数字は決まってくるということでございま

す。基準らしき、一応の水準と申したほうがい

いと思いますけれども、水準については、地方

、財政計画の中で示されたものを参考にしながら

金額は設定していくという流れでございます。

わかりました。あとは要望にし○太田委員長

ておきますが、いわゆる１カ月につきというも
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のから今度は時間に変わったということで、

じゃ、その人が時間として勤務する時間がどこ

からスタートするのか、そしてどこで終わるの

かということが自己申告とか、もしくはそれが

どうなるのかというのがあろうかと思います。

そこについては内規で、要綱なりで内部で決め

られることだろうと思いますけれども、その辺

があいまいとならないようにお願いをしたいと

いうことと、今後、こういうことで一つの効率

化といいますか、一つのこういう形が合理的で

望ましいんではないかという判断をされたんだ

ろうと思いますが、本当に、大変な業務でもあ

ろうと思いますし、事故があっても大変なこと

でありますので、ぜひ、安全面にも配慮した形

での配慮をお願いしたいというふうに思ってお

ります。よろしくお願いいたします。

これは確かに （聴取不能）ポ○橋本警務部長 、

イントになりますので、内規という形かどうか

は別として、しっかり決めていきたいと思って

います。基本的には、パイロットの場合には、

離陸許可を受けたときとか着陸、全部管制で交

信いたしますので、その時間というものは対外

的にも明らかになる時間となりますので、そう

いったことでしっかりと時間管理を、適正支給

という意味でございますけれども、やっていこ

うと思っております。また、安全の配慮につき

ましては、私も過去の職場で航空安全の問題を

やっていた関係上 非常に強い関心を持ってやっ、

ておりますので、そういった意味でも最大限の

配慮をして、万が一にも事故など起きないよう

にいろんな配慮をしていきたいと思っておりま

す。

議案については、大体よろしい○太田委員長

でしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、その他ということで○太田委員長

ありませんか。

昨年は 県警察 検挙率大変上がっ○野辺委員 、 、

たんですが、ちょっと私に関する問題ですが、

私は、宮崎県茶業協会長という立場もありまし

て、この前、代表質問でちょっと最後に触れさ

せてもらったんですが、その後また田野で３カ

所、そしてきのうですかね、串間でまた１カ所

発生しております。実は、今、稼動させている

んですが、例えば、２度とか３度に下がったと

きに、自動で電気が流れるようになっておるも

んですから、普通流れておったら、断線したと

きにスパークするはずなんですけど、稼動して

ないときは電気が流れてないもんですから きょ、

うも串間のほうで、串間警察署の方もおいでい

ただくと思うんですが、役所のほうで緊急に対

応の協議をやるという、非常に県内の茶業者に

とっては大変な問題であるわけですが、このこ

とについて、異動時期でもありますけれども、

何か特別な警戒といいますか、ぜひ取り組みを

お願いしたいと思うんですが、その辺いかがで

しょうか。

今、野辺委員からあったよう○鬼束刑事部長

に、最近、特に防霜のケーブルの盗難がふえて

おるということで、ちなみに、ことしになって

から１月、２月は４件で終わったんですけれど

も、３月に入って11件発生しまして、ことしに

なって合計15件発生したということで、今、野

辺委員が言われましたように、大変深刻な問題

になっております。実は、これは本県だけでな

くて 鹿児島県下でも発生しておりまして きょ、 、

うの１時から都城警察署にそれぞれの一課長が

集まりまして、総勢約30名ぐらいで検挙に向け

た対策会議を実施する予定にしております。何

、とかこれを早めに検挙したいということで両県
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それから熊本県でも発生しておるんですけれど

も、宮崎と熊本、どうしても多いということで

何とか早くこれを検挙していきたいと思って取

り組んでおります。以上でございます。

ぜひ、ひとつよろしくお願いして○野辺委員

おきます。

去る３月１日は県立高等学校の卒○米良委員

業式でした。残念ながら、県北の県立高等学校

で11名の卒業生があのような残念な交通事故を

起こしてしまいまして、私、地元だもんですか

ら、非常に残念でなりません。もちろん、毎年

卒業式には行きます。立派な卒業式でした。校

長もいいお話をしましたし、ＰＴＡ会長もこれ

から命を大事にしようと、親よりも先に死ぬな

という話までしたんですよ。何かそういうこと

を予期して言ったような非常にすばらしいごあ

いさつもありましたし、卒業式でした。県の教

育委員会にも先日の補正の委員会でいろいろお

話をいただきましたが、その後の警察の取り調

べといいますか、調査といいますか、どういう

ふうな状況になっておるか、当時の模様等わか

れば、ひとつお話をいただけますといいと思い

ますが……。

運転しておった少年と助手席○柄本交通部長

の少年、幸い２人とも２週間程度のけがという

ことで昨日退院いたしました。あとの９人は打

撲とか擦過傷とか、そういう軽症でございまし

たので、ここ一両日中から本格的な取り調べを

行うという状況でございます。

当日の状況でございますけど、新聞等では一

部大きく報道されましたので 大体概要はわかっ、

ておられると思いますけれども、一日に卒業式

がございまして、延岡で卒業祝いをしようとい

うことで、最初は12名、すべて中学校の同級生

ですけど集まりまして、軽に７人と５人で分乗

しまして延岡に行って、まずボーリングをみん

なでやったということですね。それからボーリ

ングをした後に 居酒屋で飲食ということになっ、

たわけですが、そのうち、１台はもちろん免許

も持っておるんですけど、そのまま自分は帰る

ということで居酒屋まで送って、居酒屋からそ

の少年は自分の車を運転してそのまま門川に

帰ったと、ですから、車が１台残りまして人数

的には11人ということになったわけでございま

す。

大体、午前零時ぐらいから午前３時ぐらいま

で居酒屋におったようでございますけれども、

全員アルコールを飲んでおるわけですが、事故

が３時57分ですので、門川へ向け、後ろの座席

を倒しまして、ボンゴ型ですけど ワンボッ―

クスカーですけど、ここにすし詰め状態で、後

ろに９人、前に２人という状況、どうも重量が

非常に重くなったものですから、左後輪がその

重量に耐えられずにパンクしたようでございま

して、そして、ハンドルをとられ出したという

ことで、対向してきた大型に衝突したと、その

大型トラックの運転手が早めに気づいてくれま

して、これは危ないということで左に回避措置

をとったもんですから、ほとんど大型はとまる

寸前で衝突と、これがもし大型トラックの運転

手がそういう回避措置をとってなければ、大惨

事になっておったような事故でございました。

それで、一応、これからの捜査でございます

けど、飲酒運転、きのう退院した少年はもちろ

んアルコールを検出しております。ですから、

飲酒運転ですとか、昨年から新しくできました

同乗罪ですね、飲酒運転の車に同乗した、それ

から助手席に乗っておった少年が車を提供して

、 、おりますので 車両提供罪というようなことで

これから本格的な捜査をやるということでござ
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います。以上でございます。

教育委員会ともいろいろお話をさ○米良委員

せてもらいましたが、18歳で将来のある子供た

ちですから、これはやってしまったこと、起き

、てしまったことは仕方がないわけですけれども

これからはどうなるであろうかという話を

ちょっとさせてもらいましたけど、恐らく就職

が決まっておったであろう生徒については、こ

れからの就職も無理じゃないだろうかとか、そ

れから、場合によっては卒業証書も剥奪される

、 、 、ような そういう話もありましたけれども 今

部長おっしゃいますように、飲酒というのがも

うはっきりしましたから、酒気帯びというのが

はっきりしましたから、18歳でありましても逮

捕というのが来るのかですよね、これからそう

いうことについては、どのような動きになって

いくのか、そこ、ちょっと参考のためのに。

逮捕の必要性が出てくればで○柄本交通部長

すね、例えば退院後にどっか逃げたとか、ある

いは当時乗っておった仲間といろんな証拠隠滅

を図るとか、そういった逮捕の必要性が出てく

ればまた強制捜査も考えないかんと思いますけ

ど、今の段階では、いわゆる任意捜査といいま

すか、それで捜査を進めていきたいというふう

に思っております。

できましたらば、将来のある子供○米良委員

たちですから、そうあってほしいなということ

をいつも思っておるわけでありますが、いろい

ろ御迷惑かけましたけれども、いろいろありが

とうございました。

お酒を提供した居酒屋に対しては○井上委員

どんな処分を……。

確かにいわゆる酒類提供とい○柄本交通部長

うことも視野に入れまして、それから未成年者

という認識があったかどうかということもまた

一緒に視野に入れながら捜査をするという状況

でございます。

やっぱり提供する側も、これほど○井上委員

交通の問題については厳しく、そして提供した

側にもそういう処罰はありますよというふうに

なっているわけだから、見るからに高校卒業し

たばっかりみたいな感じはわかると思うんです

よね。だから、最近はそれこそタクシー代を提

供してまでというところもあるわけですから、

改めて、卒業後のそういうときの飲食は、明ら

かに年齢が見た目にも若いとわかれば、そこ辺

はきちんと対応できるように飲食業組合のほう

にもちゃんと通達をもう一回出すなり、指示を

するなり、それはぜひやってほしいですよね。

もちろん、本人たちの自覚が足りないというこ

とはもうそれは明らかなんですよ。明らかでそ

こはよくわかるんですけど、やっぱり提供する

側もそういう意味で言う、そういう粗雑な対応

というのは私は考えるべきではないのかなと

思って 深夜で、そして朝３時まで飲ませて―

いるわけだからですね。少なからず、話してい

る内容、わかると思うんですけどね。ここは本

当にちょっと信じられない感じがするんですけ

どね。

委員、御指摘のとおりでござ○柄本交通部長

いますけど、この法改正があったときに、飲食

業組合ですとか、いろんなチラシ・ポスターを

配布したり、酒類提供は罰せられるということ

で相当広報もいたしておりますけれども、中に

は、まだそういった認識の低い飲食店があるこ

とも事実でございますので、またさらに、委員

御指摘のとおり、そういった飲食業組合等を通

じまして 再度また そういった広報啓発をやっ、 、

ていきたいと思います。

また、延岡署のほうで今、捜査しております
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けど、もう既にそういった居酒屋のほうからも

事情は聞いておるとは思うんですが、まだその

結果を私、聞いておりませんので、またその状

況を踏まえながら、酒類提供が立件できれば立

件するという方向で捜査を進めてまいりたいと

思っております。

青少年の育成というのは、いろん○井上委員

、 、な方がかかわって いろんな人たちが見守ると

地域が見守るということがすごく大事だと思う

んですね。それで、お金さえもうかればという

拝金主義に陥れば、青少年の育成というのはこ

、 。れはないんですね 少女ポルノも含めてですね

けさはラジオなんかそのことをすごく取り上げ

ておりましたが、そういう問題も含めてあり得

ないんですよ、そういう取り締まりなんていう

のは。すべて本人の瑕疵というふうに言われれ

ばですね。ですから、やっぱり今回のようなこ

とを含めて、毎年３月になるといろんなことが

起こるわけですけれども、そういうことを含め

れば地域の者でそういう仕事をする者にとって

の社会人としての責任という形からすれば、私

は、一回その居酒屋の方たちの意見というのは

聞かせていただきたいぐらいありますがね。き

ちっとそこは警察のほうも捜査をというか、そ

こについてはやっぱり一言何かメスが入るとい

うことは必要なんではないかなと思うんですけ

どね。

井上委員がおっしゃるとお○相浦警察本部長

。 。りだと思います 全く同じ認識を持っています

今回、人数も11人で、しかも数時間やっていま

すので、委員がおっしゃるとおり、その雰囲気

だとか、場の会話とかを見ていれば、何か最近

高校を卒業した連中かなぐらいのことはわかっ

たんじゃないかというのはあります。

ただ、道路交通法とかの関連でいきますと、

この連中がその後、車に乗ったかどうかという

ところは、今回、よく事実関係を見きわめない

と、お店側が、車を持って、帰りに車に乗りそ

うだということをどの程度知ったかと、これは

よく捜査してみないといけないと思います。た

だ、その前段階のところの、そもそも未成年に

そうやって、そういう深夜時間帯に大量のお酒

を飲ませるというのは、このこと自体既に法律

違反でございますので、そのことも踏まえて、

関連する部門が交通部門と生活安全部門にまた

がりますけれども、ちょっと今回の事態をよく

見定めた上で、おっしゃったような視点から何

か対策を検討してみたいと思っております。

よろしいでしょうか。ほかには○太田委員長

ありませんか。

ちょっと訂正がございます。○柄本交通部長

、 、 、信号機の数 私 約2,700と申し上げましたけど

ちょっと勘違いしておりました。本年１月末

で2,170基でございました。今年度末で2,183基

になります。おわびして訂正申し上げます。済

みません。

わかりました ほかにありませ○太田委員長 。

んでしょうか。いいでしょうか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、以上をもって警察本○太田委員長

部を終了いたしますが、本年度をもって、この

常任委員会が最後の方もいらっしゃると思いま

すけれども、今後とも、体に留意され、そして

また県勢発展のために御助言をいただければと

思っております。どうぞよろしくお願いいたし

ます。

以上をもって終了いたします。執行部の皆様

には御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午後０時15分休憩
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午後１時14分再開

委員会を再開いたします。○太田委員長

当委員会に付託されました当初予算関連の議

案の説明を求めます。

なお、委員の質疑は、執行部の説明がすべて

終了した後にお願いをしたいと思います。

説明に入ります前に、一言お○日髙企業局長

礼を申し上げたいと思います。

先日２月16日でございますが、美郷町の南郷

区におきまして、緑のダム造成事業実施記念植

樹祭を開催させていただいたところでございま

すが、当委員会から代表して太田委員長、また

地元から米良委員に御出席を賜りましてまこと

にありがとうございました。

お手元の文教警察企業常任委員会資料という

のがございますが、この最後の裏のページに写

真をつけておりますが、当日は、地域の小学生

や団体など約140名の方々にも参加いただきまし

て0.5ヘクタールの山林に山桜、モミジといった

ものなどを合計約600本植栽したところでござい

ます。当日は、大変寒い日でございましたけれ

ども、早朝から大変ありがとうございました。

それでは、企業局の説明をさせていただきた

いと思います。本日は、提出議案関係が３件ご

ざいます。ただいまの文教警察企業常任委員会

資料の目次をお開きいただきたいと思います。

今回、提出をいたしております議案は、議案

第15号「平成20年度宮崎県公営企業会計（電気

事業）予算 、議案第16号「平成20年度宮崎県公」

営企業会計（工業用水道事業）予算 、議案第17」

号「平成20年度宮崎県公営企業会計（地域振興

事業）予算」の３件でございます。各議案の詳

細につきましては、後ほど総務課長のほうから

説明をさせていただきたいと思いますが、私の

ほうからは、企業局３事業の平成19年度の経営

、 、状況 20年度の当初予算編成の基本的な考え方

議案の概要等につきまして御説明をさせていた

だきたいと思います。

資料にはございませんけれども、まず、企業

局３事業の今年度の経営状況でございます。

基幹事業でございます電気事業につきまして

、 、 、は 今年度は例年に比べて雨量が少なく また

昨年８月に台風５号による上祝子発電所の浸水

被害等もございまして、供給電力量は目標を下

回っている状況となっております。なお、上祝

子発電所につきましては、復旧工事が終わりま

して、今月の19日から営業運転を再開するとい

うことにいたしております。

工業用水道事業につきましては、年間目標の

給水量を達成できる見込みでございます。

また、地域振興事業につきましては、一ツ瀬

のゴルフ場でございますが、７月の台風被害で

１週間程度営業できない期間がございましたけ

れども、指定管理者の誘客対策などによりまし

て、目標の利用者数を達成できる見込みでござ

います。

このように災害等による影響はございました

が、経営のほうは３事業ともおおむね順調に推

移しているのではないかというふうに思ってお

ります。

次に、平成20年度の当初予算編成の基本的な

考え方でございますが、このような状況も踏ま

えつつ、企業局経営ビジョンに基づきまして、

経費の節減、効率的・計画的な設備投資、地域

貢献の充実等を着実に推進し、健全な企業経営

の維持を図ることを基本といたしまして、当初

予算を編成したところでございます。特に後で

説明いたしますが、工業用水道事業につきまし

ては、18年度の決算で累積欠損金が解消できま
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したことから、未達水量料金につきまして料金

の引き下げを行ったところでございます。１立

方メートル当たり現在６円でございますが、こ

れを４円50銭に引き下げを行ったところでござ

います。

それでは、議案の概要について御説明をさせ

ていただきます。ただいまの資料の１ページで

ございますが、平成20年度公営企業会計当初予

算（案）の概要についてでございます。なお、

前年度対比で説明をさせていただきますが、19

年度におきましては、肉付け後の６月補正後で

対比をさせていただきます。

１の当初予算額の（１）の電気事業でござい

ます。まず、上段の収益的収入及び支出であり

ますが、20年度当初予算の欄でございますけれ

ども、事業収益が51億2,920万8,000円で、事業

費が47億4,747万9,000円でございます。その結

果、差し引きいたしまして収支残が３億8,172

万9,000円ということになりまして、右端の増減

の欄のところでございますが、前年度に比べま

して8,342万5,000円減少いたしております。こ

れは、料金改定による電力料収入の減等による

ものでございます。

それから、資本的収入及び支出でございます

が、資本的収入が３億4,045万6,000円、資本的

支出が20億5,350万4,000円でございまして、そ

の結果、収支残が17億1,304万8,000円の不足と

なりまして、前年度に比べて不足額がマイナス

２億2,454万3,000円というふうになっておりま

して、２億4,000万円ほど増加したということに

なっております。これは、発電所の改良工事の

増によるものでございます。

それから （２）の工業用水道事業でございま、

、 、 、すが まず 収益的収入及び支出でありますが

事業収益が３億5,078万3,000円、事業費が３

億504万1,000円でございます。この結果、収支

残が4,574万2,000円となりまして、前年度に比

べて1,353万7,000円増加をいたしております。

、 、それから 資本的収入及び支出でありますが

資本的収入はございません。資本的支出が１

億8,185万2,000円で 収支残が１億8,185万2,000、

円の不足となりまして、前年度に比べまして不

足額がマイナス5,582万6,000円というふうに増

加いたしております。これは、配水池の耐震補

強に係ります改良工事の増によるものでござい

ます。

（ ） 。それから ３ の地域振興事業でございます

まず、収益的収入及び支出でありますが、事業

収益が2,861万8,000円で 事業費が2,764万2,000、

円、差し引きいたしまして収支残が97万6,000円

ということになりまして、前年度に比べて16

万6,000円増加をいたしております。

資本的収入及び支出でありますが、資本的収

入はございませんで、資本的支出が550万円、収

支残が550万円の不足ということになりまして、

前年度に比べて846万8,000円不足額が減少いた

しております。これは借入金の償還を猶予した

ことによるものでございます。

次に、資料の２ページをごらんいただきたい

と思います。２の主要事業の概要でございます

が、まず （１）の緑のダム造成事業でございま、

す。この事業は、企業局の発電に関係するダム

上流域の未植栽地等を買収いたしまして、水源

涵養機能の高い森林として整備をすることに

よって、山林の保水力を高め、安定的な電力の

供給に資することを目的といたしております。

これは、平成18年度から始めたものでございま

して、20年度で３年目ということになります。

予算額はこれまで植栽いたしました場所の下刈

り経費を含めまして8,500万円を計上いたしてお
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ります。

それから （２）企業局地域振興貸付金でござ、

います。これは電気事業会計から一般会計の森

林整備事業の財源として、一般会計に低利で貸

し付けるものでございます。これも18年度から

始めたものでございまして、予算額が３億円、

平成18年度から21年度までの４年間で毎年３億

円を貸し付け、総額12億円を貸し付ける予定に

いたしております。

それから （３）の企業局「新みやざき創造」、

支援事業貸付金でございます。これは昨年の６

月に補正をいたしました昨年度の新規事業でご

ざいまして 「新みやざき創造計画」に基づきま、

す施策の推進を支援いたしますために、企業局

の業務に関係の深い事業に対して、一般会計へ

低利で貸し付けるものでございます。具体的に

は、災害時安心基金設置事業の財源といたしま

して１億円、環境関連事業の財源といたしまし

て２億円 計３億円を計上いたしております 19、 。

年度から22年度までの４年間で総額11億円を予

定いたしております。

（４）の一ツ瀬川及び小丸川上流域森林保全

機構負担金1,500万円でございますが、これは同

機構への負担金でございます。

それから（５）のその他の①の建設改良費と

いうことで書いてございますが、これは各事業

会計の改良事業の合計を記載しておりまして、

全体で７億4,785万円を計上いたしております。

②の企業債償還金でございますが、電気事業と

工業用水道事業 これの合計で６億8,523万2,000、

円を計上いたしております。

それから （６）ということで、知事部局等へ、

の経費支出額を取りまとめておりますが、右端

の20年度当初予算のところでございますけれど

も、先ほど申し上げました貸付金だとか負担金

のほかに、中ほどにございますが、多目的ダム

の管理費用など、20年度は小計の欄のところで

ございますけれども、12億1,939万円を知事部局

に支出することにいたしております。また、そ

の下の市町村への交付金２億3,966万9,000円、

あるいは地方消費税 これを含めますと合計で14、

。億8,931万6,000円の支出ということになります

最後になりますが、ここに書いてございませ

、 。んけど 電力料金の改定についてでございます

電力料金につきましては、九州電力との契約で

２年に１回九州電力との料金交渉を行いまして

決定することになっておるわけでございます

が 19年度はその年に当たりまして 平成20・21、 、

年度の契約料金について交渉を行ったところで

ございます。その結果、さきの３月４日に決着

をいたしまして、前回は18・19年度であったわ

けでございますが、これに対して4.5％の減、金

額にいたしまして２億2,000万円の減ということ

で、前回の交渉のときと同率の引き下げという

ことになったところでございます。以上で説明

を終わらせていただきますが、企業局といたし

ましては、今後とも経営の効率化と経費の節減

に努めまして、健全経営の推進と地域貢献の充

実を目標に、県民福祉の向上に努めてまいりた

いと考えております。

私のほうからは以上でございますが、詳細に

つきましては、総務課長のほうから説明をさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。

それでは、平成20年度当初予○岡田総務課長

算（案）について御説明いたします。

３ページをごらんください 初めに 議案第15。 、

号「電気事業会計」であります。

１の業務の予定量でありますが、これは企業

局が所有する12発電所の目標電力量でありま

す。20年度の年間供給電力量は５億1,263万キロ
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ワットアワーとし、前年度に比べ1,091万8,000

。キロワットアワー少ない予定量としております

次に、２の収益的収入及び支出であります。

事業収益は51億2,920万8,000円で、そのうち営

業収益の電力料収入は46億4,365万8,000円であ

。 、ります 20・21年度の契約料金につきましては

ただいま局長から御説明がありましたとお

り、18・19年度に対しまして4.5％、２億2,240

万3,000円の減となったところでございます。予

、算編成時には契約料金の交渉中でもありまして

この時点では電力料収入を18・19年度に対して

改定率6.0％、金額にして２億9,640万4,000円の

減と見込んだ額で算定しております。

次に、財務収益は２億8,613万5,000円で、九

州電力などの株式配当金、資金運用による受取

利息であります。定期預金の運用利率の上昇に

よりまして、前年度に比べ1,622万2,000円増加

しております。

次に、営業外収益は5,409万9,000円で電気復

元株式の配当金などであります。前年度に比べ

。まして865万8,000円の増加を見込んでおります

次に、特別利益は１億円で、今年度の台風５

号による上祝子発電所浸水被害等に伴う機械損

害共済金を見込んでおります。

次に、事業費は47億4,747万9,000円でありま

す。まず、営業費用は41億6,577万3,000円で、

主な費用は職員給与費が10億6,490万7,000円、

減価償却費が14億2,119万6,000円、修繕費が６

億5,337万1,000円などであります。修繕費は、

綾第二発電所２号水車発電機精密点検等を予定

しております 共有設備費分担額２億614万5,000。

円は、県土整備部が行っております多目的ダム

の管理に要する人件費等の経費のうち、企業局

の負担分を計上しております。その他経費

が4,904万3,000円減少しておりますのは、市町

村交付金や委託費の減少のためであります。

次に、財務費用は３億1,176万9,000円で、企

業債の支払利息などであります。

次に、営業外費用は２億1,993万7,000円で、

消費税やその他に計上しております電気復元株

式配当金の開発事業特別資金特別会計への繰出

金などであります。

この結果、表の一番下にありますように、収

支残は３億8,172万9,000円で、前年度に比べ

て8,342万5,000円の減少となります。

次に、４ページをお開きください。３の資本

的収入及び支出であります。資本的収入は３

億4,045万6,000円であります。このうち、貸付

金返還金は一般会計に貸し付けている資金の返

還金３億円などであります。

次に、資本的支出は20億5,350万4,000円であり

ます。建設改良費６億7,094万7,000円は電気事

業施設の改良工事等に要する費用であります。

前年度に比べ9,466万9,000円の増となっており

ますのは、立花発電所水車発電機改良工事など

工事費の増によるものであります。次に、企業

債償還金６億7,337万9,000円は企業債の元金を

償還するもので、次の貸付金６億円は、一般会

計に対し企業局地域振興貸付金及び企業局「新

みやざき創造」支援事業貸付金として、それぞ

れ３億円を貸し付けるものであります。次に、

出資金916万円は、ことしの10月に設立されます

地方公営企業等金融機構への出資金のうちの企

業局負担分であります。電気事業会計と工業用

水道事業会計でそれぞれ負担することとしてお

ります。次に、予備費は１億円を計上しており

ます。前年度に比べて7,000万円増加しておりま

すが、これは今年度発生しました局地的な台風

災害等を参考に、今後、このような災害が発生

する可能性が予想されますので、より迅速に災
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害復旧に対応するため、増額するものでありま

す。

この結果、表の一番下の収支残にありますよ

うに、17億1,304万8,000円の資金不足となりま

すが、これにつきましては、表の欄外にありま

すように、過年度分損益勘定留保資金等を財源

として補てんする予定であります。

、 。次に 右の５ページの４の継続費であります

単一の工事で工期が１年を超えることが明らか

なものにつきましては、継続費を設定しており

ます。科目ですが （１）の営業費用と（２）の、

建設改良費の両方に計上しております。これは

改良工事に伴いまして、固定資産除却費が発生

。 、いたします この除却費が営業費用であるため

分けて記載しております。

まず、綾第二発電所１・２号主要変圧器取り

かえ工事につきましては、平成20年・21年度の

２カ年で（１）の営業費用が計の欄でございま

、 、 （ ）すが 1,991万7,000円 それからその下の ２

のほうの建設改良費が計の欄ですが、２億4,894

万7,000円の継続費をそれぞれ設定することとし

ております。

それから、次の綾第二発電所屋外遮断器取り

、 （ ）かえ工事につきましては やはり２カ年で １

、 、のほうでございますが 計の欄で257万4,000円

（２）の建設改良費の計の欄で6,228万7,000円

の継続費を設定することとしております。

それから、立花発電所水車発電機改良工事に

つきましては、同じく２カ年で上の（１）の営

業費用が計の欄で1,972万7,000円 （２）の建設、

改良費が計の欄で３億8,924万8,000円の継続費

をそれぞれ設定することとしております。

６ページをお開きください。議案第16号「工

業用水道事業会計」であります。まず、１の業

務の予定量でありますが、給水事業所は13社で

。 、前年度に比べ１社多く予定しております また

、年間総給水量は4,548万5,570立方メートルとし

前年度に比べ12万4,618立方メートル少ない予定

量としております。

次に、２の収益的収入及び支出についてであ

ります。事業収益は３億5,078万3,000円で、そ

のうち営業収益の給水収益は３億3,579万円であ

ります。給水収益が前年度に比べ1,940万4,000

円減少しておりますのは、先ほど局長が御説明

しましたように、未達水量料金の引き下げ等に

よるものであります 営業外収益は1,302万4,000。

円で受け取り利息であります。運用利率の上昇

により、前年度に比べ412万8,000円増加してお

ります。

、 。次に 事業費は３億504万1,000円であります

そのうち、営業費用は２億7,515万9,000円で、

主な費用は職員給与費が6,586万7,000円、減価

償却費が8,382万4,000円 委託費が2,526万2,000、

円、修繕費が4,707万1,000円などとなっており

ます。修繕費が1,744万6,000円減少しておりま

すのは、19年度に行った主要変圧器等塗装工事

の減などによるためであります。

次に、営業外費用は1,488万2,000円で、企業

債の支払利息と消費税などであります。

以上の結果、表の一番下にありますように、

収支残は4,574万2,000円となり、前年度に比

べ1,353万7,000円の増加となります。

次に、右の７ページの３の資本的収入及び支

出でありますが、資本的収入はございません。

資本的支出は１億8,185万2,000円を計上してお

ります。建設改良費は7,540万3,000円で、前年

度に比べて5,560万5,000円増加しております。

これは、配水池耐震補強工事など、改良工事の

増によるものであります。次に、借入金償還

金8,445万6,000円は、一般会計及び電気事業会
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計への借入金元金償還であります。

この結果、表の一番下の収支残にありますよ

うに、１億8,185万2,000円の資金不足となりま

すが、これにつきましては、表の欄外にありま

すように、過年度分損益勘定留保資金等を財源

として補てんする予定であります。

次に、４の工業用水道料金の改定についてで

あります。局長が先ほど御説明しましたが、未

達水量料金を１立方メートル当たり１円50銭引

き下げ、現行の６円から４円50銭にすることと

したものであります。

、 、それからまた その下の表にありますように

料金改定による給水事業所からの料金収入は、

例えば これは３月現在ですが 現在の事業所13、 、

社で比較しますと、改定後は年間で２億9,213

万4,000円となり、現行の３億3,813万円と比べ

まして4,599万6,000円の減収となります。

給水事業所に対しましては、今回の料金改定

によりまして、同額4,599万6,000円が還元でき

るものと考えております。

なお、その表の下に米印で記載しております

が、平成20年度は日向市の水道取水口工事のた

め 平成20年10月から21年２月までの５カ月間13、

社以外に日向市の水道水に暫定的に供給するこ

ととしております。この給水収益によりまし

て、20年度の給水収益は料金改定の影響が抑え

られ、前年度に比べ1,940万4,000円の減となっ

たところでございます。

８ページをお開きください。議案17号「地域

振興事業会計」であります。まず、１の業務の

予定量でありますが、ゴルフコースの年間施設

利用者数は３万7,000人を予定しており、前年度

と同数としております。

次に、２の収益的収入及び支出についてであ

。 。ります 事業収益は2,861万8,000円であります

そのうち、営業収益の施設利用料は2,625万円を

見込んでおります。営業外収益は153万1,000円

で受取利息であります。

次に、事業費は2,764万2,000円であります。

そのうち、営業費用が2,226万4,000円で、内訳

としては職員給与費が92万2,000円、減価償却費

が845万4,000円、修繕費が850万円などでありま

す。

次に、営業外費用は137万8,000円で、支払利

息と消費税などであります。

以上の結果、表の一番下にありますように収

支残は97万6,000円となり、前年度に比べて16

万6,000円の増加となります。

次に、右の９ページをごらんください。３の

資本的収入及び支出についてでありますが、資

本的収入はございません。資本的支出は550万円

を計上しております。この内訳は建設改良費

が150万円などであります。また、借入金償還金

につきましては、平成２年度にオープンしたゴ

ルフ場の建物改修や設備・備品等の更新の今後

の資金需要に備えるため、電気事業会計への借

入金の償還を猶予することとしたところでござ

います。

以上の結果、表の一番下の収支残にあります

ように550万円の資金不足となりますが、これに

つきましては、表の欄外にありますように、過

年度分損益勘定留保資金等を財源として補てん

する予定であります。説明は以上であります。

執行部の説明が終了いたしまし○太田委員長

た。

まず、議案についての質疑を受けたいと思い

ます。質疑をされる方は、ページ数などを指定

してされるよう、よろしくお願いいたします。

先ほど説明をいただきました九州○西村委員

電力との２年に１度の料金改定で4.5％減という
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のは、１キロワット当たりというか、単位に直

しますと、幾らが幾らになったのか、それとま

た、こっちが減額した理由というものをお聞か

せ願いたいと思います。

まず、１キロワットアワー○本田経営企画監

当たりの単価でございますけれども、19年度ま

では８円99銭でございました。今回の料金改定

によりまして８円76銭、23銭減ということにな

りました。額は総額で先ほど申しました２

億2,000万減ったところでございます。

総額で申し上げますと、前回○岡田総務課長

が47億482万1,000円でございましたのが、消費

税抜きでございますが、20・21年度が44億9,300

万9,000円でございます。以上でございます。

交渉の中で減額をした理由という○西村委員

ものは、明確な理由はありますか。

交渉といいますのは、20年○本田経営企画監

と21年のそれぞれかかる費用をまず決めるとい

うことで、その費用に合う金額が、逆に言いま

すと料金になるということになります。電気料

金は、総括原価とそれを申しまして、将来を見

ますと、我々も今、電気料金といいますのは、

電力の自由化が進められている中で、全国的に

電気事業者は電気料金は下げております。我々

も電気事業者ということで、安い電気料金を供

給するということを使命としておりまして、経

費の削減に努力しております。その中で、将来

の費用も結果的に２年前と比べますと大分削減

しておりまして、その費用に見合う金額が全体

的に２億2,000万減ということになりました。そ

の中の交渉としては、いろいろ費用が、それぞ

れ我々の要求する費用と、電力会社がそれを確

認するということになるんですけれども、例え

ば、一つの工事にしましても、それが企業局、

我々がこれだけかかるよと申しましても、もう

少し安いんじゃないかとか、そういう厳しい交

渉がある中で20年、21年も今年度と同じような

収入、利益は確保できるというふうになったわ

けでございます。

ちょっと補足いたします。具○岡田総務課長

体的な中身でございますが、１つは、18年度大

きな組織改正がございまして、職員数12名減と

いう人件費の減少が今回の減少に大きく影響し

ております。それから、減価償却費の減少、そ

れから市町村交付金も固定資産が減少してきま

すので減っております。支払利息の減少、そう

いったものが影響して、今回減少したものでご

ざいます。

企業局側の努力は理解もできます○西村委員

し、非常に努力されているんだなと思うんです

が、結局、一般県民に回ってくるときには、い

わゆる九電を経由して一般家庭もしくは県民に

還元されるんですが、そこの部分が、仮に安く

なれば、企業局の努力というのも報われるかな

と思うんですが、九電に売っている時点で県が

幾ら努力をして安くしても、それが県民に反映

されているかどうかというのは非常にわかりに

くいと思うんですが そこら辺はどうなんでしょ、

うか。

電力の自由化が本格的に平○本田経営企画監

、成12年から始まっておるわけなんですけれども

九州電力も平成13年に、将来我々に電気を売る

、金額を10％以上は下げるという宣言をしまして

現在 実質的に13.7％ぐらい３回の値下げを行っ、

ております。我々の公営電気の料金も、平成13

年から比べますと約15％ぐらい、今回の料金改

定もありまして、実質的には15％ぐらい下がっ

て、同じぐらい下がっております。結局、電力

会社も我々とかほかのところからも電気をトー

タル的に買いまして、我々の電力料金も下げる
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ということで、我々の電力料金も、一般県民に

も買う電力料金として下げていく効果になって

いると考えております。

いつかは県民にも利益が還元され○西村委員

るということなんですが、やはり間に入ってい

るのが九州電力という民間企業でありまして、

それは民間企業としては、なるべく公営企業か

ら安く買いたたくという表現は適切じゃないか

もしれませんけれども、なるべく安く買ったほ

うがいい。一部のいろいろな専門的な話を聞く

と、非常にそれで電力会社がもうかっているん

じゃないかと、だから、県民の施設を使って電

気を起こして売るんであれば 逆に もうちょっ、 、

と企業局側も交渉の立場で、なるべく県民に対

して少しでも高く電気を買ってもらう、逆の努

力というか、もう少し必要じゃないかなと思う

んですね。それによった益金で企業局が独自に

いろんな事業をやることもできますし、また、

その益金によって直接企業局の経営体質も強く

なるんじゃないかなと思うんですが、それはい

かがでしょうか。

料金交渉でございますけれど○日髙企業局長

も、決着に至るまで３回か４回ぐらい交渉をし

ているところでございます。基本的には、総括

、 、原価主義ということで 実際にかかった費用と

それに適正な原価を加えた料金で設定するとい

うような方法になっております。ただ、当然必

要な経営努力というものはこちらもしていない

と、これだけかかりましたから全部くださいよ

というわけにはいきませんので、そういう経営

努力は当然こちらはするわけでございます。そ

ういう状況の中でいろいろと最終的な結論から

申し上げますと、九州電力も我々の意向という

ものを大分くみ上げていただいているなという

感じではございます。私どもは公営企業でござ

いますから、当然、料金交渉に当たっては、で

きるだけ高い金額で買ってもらったほうがいい

わけでございます。そういった考え方で臨んで

おりまして、買いたたかれるというような状況

ではないような感じがいたします。双方の主張

を十分主張いたしまして、そして適正なところ

で決着しているのかなというふうに思っており

ます。

県行政の中では唯一自分で稼いで○福田委員

自活をされている組織でありまして、毎年立派

な決算をされていることに敬意を表する次第で

ありますが、このエネルギー関連については、

特に電気料金ですが、エネルギー源をどこに求

めるかによってかなりコストが変わってきます

ね。まず、比較的に単価が安いと言われていま

すが、環境問題から心配な原子力、それから、

石油、石炭、そして水力と来るわけですが、水

、力は環境に非常に優しい発電の方式なんですが

残念ながら、ウエートとしては小さいわけです

ね。今、いろんなエネルギーの発電の関係で引

き下げがずっとなされてきましたが、将来、石

炭とかあるいは石油・原油ですね、価格が高騰

していますね。当然、電力会社の発電コストが

上がってきますね。その場合のいわゆる今度は

逆にそういうエネルギー源の高騰による発電コ

ストの上昇分については、水力は天然ですから

問題ないんですが、値上げになったときには、

逆に値上げの交渉ができるものかどうか、その

辺をちょっと聞いておきたいんですが。

水力の交渉がほかの電源と○本田経営企画監

連動するかということは、総括原価ですから水

力は水力の値段ということになるわけなんです

けれども、全体的に見ていきますと、我が国の

電源は大体６割ぐらいが火力なんですね。石炭

火力、石油火力に頼っていると、原子力が大体
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３割と、水力が10％を切るぐらいだということ

になっておりますので、どうしても全体から見

ると、先ほど申しました電力会社、九電も18年

の４月に最後に料金を下げたということで、そ

れ以上は御案内のとおり、原油も相当上がって

きたということで、上がらないわけなんですけ

れども、もともと九州では原子力は４割ぐらい

使っております。原子力の単価が今、７円台ぐ

らいだと言われております。火力が10円を超し

ていると、我々の水力が今、８円台でございま

、 、すけれども 全体の金額の中で全体が上がれば

そういう価値が上がるかなと思います。

それともう一つは、水力とか原子力はCO を出2

さないということで、今、国でもCO を出さない2

電源をもう少し価値を上げようという考えも検

討されているところでございます。

今の電力料金については、極めて○福田委員

リーズナブルな料金で買い上げてもらっている

と、こういうふうに７円、10円、８円から見た

場合は解釈していいわけですね。

そこでですが、私も長く企業局の数字を見て

まいりましたが、余り大きな変化がないわけで

すね。当然ですね、発電所の箇所数も決まって

いますから、民間の企業でありますと、やっぱ

り比較的財務の余力があるときに、新たな事業

を興すといいますか、組織を継続企業として、

ゴーイングコンサーンとして見ていく場合やる

んですが、その辺はやっぱりいろんな公営企業

法の中で制約があって、そこまで背伸びはしな

いと、そういうことになるんですか。どうです

か、その辺は。

確かに、今、委員、おっしゃ○日髙企業局長

いましたように、新しい事業にどのように挑戦

していくかということでございますが、私ども

は、企業局として、これまでいろいろ検討をし

た経緯がございます。例えば、観光関連産業だ

とかあるいはタラソテラピーとかいうやつです

ね、それから海洋深層水だとか、あるいは福祉

施設への参入だとか、いろいろ検討をしたとこ

ろでございますが、県としてやるべき事業なの

かという問題、それから採算的な問題、そこ辺

を総合勘案すると、なかなか事業化に持ってい

けなかったという経緯がございます。今、申し

上げましたのは、新たな分野への挑戦というこ

とでございますが、これについては今、申し上

げましたように、なかなか県の公営企業として

取り組む妥当性というか、その辺がまだ見出せ

なかったということでございます。

それから、同じ電力分野でございますと、新

たな挑戦ということになりますと、風力発電だ

とか、先般の太陽光発電だとか、そういった新

エネ関係があるわけでございますが、これも過

去それぞれ調査をしてきておりまして、どうに

か取り組めないかなということで検討してきて

いるところでございますけど、風力発電につき

ましては、どちらかというと、宮崎は余り風力

発電には僕はいい風が吹いてないんじゃないか

なという感じがいたしまして、いい風のあると

ころは、非常に奥地化しておりまして山の中で

ございまして、そこの取りつけ道路の問題、そ

れから九州電力に配電する場合、その配電の設

備の経費だとか、そういったものがかかるとい

うようなことでございまして、ちょっと採算的

にどうかなというような状況でございます。

それから、水力発電でございますけども、こ

れも随時調査はこれまでしてきておったわけで

、 、ございますが 大規模な発電所につきましては

もうほとんどこれまで開発をされているような

状況でございまして、やるとすれば、小水力と

いいますか、マイクロ発電とか、そういったこ
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とかなというふうに思っておりまして、そうい

うことでいろいろ検討はしておるわけでござい

ますが、公営企業として取り組む事業までには

至っていないということでございます。これか

らも引き続き、そういう新しい分野に挑戦でき

ないかということで検討はしていきたいという

ふうには思っております。

ありがとうございました。私は、○福田委員

この事業計画を見ましてね、今、比較的財務収

益等でかなりのウエートを、収支残から見た場

合、出ておるもんですから、今の時期だなと思

いましたし、将来、やはり企業局が県の優等生

の公営企業として継続していくためには、かな

りその辺の計画をしないと厳しくなってくるの

かなというふうに、電力料金の売電料の金額の

推移から見てちょっと考えたもんですからお聞

きしたんですが、最後に、どれくらいの金額ま

で、総体の売電の金額ですね、40数億あります

が、組織としてはどこ辺まで持ちこたえられる

のかですね。

電気料金が今ここ何年間か○本田経営企画監

下がってきているわけですけれども、先ほど言

いましたように、電力会社が売る電気料金は大

体今、下げる勢いがなくなってきたというのが

ありますが、公営企業としても、ことしの料金

交渉の結果は出ておりませんけれども、もうそ

ろそろ折り返し地点に来ているのではないかと

考えております。

それと、今、我々は経営ビジョンをつくって

将来の電力料金を下げようと思って努力して

やってきている中では、目標としました金額は

８円50銭でも耐えられると。平成17年に５年後

を見据えて考えてたところでございました。

一番忘れられないのは、知事のマ○井上委員

ニフェストで一番最初衝撃的だったのは、この

、企業局の解体みたいなものだったんですけども

今現在、本当に今、福田委員からも言われるよ

うに、非常に堅実に努力をされてそれなりの収

益も上げて、地域振興事業なんかも本当に盛り

返してこられたりして、それなりの努力が見ら

れるんですが、そして知事部局等への経費の支

出額なんかも高いわけですよね。今回、この予

算を決められたときに 知事はどういう反応だっ、

たんですか。

知事に今の収益の状況、それ○日髙企業局長

から経営の状況、こういったものを含めて説明

をしたわけでございますが、この予算について

は、知事も了解ということでございますし、今

の企業局の経営状況、それから存在意義につい

ても、現段階においては経営状況もいいし、地

域貢献、それから財政貢献もしておるというよ

うなことで知事には理解していただいていると

思っております 知事も そのようなことを言っ。 、

ておられます。

ただ 先般の委員会でも 井上委員からちょっ、 、

と御意見として御指摘を受けたところでござい

ますが、私どもは、常に現状に甘んずることな

く、この企業局というのは、どういったところ

に存在意義があるのか、そしてまた、県として

やらなきゃいけない理由は何なのか、それから

将来の収支見込みを含めてですね。それをやっ

ぱり県民に理解してもらう、そういう努力をし

ていかなきゃいけない。常に、そういう企業局

のあり方について、自問自答しながらやってい

かなきゃいけないと思っておるところでござい

ます。

先ほどの関係で、現状においては、企業局の

存在についても、私は理解していただいておる

というふうに思っておりますが、これが地域貢

献だとか、企業局の存在意義がなくなってしま



- 39 -

うと、これはやっぱり企業局不要論、電気事業

不要論ということになってきますから、そうい

うことにならないように、今回の予算でも計上

しておりますし 今後も努力していきたいと思っ、

ております。

ぜひ、知事の認識を新たにさせる○井上委員

部分についてはしっかりとさせて、それで、税

収そのものも非常に厳しくなってきているのも

事実ですので、そういう意味で言うと貢献度の

非常に高い内容になる。企業努力はずっと今後

、も続けていかないといけないと思うんですけど

先ほど西村委員からもありましたように、何と

いうんですかね、九電との関係とか、そういう

のもやっぱり県民に対しても、ある意味でのア

ピール力がないと存在意義というのが隠された

ままで、いかに努力をされていてもそれがなか

なか さっきの福田委員ではありませんけれ―

ども、新規の事業をしていこうとしても、なか

なかそこが認知されていかない、それから承認

が得られないという状況になっていくと思うん

ですよね。ですから、そういう意味では、今ま

で企業局というのは、アピール力が余りなかっ

たので、そういう点での、例えば、環境産業み

たいな、環境に対するいかに 緑のダム事業―

も含めてそうですけど、そういう点でのアピー

ルをしっかりと、宮崎県が企業局を持っている

という意義みたいなのは、きちんとどこかにで

すね。はっきりとアピールをされるように努力

をお願いしたいなというふうに思います。

新エネルギーではありませんけれ○長友委員

ども、そういう研究費といいますか、それはこ

の事業の中のその他の中に入るのかもしれませ

んけど、どれくらいの予算をとって研究をされ

ているのか、ちょっと教えていただきたいと思

います。

20年度の予算では調査費とし○岡田総務課長

て800万ほど組んでおります。その他の中でござ

います。

そのほかに組んでいるところはな○長友委員

いんでしょう。その他の中だけですかね。

総額で申し上げましたが、調○岡田総務課長

査費としては、その他の中の、科目としては諸

費というのがございますが、そこに調査費とい

うのがありまして、800万ほど組ませていただい

ております。

、○長友委員 ちょっと少ないような気がするし

まさに太陽光あたりというのは、どういう角度

で迫ったらいいのか知りませんけども、やっぱ

、 、り今後の環境問題やら考えると 宮崎としては

もっともっとこれはやっていかなくちゃいけな

い。だから、残念に思ったのは、昨年の予算の

中で、太陽光のやつを企業局庁舎につけるとい

うのが採用にならんかったという話がありまし

、 、 、て あれあたりは 宮崎県の新たな産業として

ああいうものを大々的にやっていく一つのシン

ボルとして必要じゃなかったのかなというのも

後になってさらに考えたわけでありますけれど

も、ぜひとも、調査研究というか、これはさら

。に続けてもらいたいなという気が一つはします

それともう一つ、今、話題になっているのは

電力料金、ちょっと買ってもらうのが下がって

いるような気がしますけれども、企業によって

は、二酸化炭素の排出枠というか、そういうの

が来たときに余計二酸化炭素を出したところは

それを買うという制度といいますかね、それが

あると思うんですが、そんなことからすると、

こういうクリーンなエネルギーあたりを買うん

だから、値段は上がっていいんじゃないかと思

うんですけど、そこ辺についての関連というの

は何かあるんですかね。
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今のお話のはＲＰＳ法という○日髙企業局長

のがございまして、これは電力会社でございま

すが、一定量の自然エネルギーを購入しなきゃ

いけないというＲＰＳ法という法律ができたわ

けでございます。ただその枠が、私ども、その

枠を拡大するようにお願いをしておるんですけ

れども、なかなか上がっていかないということ

で、その枠を広げていただくとまだ自然エネル

ギーは大分普及していくんじゃないかと思って

おります。この辺のところは国のいろいろ審議

会等でのいろいろ問題もあるんでしょうけど、

その枠を広げていただくと大分普及するんでは

ないかと思っております。

企業局にこれは申し上げてもあれ○長友委員

だと思うけど、とにかく温暖化の問題というの

は、本当に、これは大変な状況になっていきま

すので、本当にこれはクリーンなエネルギーの

ほうというか、そういう方向をとにかく目指す

しかないんじゃないかなと思うんですね。ぜひ

とも、その可能性を、いろんな可能性を秘める

ために研究だけはぜひともやっていただきたい

なと、ここはちょっと御要望として申し上げて

おきたいと思います。

。○太田委員長 ほかにはありませんでしょうか

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

私のほうで２つほど聞いてみたいと思います

が、１つは、４ページの資本的収入のところで

の説明に貸付金返還金とあって、その中で一般

会計からの返還がありますというふうに説明が

。 、ありました 一般会計からの返還というならば

例えば２ページに説明がありますが、いろんな

新しく貸し付けを起こしたのもありますね。緑

のダムとかですね、４ページに言う一般会計か

らの返還金というのは、過去に何か貸したもの

があったのかどうか、どの辺の分の返還なのか

というのを教えてください。

４ページの貸付金返還金でご○岡田総務課長

。 、ざいます 一般会計からの貸付金返還金３億円

これはダム上流域の市町村に対する 市町村―

課というところがございますが、こちらがダム

上流域の市町村に対して ダム上流域じゃあ―

りませんが、市町村振興資金というのを貸し付

けております。その振興資金を財政的に援助す

るために知事部局のほうに57年から積み立てて

いたものを貸し付けていたものでございます。

最近になりますと、市町村もなかなか借り受け

がよくなくて、その市町村振興資金への貸し付

けはやめまして、先ほどありました前のページ

の企業局地域振興貸付金ということで森林整備

事業等への貸し付けに変更しております。ただ

いまの御説明繰り返しますが、先ほどの返還金

３億円は、市町村振興資金貸付金の返還金でご

ざいます。

もう一つ。８ページの地域振興○太田委員長

事業の中で、これはゴルフであるわけですが、

施設利用料というところの説明に、指定管理者

からの納付金というふうにありますね。普通指

定管理者というと、こちらが委託料を払って、

それでやってほしいということが基本だろうと

思いますが、指定管理者からの納付金というの

は、私の理解が間違いかもしれませんけど、あ

る程度のゴルフ料金の利益の上限以上、定額で

これは2,600万ですかね、これは収入に入れると

いうことですが、これは、受けている指定管理

者のほうが一生懸命誘客をして、客をいっぱい

呼んで利益が上がれば上がるほど指定管理者に

とっては有利になるのかなと思うんですが、そ

。の辺の説明をちょっとお願いしたいと思います

ゴルフ場の指定管理者につ○本田経営企画監

きましては、委託費ではございませんで、指定
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管理者がゴルフの利用者からの料金を全部一た

ん受け入れます。利用料金制度をとっておりま

して、年間の利用料金の目標額が約9,500万でご

ざいます。9,500万が指定管理者に一たん入りま

して、指定管理者のもろもろの費用を引いた、

これは税抜きでございますが2,500万 その2,500、

万を企業局に納めると。税込みで2,625万という

ことになっておるわけでございます。

わかりました。9,500万という一○太田委員長

つの目標であるわけですけど、本当にどんどん

収益が上がった場合に、その分が指定管理者の

ほうのメリットとして、やっぱり頑張ろう、頑

張ろうという気持ちにさせていくものだろうな

とは思うんですが、それは、そういう黒字がど

んどんふえていくことの表現は、この何か事業

費の中に、職員給与で引き上げていくとか、も

ちろん剰余金みたいなものとかいうのが何か出

るんですかね。ふえた場合。

先ほど申しました目標値は○本田経営企画監

全体で9,500万でございますけれども、それ以上

の黒字になったときは9,500万から１億円の

間、500万の間の話でございますと、企業局と指

定管理者で折半をすると、例えば、１億円の場

合はあと250万余計に納めていただく。１億円以

上もうかった場合はすべて指定管理者の努力で

あるというふうに決めております。

9,500万を超えた場合の話ばか○岡田総務課長

、 、りしておりますが 下がった場合も同じことで

赤字といいますか、9,500万を下回りますと、そ

の下回った部分の２分の１は お互い負担すると

いうことで、フィフティー・フィフティーとい

う考え方をもって、何といいましても、指定管

理者制度は18年度から始まったものですから、

まだ始まって２年目でございます。そのような

様子を見ながらやってきているところでござい

ます。以上でございます。

総務課長、３ページでちょっと１○米良委員

つ教えてください。収益的収入のところで、財

務収益が２億8,613万5,000円ということであり

ますが、主に、これは受取利息等々の収益であ

りますが、今度は下の段の支出の欄の財務費用

として３億1,176万9,000円、これ、こういう形

態が長くこれから続くんですかね。この前も

ちょっと借りかえはできないかとかいろいろ出

、 、ておりましたけども 繰り上げ償還等も含めて

今後の方向づけというのはどう理解をしておけ

ばいいんですかね。

まず、財務収益でございます○岡田総務課長

が、受取利息は資金運用で、利率がアップしま

して、その分で収入しております。財務収益の

中で、九州電力の配当金等が大きなものを占め

ております。財務費用のほうは、企業債償還金

の支払いということでございます。今、米良委

員の方からございました繰り上げ償還の関係で

、 、 、ございますが まず 電気事業につきましては

料金交渉等で総括原価という形で九州電力と原

価が決められていきます。その原価の中に支払

利息、元金が入りますので、現在のところ、そ

ういう制度でございますので、繰り上げ償還す

ることはメリットが余りないのかなと、原価の

中に入ってきますので、九州電力との関係で、

それで繰り上げ償還は、電気事業につきまして

は余りメリットがないんではないかと考えてお

ります。

当然、こういうのがずっと何年か○米良委員

これから続くということの理解でいいですね。

そのとおりでございます。○岡田総務課長

ほかにはないですかね。○太田委員長

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、議案についてはない○太田委員長
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ようですが、その他では何かありませんでしょ

うか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、ないようですので、○太田委員長

以上をもって企業局を終了いたしますが、この

常任委員会で最後の方もいらっしゃるかと思い

ますが、今後とも健康に留意され、また今後の

県勢発展のためにも御尽力、さらにお願いした

いと思います。以上で、企業局を終了したいと

思います。ありがとうございました。

暫時休憩いたします。

午後２時15分休憩

午後２時19分再開

委員会を再開いたします。○太田委員長

明日の委員会は、午前10時に再開し、教育委

、員会の当初予算の審査を行いたいと思いますが

よろしいでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、そのようにいたしま○太田委員長

す。そのほか何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

何もないようですので、以上を○太田委員長

もって本日の委員会を終了いたします。

午後２時19分散会
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平成20年３月12日（水曜日）

午前10時０分再開

出席委員（９人）

委 員 長 太 田 清 海

副 委 員 長 河 野 安 幸

委 員 米 良 政 美

委 員 福 田 作 弥

委 員 野 辺 修 光

委 員 宮 原 義 久

委 員 西 村 賢

委 員 長 友 安 弘

委 員 井 上 紀代子

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

説明のため出席した者

教育委員会

教 育 長 高 山 耕 吉

一 原 則 幸
教 育 次 長
（ 総 括 ）

寺 田 建 一
教 育 次 長
（教育政策担当）

福 島 信 雄
教 育 次 長
（教育振興担当）

総 務 課 長 梅 原 誠 史

政 策 企 画 監 満 丸 洋 一

財 務 福 利 課 長 靍 田 歳 明

学 校 政 策 課 長 飛 田 洋

学 校 支 援 監 白 川 智

特別支援教育室長 有 馬 順一郎

教 職 員 課 長 堀 野 誠

生 涯 学 習 課 長 勢 井 史 人

スポーツ振興課長 得 能 剛

文 化 財 課 長 井 上 貴

人権同和教育室長 遠目塚 勉

事務局職員出席者

政策調査課主幹 田 中 浩 輔

議 事 課 主 査 湯 地 正 仁

委員会を再開いたします。○太田委員長

当委員会に付託されました当初予算関連の議

案の説明を求めます。なお、審査につきまして

は、最初に教育長から議案の概要について説明

をいただいた後、３課ごとの３班に分かれて議

案の説明と質疑を行い、それが一通り終了した

後に、総括質疑の時間を設けることといたしま

すので、御協力をお願いいたします。

それでは、まず、教育長の概要説明をお願い

いたします。

教育委員会でございます。よろ○高山教育長

しくお願いいたします。

それでは、平成20年度当初予算（案）等につ

きまして御説明をいたします。

今回御審議をいただく議案は 議案第１号 平、 「

成20年度宮崎県一般会計予算 、議案第14号「平」

成20年度宮崎県立学校実習事業特別会計予算 、」

以上の２件であります。お手元の文教警察企業

常任委員会資料の１ページをお開きいただきた

いと思います。

教育委員会平成20年度当初予算（案）であり

ます。表の下のほう、太線で３カ所囲んでおり

ますが 一般会計の合計は 1,157億8,508万1,000、 、

円、特別会計の合計は、２億2,699万8,000円、

総計で1,160億1,207万9,000円であります。これ

は肉付け予算となりました平成19年度６月補正

後の予算額と比較いたしますと、額にして２億

7,465万4,000円、率にいたしまして99.8％、0.2

％の減となっております。減額の主なものとい
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たしましては、教職員の人件費でありますが、

教育委員会といたしましては、施策を進めてい

くための必要な予算は、ほぼ確保できたのでは

ないかと考えております。

次に、教育委員会の重点施策についでありま

す。資料の２ページから３ページにわたってお

ります「第２期 明日の宮崎を担う子どもたち

を育む戦略プロジェクト」をごらんください。

教育に対する県民の期待の高まりや、子供た

ちを取り巻く環境の変化を踏まえまして、これ

まで以上に子供たちの人間力をはぐくむための

施策を重点的かつ戦略的に推進いたしまして、

本県における教育改革を加速させていきたいと

考えております。このため、平成17年度から進

めてまいりました第１期の戦略プロジェクトを

発展させまして、平成20年度より「のびよ！宮

」 、崎の子どもたち をスローガンといたしまして

「第２期 戦略プロジェクト」に全力で取り組

んでまいりたいと考えております。

まず、一番下の戦略１、各戦略に共通する横

断的取り組みを位置づけておりますが 「学校・、

家庭・地域が一体となった教育環境づくりの推

進」であります。子供たちの健全な育成を目指

すため 地域住民による 学校支援活動 や 県、 「 」 「

民意識の啓発」を通じまして、地域ぐるみによ

る学校支援体制の整備に努めてまいりたいと考

えております。

次に、その上の一番左側の戦略２でございま

すが 「地域の特性を生かした多様な一貫教育の、

推進 であります 小・中 中・高及び小・中・」 。 、

高など学校種間の円滑な連携・接続を目指しま

した多様な一貫教育の推進を図ることによりま

して、一人一人の基礎学力の確実な定着と豊か

な個性の伸長に努めてまいりたいと考えており

ます。

戦略３は 「学力向上対策の推進」であります、

が、これにつきましては、全国レベルの学力水

準を維持向上させるため、教育支援体制の充実

や教育研修の充実・強化に努めるなど、より高

い学力を目指す学力向上対策に取り組んでまい

りたいと考えております。

戦略４は 「命を大切にする教育の推進」につ、

いてでありますが、かけがえのない命を大切に

する心や規範意識等を育成するために、社会生

活を営む上で必要とされます態度や能力等の育

成を目指してまいりたいと考えております。

、「 」戦略５は 障がいのある子どもの教育の推進

についてでありますが、多様なニーズに対応で

きる支援システムの構築等によりまして、共生

社会に向けた特別支援教育を進めてまいりたい

と考えております。

このような取り組みによりまして、標題のす

ぐ下に示しますように 「県民総ぐるみで子ども、

」 、たちの人間力を育む教育の推進 を図りまして

明日の郷土宮崎や日本を担う人材の育成に鋭意

努めてまいりたいと考えております。

私のほうからは以上でございますが、詳細に

つきましては、引き続き担当課長が説明いたし

ますので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。

それでは、続いて総務課、財務○太田委員長

福利課、学校政策課の審査を行いますが、それ

以外の課につきましても、課長にはお残りいた

だきますようお願いいたします。

それでは、総務課長、財務福利課長、学校政

策課長の説明をお願いいたします。

それでは、総務課関係につい○梅原総務課長

て御説明申し上げます。

資料、変わりまして、平成20年度歳出予算説

明資料でございます。総務課のインデックスの
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ところ445ページをお願いいたします。

総務課一般会計で35億60万円を計上いたして

おります。以下、主なものにつきまして事項別

に御説明申し上げます。

447ページをごらんください。

上から４段目でございますが （目）教育委員、

会費（事項）委員報酬1,101万3,000円でござい

。 。ます これは教育委員５名の報酬でございます

また、その下の段 （事項）運営費282万4,000、

円でございますが、これは教育委員の費用弁償

及び全国教育委員会連合会等負担金等の教育委

員会の運営に要する経費でございます。

次に、その下の（目）事務局費（事項）職員

費16億6,418万3,000円であります。これは社会

教育及び保健体育関係の職員を除く教育委員会

事務局職員の人件費でございます。

次に （事項）一般運営費7,010万7,000円であ、

ります。これは事務局本庁及び教育事務所の運

営に要する経費でございます。

次のページ、448ページをごらんください。

中ほどの 事項 教育企画費１億1,160万3,000（ ）

円でございます。このうち主な事業を御説明申

し上げます。説明欄（１）の「みやざき子ども

」 。教育週間 推進事業460万4,000円でございます

これは10月の「家庭の日」以降の１週間を「み

やざき子ども教育週間」と位置づけまして、県

民みんなで子供をはぐくもうとする意識の高揚

を図ることを目的に、地域の推進大会など、関

連行事の開催や親子ふれあいカレンダーの配布

などに要する経費でございます。

次に （４）の地域で子供を育てる「地域教育、

システム創造」実践モデル事業1,167万3,000円

であります。この事業は、平成18年度からの継

続事業でありますが、地域において子供を育て

、 、る地域教育システムを構築いたしまして 学校

家庭、地域が連携をしながら、それぞれの役割

を果たすことによって、地域における教育機能

の向上を図ることを目的として、県内７市町の

モデル地区でさまざまな活動を展開するもので

ございます。

その下の（５）新規事業、学校支援地域本部

事業8,369万9,000円であります。この事業は、

平成20年度の国の新規事業として予定されてい

るものでございまして、国10分の10の委託事業

でございます。地域全体で学校教育を支援する

体制を整備いたしまして、教員が子供と向き合

う時間の拡充を図るとともに、教員の負担軽減

に資するものでございます。実施地区は、県内

全市町村を予定しております。

次に （事項）教育広報費3,059万9,000円であ、

ります。これは教育広報誌「宮崎の教育」の発

行や、テレビ教育広報番組の制作放送等に要す

る経費であります。

次、449ページをごらんください。

上から５段目の（事項）教育研修センター

費9,551万円であります。これは教職員の資質向

上のための研修や、保護者等からの教育相談の

実施など、教育研修センターの運営に要する経

費であります。

次に （目）社会教育総務費（事項）職員費11、

億7,207万6,000円であります。これは生涯学習

。課等の社会教育関係職員の人件費でございます

次に、その下の（目）保健体育総務費及び次

のページにあります（事項）職員費でございま

すが、３億4,031万2,000円であります。これは

スポーツ振興課等の保健体育関係職員の人件費

。 。でございます 総務課関係は以上でございます

よろしくお願いいたします。

財務福利課分について御○靍田財務福利課長

説明申し上げます。
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財務福利課は、議案第１号「平成20年度宮崎

県一般会計予算」と議案第14号「平成20年度宮

崎県立学校実習事業特別会計予算」の２件でご

ざいます。

それでは、説明に入りますけれども、歳出予

算説明資料、これの財務福利課のところ、ペー

ジで申し上げますと451ページをお願いいたしま

す。本課の予算は88億4,334万6,000円をお願い

しております。内訳といたしましては、一般会

計が86億1,634万8,000円、そして特別会計が２

億2,699万8,000円でございます。

まず、一般会計の主な事業につきまして事項

別に御説明を申し上げます。453ページをお願い

します。

中ほどの（事項名）維持管理費、これに６

億1,763万5,000円を計上いたしております。こ

れは県立学校の施設設備の営繕や段差解消など

のバリアフリー化を行う経費等でございます。

454ページをお開きください。

一番上の県立学校耐震対策事業費に10億3,272

万円を計上いたしておりますけれども、これに

つきましては、後ほど教育委員会資料のほうで

説明をさせていただきたいと存じます。

その下の育英事業費に14億6,561万7,000円を

計上いたしております。これは経済的な理由に

よりまして修学が困難な生徒や学生に対しまし

て、奨学金を貸与するものでございます。

その下の次の高等学校等育英資金貸与事業基

金積立金、これに11億275万円を計上しておりま

す。これは平成17年度から高等学校分などの奨

学金事業、これが年次的に県のほうに移管され

たことに伴いまして、日本学生支援機構からの

交付金を基金として積み立てるものでございま

す。

455ページをごらんください。

一番上の教職員住宅費、これに９億49万8,000

円を計上いたしております。これは県立学校職

員住宅の営繕等に要する経費でございますけれ

ども、特に説明欄２のほうをごらんいただきま

すと、教職員住宅の償還金等、そこに８億5,817

万6,000円、これを計上いたしております。これ

、は公立学校共済組合から借り入れた資金のうち

特に平成５年度から７年度分の償還利率が６％

から７％と非常に高率であるために、前倒しで

全額を償還することにより、後年度負担の軽減

を図るものでございます。

次の教職員福利厚生費、これに１億4,490

万6,000円を計上しております。これは県立学校

の安全衛生管理体制の整備や教職員の健康管理

事業などに要する経費であります。

、説明欄７をごらんいただきたいと思いますが

そこにございますように、学校職員健康づくり

総合支援事業、これにつきましては、後ほど委

員会資料のほうで説明させていただきます。

その下の学力向上推進費、ここに２億7,889

万7,000円を計上しております。これは教育のＩ

Ｔ化を進めるため、県立学校の生徒用パソコン

の整備充実に要する経費でございます。

456ページをお願いします。

一般運営費（高等学校）分につきまして、15

億4,484万円を計上しております。これは県立学

校の管理運営に要する経費でございまして、光

熱水費や教材費などの需用費のほか、特に教職

員用パソコン約450台を整備する経費もここに計

上いたしておるところでございます。

、 。次に 458ページをお開き願いたいと思います

一番下になりますけれども （事項）県立学校、

運動場整備費に3,738万円を計上いたしておりま

す。これは延岡商業高校のグラウンド整備、そ

れと都城工業高校の防球ネット工事を行う経費
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でございます。

特別会計について御説明いたしたいと思いま

す。460ページをお願いします。

事項名 高等学校実習費に２億2,699万8,000（ ）

円を計上いたしております。これは農業系高校

７校の実習に要する経費でございまして、農機

具の整備、さらには飼料などの購入に要する経

費でございます。

次に、本課の重点事業について御説明いたし

。 、たいと思います 文教警察企業常任委員会資料

これをお願いしたいと思います。別冊になって

おります常任委員会資料をお開き願いたいと思

います。４ページをお願いします。

まず、県立学校耐震対策事業についてであり

ます。この事業は、校舎などを耐震補強するこ

とによりまして、児童生徒の安全を確保するも

のでございます。

事業内容といたしましては、平成18年度末ま

でに耐震診断はすべて完了させましたので、こ

の診断結果を踏まえまして、昭和56年以前に建

築された非木造で２階建て以上、または延べ床

面積200平米を超える建物のうち、緊急度、優先

度などを考慮して耐震対策を行うものでござい

ます。耐震補強工事は宮崎西高等学校、日南工

業高等学校など９校10棟で、また耐震補強設計

は、宮崎農業高校、宮崎海洋高校など11校13棟

で計画いたしております。計画どおりにします

と、耐震化率は平成20年度末で84.8％となる予

定でございます。

事業費は10億3,272万円を計上しております。

隣の５ページをごらんください。

学校職員健康づくり総合支援事業についてで

ございます。

まず、１の事業目的でありますが、教職員が

、 、能力を十分発揮できるよう 県それから市町村

、 、学校 保健所等の関係機関が連携いたしまして

職員の心身の健康増進対策を総合的に推進する

ものでございます。

事業内容といたしましては （１）の健康づく、

り推進体制の確立としまして、これまで学校職

員の健康管理については、総合的に協議する場

がなかったことから、①の学校職員健康づくり

推進協議会を県レベルで組織化し、この協議会

で基本となる健康推進計画を策定し、②にござ

いますように、県内８カ所での地区協議会にお

いて具体的事業を実施してまいります。

（２）の研修体制につきましては、新たに実

施します管理職研修会を初め、財務福利課に配

置しております保健指導員を学校に派遣しまし

て、校内研修の支援に努めてまいります。

また （３）の相談体制につきましては、公立、

学校共済組合と連携いたしまして、メンタルヘ

ルス相談事業などの各種相談事業を実施いたし

ます。

事業費といたしまして584万4,000円を計上し

ております。

最後になりますが、予算科目の変更について

御説明いたします。同じ資料の17ページをお開

き願いたいと思います。

そこにございますように、学校教育法の改正

によりまして 平成19年４月１日から 盲・聾・、 、

養護学校が特別支援学校に移行しております。

この法律改正に伴いまして、地方自治法施行規

則の一部を改正する省令が総務省から公布され

、 、（ ）ましたことから 予算科目につきましても 項

、の特殊学校費を特別支援学校費に変更しまして

（目）盲ろう学校費及び養護学校費を特別支援

学校費に統合するものでございます。その資料

の中ほどの説明欄の右の端に、平成19年度内訳

として四角囲みで記載しておりますので、参考
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にしていただきたいと存じます。財務福利課は

以上でございます。よろしくお願いします。

。○飛田学校政策課長 学校政策課でございます

厚い冊子、歳出予算説明資料をお願いいたしま

す。歳出予算説明資料の学校政策課のインデッ

クスのところ、461ページをお願いいたします。

学校政策課の当初予算の総額は、20億3,745

万4,000円を計上しております。

それでは主なものを説明させていただきま

す。463ページをお開きください。

まず、中ほどの（事項名）県立高等学校再編

整備費に10億6,598万4,000円を計上しておりま

す。このうち、説明欄の３、南那珂地区総合制

専門高校設置事業に８億4,063万3,000円を計上

しておりますが、これにつきましては、後ほど

常任委員会資料で説明させていただきます。

その下、４、高鍋農業学校実習施設緊急整備

事業に１億7,539万円を計上しております。これ

は老朽化の著しい高鍋農業高校の食品製造関連

の実習施設等を整備するものでございます。

、 （ ）次の５の新規事業 中高一貫教育校 併設型

設置検討事業に60万3,000円を計上しております

が、これにつきましても後ほど常任委員会資料

で御説明させていただきます。

次の（事項名）学力向上推進費に２億1,431

万2,000円を計上しておりますが、このうち説明

欄の２、少人数指導推進モデル事業に１億3,948

万5,000円を計上しております。これは、小学校

においてきめ細やかな指導を行い、学力の向上

を図るため、３年生から６年生で少人数指導を

実施するために、非常勤講師を配置するもので

あります。なお、小学校１年生及び２年生は30

人学級編制としております。

次のページ、464ページをお開きください。

一番上の段、９の改善事業、高校生の学力向

上支援事業に1,037万7,000円を計上しておりま

すが、これにつきましては、後ほど常任委員会

資料で説明させていただきます。

次に、中ほどの（事項名）指導者養成費に３

億1,355万9,000円を計上しております。このう

ち、説明欄５の新規事業、新教育課程宮崎県編

成資料作成事業に548万6,000円を計上しており

ますが、平成21年度から新学習指導要領への移

行が始まることとされておりますところから、

各学校が新教育課程への移行を円滑に行うこと

ができるよう、新しい教育課程を編成する際の

ガイドラインあるいは留意点、そういうものに

ついて資料を作成するとともに、説明会等を開

催するものでございます。

その下 ７ 国際理解教育推進事業に１億7,584、 、

万9,000円を計上しておりますが、外国語指導助

手、いわゆるＡＬＴと呼んでいる職員ですが、

ＡＬＴを各県立学校に配置するものでございま

す。

次の465ページをお願いいたします。

一番上 事項名 生徒健全育成費に１億2,918、（ ）

万6,000円を計上しております。このうち、３、

自己指導能力育成充実事業に8,467万4,000円を

計上しております。これはいじめや不登校、問

題行動等に対応するため、中学校にスクールカ

、ウンセラー及びスクールアシスタントの配置や

小学校へ子供と親の相談員を配置して、教育相

談体制の充実を図るものでございます。

次のページ、466ページをお願いいたします。

中ほどの（事項名）高校教育充実事業費、１

の改善事業、県立高校の特色発信支援事業に687

万1,000円を計上しておりますが、これはそれぞ

れの県立高等学校の特色や各学科の内容を十分

中学生に周知し、適切な進路選択ができるよう

にするため、各学校で体験入学等を実施するこ
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とや、学校紹介ＤＶＤの作成等を行うための予

算でございます。

次ページの467ページをお願いいたします。

中ほどの（事項名）芸術文化活動費に4,052

万8,000円を計上しております。このうち説明欄

の３、全国高等学校総合文化祭開催準備事業

の2,650万3,000円でございますが これは平成22、

年度に本県での開催が内定しております全国高

等学校総合文化祭の開催に向け、本県参加部門

の育成強化や開催に向けた準備を行うものでご

ざいます。

次に、一番下 （事項名）学校安全推進費に１、

億8,855万5,000円を計上しております。このう

ち、説明欄３、地域ぐるみの学校安全体制整備

推進事業の3,308万円でありますが、これは地域

の学校安全ボランティア、この人たちをスクー

ルガードと呼んでおりますが、その養成研修や

警察官ＯＢ等の地域学校安全指導員、この方々

をスクールガードリーダーと呼んでおるのです

が、その方々に巡回警備等を行うなどの取り組

みを通して、地域社会全体で学校安全に取り組

む体制の整備を目指すものでございます。次の

ページ、468ページをお願いいたします。

４、日本スポーツ振興センター共済事業に１

億5,091万7,000円を計上しております。これは

県立学校に通学する児童生徒の学校管理下での

けがや疾病、登下校中のけがの医療費を保障す

るため 独立行政法人日本スポーツ振興センター、

共済掛金と給付金であります。

歳出予算説明資料については以上でございま

す。

続きまして、新規事業等について３事業説明

をさせていただきます。文教警察企業常任委員

会資料のほうをお願いいたします。

６ページをお開きください。

新規事業、中高一貫教育校（併設型）設置検

討事業でございます。

１の事業の目的でありますが、本県中等教育

の一層の充実向上を図るため ６年間の計画的・、

継続的な特色ある教育を展開する新たな中高一

貫教育校の北諸県地区への設置に向け、調査研

究を行うものであります。

２の事業の内容でありますが （１）庁内プロ、

ジェクト会議につきましては、新たな中高一貫

教育校の設置理念、効果的な中学校・高校の接

続のあり方等について検討するものでございま

す （２）調査・研究につきましては、設置理念。

等の検討に必要な事項について、調査研究を行

うものであります。

事業費につきましては、60万3,000円でござい

ます。

次に、７ページをお願いいたします。

改善事業、高校生の学力向上支援事業でござ

います。

１の事業の目的でありますが、県内のすぐれ

た指導力を有する教師の活用などにより、県立

高校教師の指導力向上を図り、本県高校生の学

力向上を目指すものでございます。

２の事業の内容でありますが （１）教科指導、

力向上支援教員の任命及び指導力向上研修会の

開催は、各教科・科目ですぐれた指導力を有す

る教師を教科指導力向上支援教員に任命して、

授業公開や授業研修会を実施することにより、

県内全体の教師の教科指導力の向上を図るもの

であります。また、教科指導力向上支援教員に

は、進学実績の高い学校等の調査、研修の機会

を与え、さらなる資質向上を図ることとしてお

ります。

（２）の問題作成力アップ研修会の開催でご

ざいますが、学力向上のためには、テスト問題
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作成や教材作成の能力を高めることがとても大

切でございます。そのため、教科別に研修会を

開催するものであります。

（ ） 、３ の普通科高校サマーセミナーの開催は

教科指導力向上支援教員を講師として、高校３

年生を対象とした合同学習会を実施し、他校の

生徒との学び合いの機会を設定して、生徒の学

力向上を図るとともに、合同学習会をほかの教

師にも参観させることにより、教師の指導力向

上も図ることとしております。

事業費は1,037万7,000円でございます。

次に、８ページをお願いいたします。

南那珂地区総合制専門高校設置事業でござい

ます。

１の事業の目的でありますが、南那珂地区の

専門高校３校は、平成20年度までは、各学校、

１学年３学級というのを維持できますが、その

後の生徒数の減少により、平成21年度には１学

年２学級となることが見込まれておりまして、

各学校の運営が極めて困難になることが予測さ

れております。そこで、宮崎県立高等学校再編

、 、整備計画に基づき 平成21年度に日南農林高校

日南工業高校、日南振徳商業高校を日南工業高

校の用地に、農業、工業、商業、福祉を併置し

た新設の総合制専門高校として再編整備するも

のでございます。

２の事業の内容でありますが （１）開設準備、

といたしまして、該当校３校の校長、教頭、事

務長、教務主任等から成る新設県立高等学校開

設準備委員会を学校政策課分室として、日南工

業高校内に設け、教育課程の編成、校名の検討

など、開校に向けた具体的な準備を行うことと

しております。

（２）の校舎整備でございますが、本年度実

、 、施設計が完了しておりますので それに基づき

農業棟・商業棟・福祉棟を新築改築することと

いたしております。

（３）の農地取得は、農業実習用地として日

南工業高校に隣接する農地を取得することを予

定しております。

事業費は８億4,063万3,000円となっておりま

す。

学校政策課は以上でございます。よろしくお

願いいたします。

それでは執行部の説明が終了い○太田委員長

たしました。質疑のある方は、できるだけペー

ジ等を示して質疑をお願いしたいと思います。

質疑はありませんでしょうか。

455ページ、一番上段の共済組合へ○福田委員

の高率借入金の返済、大変賢明な施策であると

考えておりますが、そこで、現在、こういうた

。 、ぐいの借入残高がどれぐらいあるのか それと

その残高の平均利率、今度返済される共済から

の借入金の利率はどれぐらいだったのか、それ

をちょっと教えてほしいのですが。

この借入額全体はちょっ○靍田財務福利課長

とお待ちいただいて、平成５年から６年、７年

というふうにございますけれども、一番利率が

高かったのが、そこにありますように平成５年

度の７％でございます。それから、６年、７年

は利率が６％ということでございます。

それから、ちょっと資料を探すためにお待ち

ください。

非常に高率の借入金の返済であり○福田委員

ますから、私は賢明だと思っております。それ

にしても、当時確かに市中金利は高かったので

すが、公的な資金を借りる利率としては、かな

り高いのかなと。７％から６％ですから、そう

いうふうに見ておるところであります。実はき

のう、同じような案件で警察本部も警察の共済
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組合からの借り入れで新たな運転免許試験場の

建設をするという話が出たんですが、その利率

も聞いたものですから、参考にお聞きをしまし

た。後でまた教えてください。

それから、今度は456ページ、高等学校の管理

運営に要する経費で、パソコンを450台導入され

、 、ると説明がありましたが これはリースですか

買い取りですか、どちらですか。

リースでございます。○靍田財務福利課長

先ほどの全体的な借り入れは24億ほどござい

ます。その中で、委員御指摘の非常に利率が高

、 、 、いのが５年 ６年 ７年あたりの６％から７％

一番低い利率としては1.2％という超低金利時代

等もございますので、そのうちの特に高い６％

から７％あたりを今回一括返済して、その分で

１億5,000万程度整理しよう、浮かせよう、後年

度の負担を楽にしようと、そういう趣旨でござ

います。以上でございます。

先ほどお尋ねしました、今の借り○福田委員

入れ残高24億、これの平均借り入れ利率はどれ

ぐらいになっていますか。

そこ辺はちょっと出てお○靍田財務福利課長

りませんけれども、先ほど申し上げましたよう

、 、に 1.2％から７％ということでございますので

これはまた整理して、後ほど、午後でも御回答

申し上げたいと思います。

次は460ページ、高等学校の実習費○福田委員

、 、の関係 これをちょっとお尋ねしたいのですが

この財源を見ますと、基本的には財産収入とい

うのは、実習課程で生産をされた生産物の販売

収入のことですか、どうですか。

基本的には、委員お尋ね○靍田財務福利課長

のとおり、農業生産物の売り払い分でございま

す。

そうしますと、この実習費という○福田委員

のは、ほぼ実習で栽培した生産物、それから以

前の繰越金、この２つを合わせた分で賄われて

いると。それ以外は県費は使わないと、そうい

う方式ですね。わかりました。

次に もう１点 これは別な課になります 463、 。 。

ページ、中段の高鍋農高の実習施設の整備であ

りますが、食品関連というお話がございました

が、これは昨年、当委員会で農高の現地調査を

いたしました。そのとき校長からミルクプラン

ト、あれの老朽化に伴う改修の要望が出ており

ましたが、それとの関連があるんですかね。

ミルクプラントはこの事○飛田学校政策課長

業には含まれておりませんで、この事業につき

ましては、食品加工でございまして、例えば、

、 、野菜等とか果物の加工 それから畜産物の加工

それからみそ、しょうゆ等、それからそういう

発酵食品、そういうものの製造実習等の改修で

ございます。

じゃ、牛乳のプラントは入ってい○福田委員

ないと。今説明されたやつの完全なリニューア

ルというか、完全な入れかえの状況ですか。

農業高校の実習というの○飛田学校政策課長

は、食品産業に従事するような生徒を育成する

ということで、工場規模の生産をする、それか

ら、そういう免許を取得してやる実習でござい

ます。それで免許更新ができない状況になって

おりまして、これは緊急だということでこれか

ら取り組ませていただいておるところでありま

す。以上でございます。

非常に大事な施設ですから、完全○福田委員

な整理をして、これから本県の農畜産物の付加

価値をつける原点になりますから、よろしくお

。 。願いしておきたいと思います 以上であります

財務福利課になろうかと思います○長友委員

が、455ページ、教育のＩＴ化ということで、生
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徒用パソコン等の導入ということで２億7,800万

円余の予算が計上されているわけですが、これ

は今から先、パソコンをいかに使うかというこ

とは物すごく重要になってくると思うのですけ

れども、現状としてどれぐらい充足をしている

のか、そしてまた、ことしはその予算、これで

どのぐらいカバーできるのか そのあたりちょっ、

と見通しも含めて。

県立学校、特別支援学校○靍田財務福利課長

も含めまして、全体的には4,350台ほどのパソコ

ンが導入されております。これは職員が使う一

人一台的なものもございますけれども、具体的

には佐土原高校のＣＡＤみたいなシステムで

行ってみたり、それから商業高校あたりで商取

、 、引と言いますか 物を売ったり銀行決済したり

実習的なそういうものも全体的にシステムで

入っているものも含めまして、大体4,350台程度

入っております。したがいまして、充足という

のは、一人一台という発想を学校の場合とりま

せんで、特に普通科の場合には、各個別に１台

入れるということではなくて、パソコン室で実

施を行う、そういうような形態をとっておりま

すので、したがいまして、パーセンテージ的に

は100％充足しているのではないかと思っており

ます。ただ、教育内容の変更に伴いまして、そ

の時々に見合ったパソコンに切りかえる必要が

一つございますし、もう１点は、５年、６年と

たちますと、メモリー的なものも含めて、パソ

コンが古くなってきますので、その更新という

ことが現在の財務福利課の主な仕事になってい

るところでございます。したがいまして、今回

の予算につきましては、主にほとんどのものが

更新関係の経費として、そこにございますよう

に、２億7,800万程度計上しているわけでござい

ます。以上でございます。

これは小中学校とはまた別なんで○長友委員

すかね。

小中学校は市町村のほう○靍田財務福利課長

で対応をお願いしているところでございます。

県とは関係ございません。

それでは、高等学校、特別支援学○長友委員

校としては、ほぼ全員の生徒が研修できるとい

うか、それを使ってできるという状態にはある

わけですね。

おっしゃるとおりでござ○靍田財務福利課長

います。ただ、昔の名前ですけれども、延岡養

護学校は高千穂分校が今回開校しますから、新

年度はこの分の４台は新規に入れております。

したがいまして、すべての学校で子供たちのパ

ソコン教育は対応できるというふうに考えてお

ります。以上でございます。

それから 学校政策課になりましょ○長友委員 、

うか。464ページ、国際理解教育推進事業という

ことで、ＡＬＴの招致等で１億7,000数百万円の

予算が計上されているわけですが、これは県立

学校だけじゃなくて、全体になるわけですか。

どれぐらいの方がそういう外国語教師として

入っているのでしょうか。

本課で担当しております○飛田学校政策課長

分は、県立学校に派遣するＡＬＴあるいは配置

するＡＬＴでございまして、現在、学校政策課

に１人、それから高等学校に36名 高等学校―

の36名は２校持つとか１校専属とかいろいろご

ざいますが のＡＬＴが対応しているところ―

でございます。市町村の学校につきましては、

市町村が独自に雇用して対応していただいてい

る状況でございます。以上でございます。

それで、これほとんど英語だと思○長友委員

うんですよね。ところが、語学というのはなか

なか、大学で第二外国語みたいな感じになって
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いるだろうと思うんですけど、今から先はやは

り対中国というか、これは非常に大きなウエー

トを占めてくると思うんですよ。だから、英語

ばかりじゃなくて、そういう方面への考え方、

これはどうなっていますか。

ＡＬＴではございません○飛田学校政策課長

が、中国語とかハングルについて、非常勤講師

等をお願いいたしまして、外国語科とかそうい

う関連学科では第二外国語として素地をつくる

というようなことで学習に取り組んでいる学校

も幾つかございます。以上でございます。

もうちょっと、具体的に量的にと○長友委員

言ったらいいでしょうか。大体どのぐらいの程

度そういうのが入っているか。

今、正確なデータを持っ○飛田学校政策課長

ておりませんが、大づかみで言いますと、例え

ば、外国語科を設置している都城西高校だとか

日向高校、それから富島高校の国際経済科、そ

ういう学校にそういうカリキュラムを組んで

おったと考えております。正確ではありません

が、およそそういう学校で、例えば２単位とか

３単位をやっているという状況でございます。

感想的にはもう少しという感じが○長友委員

するんですけど、またひとつ研究していただき

たいと思います。

それから、もう１点、高校生の学力向上の支

援事業ということで予算が組まれておりますけ

れども、これはすぐれた能力、指導力を有する

教師といいますか、この方はスーパーティー

チャーということで理解してよいですかね。

スーパーティーチャーと○飛田学校政策課長

重なる方もいらっしゃいますが スーパーティー、

チャーは非常に限られた人数しかおりません。

、 、それでこれは２つの意味がありまして １つは

その先生、ベテランの先生で指導力が非常にす

ぐれた先生の授業を実際見てもらうためには、

各教科科目の特性がありますので、各教科、科

目すべてお願いしております。ですから、スー

パーティーチャーも一部含まれますが、もっと

すそ野が広い形で、例えば国語、数学、理科、

地歴、公民、国数英社理のすべての教科科目に

ついてお願いしております関係で、スーパー

ティーチャーも含みますが もっと広い形でやっ、

。 、ております その先生の授業を他の教師が見て

その指導力を学ぶということと、その先生の授

業を直接サマーセミナーで一緒に他校の生徒に

も受けていただくと、そういう取り組みをさせ

ていただいているところです。以上です。

規模的には何名ぐらいですか。○長友委員

20年度は、今のところ、○飛田学校政策課長

教科指導力向上支援教員を54名程度お願いしよ

うと考えております。ですから、英数国社理、

大体10名前後、教科科目が幾つもあるところも

ありますので若干前後しますが、その程度の方

をお願いしたいと考えているところでございま

す。以上であります。

じゃ、研修というのは何校程度ぐ○長友委員

らい、何カ所ぐらいでやるという計画でしょう

か。

研修は、その54名の先生○飛田学校政策課長

のおる学校にそれぞれ他校の先生が授業を見に

来ていただく。朝から夕方まで１日へばりつい

てずっと見ていただく。あるいは教材等につい

てディスカッションをするというような形を可

能な限りやりたいというのが一つです。それか

ら、もう一つは、教科指導力向上支援教員を使

う。これは研修といっていいかどうかわかりま

せんが、普通科高校のサマーセミナーを実施し

ます。これは３日間やろうと思っているのです

が、この３日間も結局その先生方の授業をずっ
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と見れるという機会になります。そういう研修

をさせていただこうと考えております。

それから、問題作成力アップ研修会はこれと

は直接リンクしないのですが、教材作成、そし

ていい教材をつくって、それをいかに適切に理

解したか評価することが一つの学力向上のかな

めになりますので、それにつきましては、30人

程度で５教科やろうかなということを、１日レ

ベルですけれども、初年度ですから、そういう

ことを計画いたしております。以上でございま

す。

新聞等で本県の高校生の学力が○長友委員

云々とこういうこともありまして、この前資料

もいただいたところで、国立大学への進学率等

に関しては一生懸命頑張っていると、こういう

状況等は御説明があったわけですけれども、今

全国的に問題になっている中で、予備校の先生

たちの活用というか、こういう話もいろいろと

出ているんですね。中学校、高等学校限らずで

すね。このあたりに関しては、何か研究をされ

たのかどうか。

、○飛田学校政策課長 毎年子供も変わりますし

先生方も新しい方が入ってこられます。学力向

上というのは、教師の指導力向上というのが一

番のポイントだと思いますので、あらゆる手段

を使いたいと思っております それで おっしゃ。 、

るとおり、今私たちが考えている教科指導力向

上支援教員は、言うなればチーム宮崎で各学校

だけの取り組みじゃなくて、県立高校全体、合

同学習会には私立高校生も来ていただいており

ますので、それをやりたい。そして、指導者と

しては大学の先生でも予備校の先生でも、必要

によってはいい方の分はどんどん活用していき

たい、そういうふうに考えております。以上で

ございます。

454ページ、育英資金貸与事業に要○宮原委員

する経費という形で14億ほど貸付金、14億5,000

万、その下のほうの育英資金返還業務充実事業

ということで411万出ていますが、返還金がなか

なかという方も結構よく話を聞くんですが、現

状はどのような状況になっているのかをお聞か

せいただけますか。

、○靍田財務福利課長 返還状況につきましては

平成18年度ベースで申し上げますと、調定額が

２億7,500万に対して 収入されたのが１億9,800、

万 未済額は7,600万ということで 償還率が72.2、 、

％ということでございます。ちなみに現年度分

だけに限って言いますと 90.7％の償還率になっ、

ておりまして、滞納者は345人というふうになっ

ております。これは債権管理委員の方々、そこ

にありますような方々の仕事によりまして 年々、

償還率は上がってきているのが現状でございま

す。以上でございます。

償還率が上がっているということ○宮原委員

のようなんですが、悪質な状況 悪質という―

のはなかなかなんでしょうけど、対応いただけ

ないような人に対する対応というのはどういう

ふうになっているんでしょうか。

この分につきましては、○靍田財務福利課長

、何回か出向いていくなり直接家庭訪問するなり

そういうことを行っているところでございまし

て、もう１点は、大きい課題として法的措置、

これを本年度から検討を始めているところでご

ざいます。これはいろんな形を含めて、議会等

、の承認案件になるような傾向もございますので

その辺を含めて法的措置にぜひ入りたいと、そ

の方向で検討を進めてみたいというふうに思っ

ております。以上でございます。

、○宮原委員 法的措置をということなんですが

これは保証人か何かがつくんですかね。
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保証人は当然つきます。○靍田財務福利課長

保証人がついた場合に、保証人さ○宮原委員

んに滞納の状況が月でするのか年でするのかわ

かりませんが、何回ぐらいいったときに、保証

人さんに連絡をするものなんですかね。

基本的になかなか借りや○靍田財務福利課長

すいシステム環境も考えなければいけませんの

で、その奨学生と全く縁もゆかりもない方が保

証人になるということは具体的にはございませ

ん。第一義的には保護者、それからおじさんお

ばさん等を含めて、その辺の範囲の方々でござ

いますので、戸別訪問することイコール連帯保

証人の方にお願いに入ると、そのパターンにな

る形が多うございます。

あと答弁要りませんが、よく市営○宮原委員

住宅とかいったら滞納があったりして、保証人

さんがついているんだけど、いろいろ前、ここ

じゃないんですが、議会で市議会のときも聞い

たことがあるんですが、保証人さんに連絡がな

かなかいってないものですから、保証人さんに

連絡がいけば、保証人さんがまたその方にどん

げかせんないかんじゃないかという話があるよ

うなんですが、そういったのがないばかりに、

１年も２年もたってから、何で早く教えてくれ

んかったかという話も聞きますので、やはりそ

ういった部分は、あんまり滞納が返還が長引か

ないうちに、１回連絡だけはとることのほうが

うまく運営されるんじゃないかというふうに思

いますので、努力をいただきたいというふうに

思います。

あと、463ページの先ほど少人数指導推進モデ

ル事業を御説明いただきました。３年生から６

年生の少人数学級に対応ということで、小学校

１年、２年は30人学級の少人数になっています

ということのようなんですが、３年から６年生

の場合の少人数に、この金額ですべて対応でき

る人数が確保できるんでしょうかね。

おっしゃるとおりであり○飛田学校政策課長

まして 学校規模で例えば県内の小学校等大ざっ、

ぱな言い方をすると、半分くらいが１クラスの

学級でございます。最初から20人学級とかいう

学年がございます。それで、それ以外で必要な

分につきまして、私どもで調査をかけまして、

この予算をお願いしております。以上でござい

ます。

わかりました。○宮原委員

あと一つが、先ほど財務福利課の耐震化事業

があって、平成20年度末で84.8％ということを

お聞かせいただいたんですが、平成19年度末と

比較して何ポイントほど上がったものなんです

かね。

平成19年度が83％ 平成20○靍田財務福利課長 、

年度末が84.8でございますので、改善率は1.8で

ございます。以上でございます。

当然年数が56年という話なんです○宮原委員

が、あとどのぐらいの年数というふうに見てお

られるんですか。

平成20年以降、大体115棟○靍田財務福利課長

ほどございます。それで基本的には平成27年ま

でに100％に持っていく計画を考えているところ

でございます。

464ページの指導者養成費の中の新○野辺委員

規事業、この資料作成事業は学習指導要領に向

けた資料の作成ということですかね。

おっしゃるとおりで、新○飛田学校政策課長

しい指導要領の実施に向けてうまく移行すると

か、あるいはその趣旨が伝わるための資料でご

ざいます。

この移行に向けて、いろんな課題○野辺委員

があると思うのですが、重立った課題としてど
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ういうことが考えられるんでしょうか。

実は時間がない中で移行○飛田学校政策課長

までの準備をしないといけないということで、

その趣旨をいかにうまく伝えるかということが

まず一つのポイントでございます それから 21。 、

年からできる分から実施ということになります

が、今回の指導要領の改訂では、新しく内容が

加わる部分、あるいは時間数を少し増加する部

分等もあります。そこのところをどうやって円

滑につないでいくかというようなことをきちっ

と整理をして、各学校にお示ししたいと思いま

す。さらには、学校によっては専門科目の先生

が１人しかいないというようなところもござい

ますので そこあたりをどうやって我々がサポー、

トしていくかということも課題だととらえてお

ります。以上でございます。

ちょっと南那珂地区総合制専門高○野辺委員

校ですが、この校舎整備の農業棟とか商業棟、

福祉棟というのは、これは実習棟と考えていい

んですかね。

実習をする部分とその専○飛田学校政策課長

門的な講義、教材を使いながら講義する部分と

両方含まれております。なお、いわゆる普通教

室とか理科とかの特別教室につきましては、現

在、生徒がおる中で整備をしておりますので、

ある建物を壊して新しい建物をつくっていくと

いうことで、開校後も若干整備をさせていただ

こうと考えております。以上であります。

農地取得の大体面積というのはど○野辺委員

れぐらいされているんですか。

今、予算要求でお願いし○飛田学校政策課長

ておりますものの積算の基礎は、水田が5,000平

米、それから露地畑が3,000平米程度、それから

関係施設とか農機具とか圃場等を合わせまし

て4,000平米程度、その３種を考えておるところ

でございます。

当然内々交渉相手側は了解されて○野辺委員

いるということになるんでしょうかね。

本議会で予算の確定がで○飛田学校政策課長

きて正式な交渉はできますが この地権者の方々、

には、おおよそこういう事業をやりますという

ことは、１回説明はさせていただいておりまし

て、この議会が終了次第個別の説明、交渉等に

当たりたいと考えているところでございます。

了解いただいた段階でですね。以上でございま

す。

ちょっと今の時点でどうかわかり○野辺委員

ませんが、日南農林あるいは振徳商業の跡地の

利用については、何か検討が始まっているんで

しょうか。

できるだけ早くそういう○飛田学校政策課長

方向性を出すことが望ましいと思うのですが、

まだ入学生も入っている段階でもございません

ので、今のところは、いろんな関係と連携をと

りながらやっていくという方向性だけ出してい

るところでございます。

449ページの教育研修センター費の○野辺委員

この相談業務、電話相談事業ですか、この相談

は、例えばどういうことが今多いんでしょうか

ね。これは総務課ですかね。

総務課でございます。まず、○梅原総務課長

電話相談事業でございますけれども、これは研

修センター内にふれあいコールといいまして、

直通の相談専用の電話を設置いたしまして、教

育相談専門員が対応いたしております。そのほ

か 直接来所される方等もおりますので 平成18、 、

、 、年度の実績といたしましては 来訪相談が339件

電話相談が1,476件、合計1,815件の相談があっ

たところでございます。以上です。

重立った内容というのはどういう○野辺委員
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ことが多いのでしょうか。

相談の内容でございますが、○梅原総務課長

まず教育相談ということで、不登校に関するも

の、学業の進路に関するもの、いじめに関する

もの、それから障がいに関するもの、こういっ

た内容になっているようでございます。以上で

ございます。

以前と比べて相談の内容が変わっ○野辺委員

てきたという傾向はないんですかね、今の段階

では。

手元に過去３年の相談実績が○梅原総務課長

ございますが、過去３年で見る限りでは、大き

な変動はないようでございます。以上でござい

ます。

それに対しての適切な指導とかい○野辺委員

うのは、センターのほうでその都度やはり指導

されておるということになるわけですか。

相談員は、専門家でございま○梅原総務課長

すので、その相談の場で直接指導も申し上げま

すけれども、そこだけでおさまらないケースが

非常に多いものですから、やはり学校でありま

すとか、専門の機関を紹介するとか、そういっ

た形が多くなろうかと思っております。

いろんな悩み等を持っていらっ○野辺委員

しゃる人が相談を受けられると思いますので、

適切な指導をお願いしておきたいと思います。

２つほどお知らせをいただきたい○米良委員

と思うのですが、さっきからもいろいろありま

すように、最近の学力向上というのを前提にす

れば、教員の指導力といいましょうか、あるい

は教員の力量というのがいろいろ取りざたされ

ておるわけでありますが、その中で、財務福利

課が出しました学校職員健康づくり総合支援事

業ですよね、これは「県、市町村、学校、保健

」 、所等の関係機関が連携し とありますけれども

さっき言いましたように、先生たちが力量を発

揮していくというのは、もちろん心身ともに健

、 、康でなくちゃならんと思いますけれども 課長

最近の学校現場の先生方の心身ともに健康とい

うことを前提にすれば、そういう問題のある先

生というと語弊があるかもわかりませんが、い

ろいろ考えられる事象というか、そういうこと

が何か前提にあるような気がしてならんのです

けれども、差し支えなければお聞かせ願いたい

と思います。

いわゆるデータ関係でご○靍田財務福利課長

ざいますけれども、休職者に限ってお答え申し

上げたいと思います。平成16年度以降、19年度

は現在調査中でございますけれども、16年度の

休職者が76名、これは心身を含めて支障がある

、 、 、休職者が76名 うち 精神性の疾患の方が33名

それから17年度休職者全体は86名で、精神性の

疾患の方がうつ病を含めた方々が48名、パーセ

ンテージは55.8と。それから、18年度は90名、

うち精神性疾患は49ということで54.4。この17

年度以降休職者のうち５割以上が 精神性疾―

患の方がふえてきたという状況がございます。

以上でございます。

これが今16、17、18、19、それぞ○米良委員

れ出されましたけれども、これが多いか少ない

かは別として、そういう先生方がこれからやっ

ぱり心身ともに健康で復帰をしていく、あるい

はそういう皆さんたちの期待を背負って、また

学校現場で頑張っていただくということを前提

にすれば、県と市町村と学校がどうこれらに向

き合っていくかという点では、非常に個人的な

ものがあるでしょうから難しいと思いますけれ

ども、その方法としては、課長、具体的にどう

いうところから進めていかれるのか、そこ辺は

どうなんでしょうね。
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まず、我々は県でござい○靍田財務福利課長

ますので、県立学校を含めては、県教育委員会

と県立学校で対応できているんですけれども、

県内にある30市町村、これにつきましては、市

町村の中での教職員の心身ともに健康管理、こ

れが十分協議なされてない状況等もございます

ので、第一義的には私どもと市町村教育委員会

の代表の方々、それとぜひうつ病とか精神性疾

患というのは非常に現状的にも偏見等もござい

ますので 保健所の所長さん これにもぜひ入っ、 、

ていただいて、その後は学校の校長先生、それ

から健康管理推進者、そういった方々が一体と

なって、どういうところに課題、問題があるの

か、これを県段階で協議して、県内８カ所に保

健所がございますので、そのエリアで教育事務

所、市町村教育委員会、それから保健所、それ

が連携して地域の実情に見合った対策を打って

いきたいというふうに思っております。具体的

には精神だけではなくて、体のほうも特にメタ

、ボ関係も非常に課題が多い部分がございまして

特に中山間地域、寒い地域には高血圧の方々等

も多い実態等もございますので、その地域の健

康に見合った対策、そういうものを今後、20年

度のこの事業で実施していきたいというふうに

思っております。以上でございます。

これは以前からこれらにどう向き○米良委員

合うかということについては、非常に大きな課

題としてありましたよね。歴史的なものがあっ

たと思います。非常に大事な部分だと思います

から、やっぱり市町村の教育長なり、そういう

人たちと連携をして、積極的に向き合っていた

だいて、どう解消していくかということについ

ては、非常に難しい問題であるけれども、個人

的なものが絡み合いますから、積極的にこれに

対応していただきたいなというふうに、私から

。もお願いを申し上げておきたいと思っています

それから、学校政策課長ですが、この中高一

貫教育校としての併設型の設置検討事業という

ことで、北諸地区の設置に向けてこれから調査

が始まっていくわけですが、将来に向けたこれ

らの併設に向けたいろんな展開というのが、こ

れから顕著になっていくであろうというふうに

私も思うのですよ。そういう将来に向けての展

開について、取り組みについて、課長、どう将

来に向けて考えておられるのか。

それからもう一つは、なぜ北諸かということ

をひとつお聞かせをいただきたいなと思うので

すよね。できましたら、後で申し上げようと思

いましたが、もう一遍に申し上げます。県中、

県南、県北とかいうふうに分けていろいろ取り

組み調査ができるとよかったんじゃないかなと

思うものですから、そこ辺のことも含めて。

お答えさせていただきま○飛田学校政策課長

す。

まず、この北諸における学校をどうしていく

か、将来に向けてのビジョンということで、ま

ず答えさせていただきますが、実は、平成18年

度の学校教育改革推進協議会、私たちがいろん

な方々から意見をいただいておる会があるんで

すが、委員長にも委員をしていただいているん

ですが、その中で新しい中高一貫校に向けて設

置の検討をしてほしいということがありまし

て、19年度にそのことを受けて調査研究委員会

、 、 、 、を 有識者の方 ＰＴＡの方 学校の関係の方

いろんな方から委員になっていただいて検討い

ただきました その中で非常に難しい議論であっ。

たのは、今、生徒数が減っていく中で新しい学

校をつくるということの是非論でした。中高一

貫教育についてはみんな賛成と、どの委員の方

も賛成ということでありまして、北諸につくる
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場合においても、将来を見越してしっかりとし

たビジョンをつくることをぜひ考えてほしいと

いうことでありましたので、20年度予算でこう

いう検討会をさせていただくということであり

ます。実は、本県においては、おかげさまで五

瀬中等教育学校も宮崎西高附属中学校も高いケ

倍率を誇っておりますが、全国的に見ますと、

最初の卒業生を出さないままに公立の併設型の

。学校で募集停止を既に発表した県もございます

それで、その中で小中学校の統廃合も非常に慎

重にしてくれと。それで少なくとも北諸につく

る学校については、そういう将来ビジョンも描

きながら、慎重に１年間、できたら１年間で検

討はしたいと思うのですが、１年間じっくり考

えていくことが必要だということで新しい予算

をお願いしたところであります。

それに付随しまして、じゃなぜ北諸かという

ことですが、北諸県郡は各地区ごとにずっとい

ろんなデータを調べました。

１つ端的なデータを申し上げますが、小学校

を卒業して中学校段階で通えないところに出て

いく子供というのが60名程度18年度春おりまし

た。ほかの地域に比べて圧倒的に多いです。そ

。 、 、ういうこと それから 将来にわたっての郡域

北諸圏域の生徒数の状況、あるいは中学校の学

級数の規模、どこをとっても設置するとしたら

北諸しかないというのが調査研究委員会で出て

きた結論でございます。それで、それ以外の地

域の中高一貫校をつくるかどうかということに

ついては、非常に慎重な意見が多かったです。

というのは、現状として県北に五 瀬中等教育ケ

学校が１校ございます。そして、宮崎に１校ご

。 、 。ざいます そして 県南・県西に１校つくると

、 、だから そういう地域的なバランスを考えても

調査研究委員会ではバランスはとれているん

じゃないか。それから、既存の中学校、それか

ら私立の中高併設の学校で既に定員を充足して

ない学校も、学校名は言えませんけど、ありま

す。それから、生徒数は漸減傾向にあることは

間違いありません。ですから、新しい中学校を

つくる形の中等教育学校のタイプ、それから併

設型の学校をつくるのは調査研究委員会では無

理ではないだろうかという提言をいただきまし

た。今、一貫教育で小中高連携した教育を取り

組んでおりますが、枠組みとして一貫校をつく

るという場合には、あと一つは連携型という手

法はございます。これは新しい中学校をつくる

のではなくて、市町村立の中学校と高等学校の

接続を、中高一貫校という定義は入試までを含

めて言うものですから、そういうことは考えら

れるかもしれませんが、新しい中学校をつくる

形では、本県の生徒数の状況から考えて極めて

厳しいんじゃないかという意見が多かった、そ

れが調査研究委員会の御提言でした。それでそ

れを踏まえて１校ということで今考えていると

ころでございます。以上であります。

地教委の教育長とかいろいろなそ○米良委員

ういう人たちの意向を聞いておりますと、多分

にその世相を反映されてでしょうけれども やっ、

ぱり中高一貫というのが今非常に全国的にも標

榜されておりますし、県内のそういう地教委の

話等々も含めますと、かなり連携校というのが

今課長からありましたけれども、それらに向け

ての一つの取り組みを模索してるんでしょうか

ね。そういうふうにお聞きしながら思ったとこ

ろですけれども、多分に地教委としても、そう

いう希望なり要望なりがあるんじゃないかなと

思ったもんですからお尋ねしたところでした。

わかりました。ありがとうございました。

、○井上委員 各委員からいろいろ出ましたので
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それともう一つは、以前に比べて非常に宮崎県

の教育に対する積極性と、この何年間かですご

く動きが出てきたのではないかなというふうに

実際予算書を見てもそれを感じさせられるもの

がありますので、非常に期待をしたいというふ

うに思っています。

それで、一つ、先ほどからいろいろ学力向上

、 、の問題とかいろいろ出ているんですけど 一方

ちょっと違ったところから定時制・通信制の生

徒の皆さんですね、ここは非常にいろんな意味

でその学校現場の中にいられなかった子供たち

がここに来たり、それから、また違う意味で学

ぶ意欲を持ってここに来たり、非常に多様化し

た生徒さんたちを結集しているところが定時

制・通信制のところだというふうに思うのです

ね。で、私もよく「いきいきサポート事業」の

推進の現場に行かせていただいたりして非常に

感心するんですが、それはそれとして一つ、大

きくもっと教育の原点みたいなのを見る場所で

もあるので、広くもっともっと、各生徒もそう

ですけれども、いろんな意味で全日制の子供た

ちもそこにも学ぶと。お互いが学び合うという

ような形をぜひとっていただきたいということ

と、そこに求めるものがもう一つ学力の向上と

いうのも求めていかないといけないというふう

。 、 、に思うのですね それと同時に また学ぶ環境

ほかのところの学校はある意味での注目度が高

い関係上、学校施設の面についても非常に目が

届いているというふうに思えてならないんです

が、そういうことはないのかもしれないんです

けど、もう少し、そういう意味で言うと、一つ

の特色ある学校というつくり方のくくりの中に

一つ入れてもいいのではないかというふうに逆

に思うのですね。単なる定時制・通信制という

くくりだけではない特色ある学校づくりという

ときの一つの特色としてのあり方の学校のあり

ようみたいなのを、県の教育委員会としても一

つテーマとして持っていてもいいのではないか

。 、というふうな思いがするわけですよ ですから

これについて今のこの予算の立て方だと、単に

日々の授業をやっていくという程度の予算と、

今まであった授業をそのまま推進するというぐ

らいの予算しか金銭面では見えてない、予算的

には見えてないわけですけれども この定時制・、

通信制に対しての県の教育委員会のスタンスと

いうか、それをちょっと教えていただきたいと

思います。

今、委員がおっしゃった○飛田学校政策課長

ように、非常に新たな視点で定時制・通信制と

いうのは大切だと思っております。それで、大

きな流れとしましては、定時制・通信制という

と、例えば、夜間の学びとかあるいは日曜のス

クーリングのイメージというのを以前はお考え

であったでしょうが、私どもがとってきた一つ

の大きな流れといたしましては、宮崎東高校に

昼間の定時制をつくりました。何といいましょ

うか、会社組織でいえばフレックスタイムで学

べるというような感じになってもらったり、あ

るいは、中学校のときに不登校を経験した子供

たちあたりが、やっぱり自分の個性によって学

べるようなことをしたり、そういう大きな流れ

を持っておりますし、もっともっと大事にした

いという気持ちで今取り組んできたことを幾つ

か紹介させていただきますと、実は延岡青朋高

校と宮崎東高校は、昼間の部と夜の部分で相互

に授業が乗り入れをできるようになって、これ

も夜間の生徒がもう少し早くから授業できる、

延岡青朋高校でしたら以前はおおよそ５時半か

ら授業をやっていた。それを今１時半から授業

をやって、そして進学サポートなんかもできる
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ような体制をとってきております。それから、

すべての高校が例えば定時制と通信制を併習で

きるようにして、学びたい科目を取れるように

するとか、あるいは単位制をするとか、そうい

う多様なニーズにできるだけ対応できるような

手立てをとってきております。今後とも、じゃ

どれだけのそういう学びのニーズがあるのかを

把握しながら、今言ってまいりましたような改

善に努めていきたいと思いますし、予算書の中

では少しわかりづろうございますが 「定時制・、

通信制いきいき夢サポート事業」という事業を

組んでおります。この中では井上委員も審査員

等でお手伝いいただいておるんですが、その中

で、定時制・通信制に学ぶ生徒たちの発表会を

したり、あるいは文化行事をやったり、スポー

、 、ツ交流をやったり あるいは体験学習をしたり

いろんなことを取り組んでいただくようなこと

をして、できるだけ子供たちが本当に夢を描い

てやるようなことをお願いしております。

それから最後になりますが、もう一つは、今

まではどちらかというと、働いている生徒が学

ぶという形だったので、就職指導、進路指導と

いうことについては、新卒扱いというような形

では、かなり重点を入れているということはあ

、 、りませんでしたが 今そういうことについても

いわゆる中学校を卒業して、定職につかないで

いろんな事情から来ておられる生徒さんもおら

れますので、そういう進路指導にも十分力を入

れているところでございます 今後とも 力いっ。 、

ぱいそういう取り組みをさせていただこうと思

います。以上であります。

これについては、またいろいろ議○井上委員

論させていただいて、今後できるだけ一つの学

校としての仕上げみたいなものを、宮崎発の定

通学校みたいな、そういうのをもし、今の意気

込みなら宮崎県やれるのではないかなという気

もしますので、何かそういう全国にもあります

こういう学校の一つのモデルみたいなものが、

宮崎発でできるといいかなというふうに思いま

すので、また私もぜひいろいろ議論に参加させ

ていただきたいと思います。

全国高等学校総合文化祭開催準備事業のこと

なんですけど、実は筑波大附属の中高一貫校に

常任委員会として調査に行きましたときに、筑

波大附属の先生たちが年間の生徒の動きみたい

なのを年間のスケジュール、子供たちの動きみ

たいなのを見せていただいたのですが、非常に

イベントが多いわけですよ。学校内でのイベン

トが。例えば文化祭をしたりとか、発表会をし

たりとか、それはすごいんですね。ですから、

じゃ、中高一貫校の人たちの進学先はどこだっ

、 、 、 、たかというと 東大は当たり前 早稲田 慶応

それから東京工大、いろんな非常に偏差値の高

い学校にどんどん入学していくわけですね。結

局勉強時間というのは大体平均してどのぐらい

、なのかというふうに質問とかもあったんですが

そのときの集中して勉強する時間というのは、

大体１日２時間とか、非常に限られた時間なん

ですね。でも、学力が非常に高い。そして、農

業体験はするわ、いろんな体験をしているわけ

ですよ。例えば、宮崎は学力向上ということで

今非常に集中的にそのことも含めて一つのテー

マとして持っていますが、この文化祭を開催す

るに当たって、いわゆる子供たちがそっちに集

中しつつ、また勉強に集中できる体制みたいな

のが、本当に両立可能、集中力を高めるという

点でいうコンセプトを持つことができたら、私

はもっと違う意味での文化祭の開催というのが

できるのではないかな、期待が持てるのではな

いかなと思うのですね。これに時間を割かれた
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ことによって云々ということではないというふ

うに思うのですね。先日、東大に入った子たち

のレポートみたいなのを読ませていただいたの

ですけど、やっぱり一つの自分が好きな興味を

持ったことについて、集中力みたいなのを非常

に高めた上で学力がずっと向上してきていると

いうのがあるんですね。ですから、せっかくで

すので、この全国高等学校の文化祭と学力向上

とのそういうある意味での宮崎県でできるそう

いう新たな取り組みみたいなのをぜひ期待した

いのですけど、その辺はどんなですか。

本当にうれしい御発言だ○飛田学校政策課長

と思うのですが、実は、校長会でこういう話を

させていただきました。学校というのはすべて

の子供をスターにさせるところだという話をし

たのですが、言うならばそういう話で、キャリ

ア教育に今学校は一生懸命力を入れて取り組ん

でおります。キャリア教育に力を入れるという

ことは、子供たちが目的意識を持ち、動機づけ

、 、 、を豊かにし 関心を高め 学ぶことの意味とか

そういうことを一生懸命やることにつながって

。 、いくと思います こういうことをぜひ推進して

今、委員が御指摘になったことにこたえていき

たい。

それから、具体的な学校の取り組みを１つ２

つ紹介させていただきますが、部活動の顧問が

各部の生徒の成績を全部つかんでおって、部活

動の顧問からアドバイスをしていくというよう

。な高等学校の取り組みも大分出てまいりました

学力については、基礎を大切にすることも大事

ですが、応用とか活用から見て、やっぱり基礎

を大切にしておかないといけないと気づかせる

ことも大事です。そういうことを総合的に積極

的に推進していきたいと考えております。以上

であります。

１点だけ、福田委員から○靍田財務福利課長

のお尋ねの件ですけれども、公立学校共済組合

の借り入れの平均利率、これにつきましては、

3.07％が平均利率でございます。したがいまし

て、今回、高利率分を返済し終えますと、21年

度以降は2.37％となりまして、0.7％の改善にな

ります。以上でございます。

以上で総務課、財務福利課、学○太田委員長

校政策課の審査を終了いたします。

入れかえのため、暫時休憩いたします。

午前11時25分休憩

午前11時30分再開

委員会を再開いたします。○太田委員長

特別支援教育室長、教職員課長、生涯学習課

長の説明をお願いいたします。

特別支援教育室の平○有馬特別支援教育室長

。成20年度の当初予算について御説明いたします

歳出予算説明資料、分厚い資料ですが、特別支

援教育室のインデックスのところ、469ページを

お開きください。予算額は、一般会計、8,727

万6,000円であります。

それでは主なものにつきまして事項別に御説

、 。明いたしますので 471ページをお開きください

まず、上から５段目の（事項名）特別支援教

育推進費についてであります。958万1,000円を

計上しております。そこの説明の欄でございま

すが、特別支援教育の推進に要する経費のとこ

ろ、２の新規事業、延岡地区総合特別支援学校

仮称 設置検討事業についてでございます 140（ ） 。

万8,000円を計上しておりますが、これにつきま

しては、後ほど委員会資料で詳しく説明させて

いただきます。

次の（事項名）特別支援教育振興費について

であります。7,769万5,000円を計上しておりま
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す。説明のところの特別支援教育の振興に要す

る経費のところでありますが、まず４の特別支

援学校医療的ケア実施事業についてであります

、 。 、が 5,460万円を計上しております この事業は

常に医療的ケアを必要とする児童生徒の学校生

活に必要な体制を整備するため、特別支援学校

に看護師を派遣するものであります。

次に、９の新規事業、みんなで応援！特別支

援教育地域充実事業についてでありますが、501

万5,000円を計上しております。これは、特別な

、支援を必要とする小中学校の児童生徒のために

地域の特別支援学校において、県民を対象とし

てボランティアを養成するとともに、特別支援

学校のコーディネーターによる小中学校への相

談体制の強化を図るものでございます。

続きまして、10の改善事業、特別支援学校就

労バックアップ事業に403万8,000円を計上して

おります。この事業は、特別支援学校が民間企

業と連携いたしまして、企業の障がい者の雇用

に関する企業側の現実的なニーズをきちんと把

握し、特別支援学校における職業教育の改善及

び就労支援体制の整備充実を図り、障がいのあ

る生徒の雇用の拡大を図るものであります。

最後に、475ページの（事項名）教職員人事費

でありますが、そこの真ん中の下の教職員人事

費の説明欄ですが、２の（５）総額裁量制活用

非常勤配置事業についてであります。ここの新

規事業のウ、特別支援教育チーフコーディネー

ター配置事業についてでありますが、1,138

万2,000円を計上させていただいております。こ

れにつきましても、後ほど委員会資料で説明さ

せていただきます。

歳出予算説明資料につきましては以上でござ

います。

続きまして、常任委員会資料をお開きくださ

い。特別支援教育室関係、委員会資料の９ペー

ジでございます。

新規事業 「延岡地区総合特別支援学校（仮、

称 」設置検討事業でございます。）

、 、１の事業の目的でございますが この事業は

延岡市内にあります延岡ろう学校、延岡養護学

校、延岡南養護学校を統合いたしまして、延岡

西高等学校跡地に新たな総合特別支援学校を設

置するための基本構想を作成するものでありま

す。

２の事業内容ですが、平成20年度におきまし

、 、 、ては 学識経験者や福祉・労働関係者 保護者

学校関係者等で構成する延岡地区総合特別支援

学校（仮称）設置検討委員会を通じまして、広

く県民の皆様の御意見を伺いながら、基本構想

等を作成してまいります。基本構想の内容とい

たしましては、卒業後の就労を目標とした一貫

教育、複数の障がいに専門的に対応できる教育

課程の編成、地域に開かれ地域に貢献する学校

のあり方等、新たな視点で基本構想を作成した

いと考えております。

事業費といたしましては、140万8,000円を計

上いたしております。

続きまして、10ページをお開きください。

新規事業 「特別支援教育チーフコーディネー、

ター」配置事業でございます。

１の事業目的でございますが、小中学校等に

おきまして、深刻化、複雑化しております発達

障がい等の適切な対応のために、相談件数が増

え多忙を極めております特別支援学校の特別支

援教育コーディネーターを統括し、指導助言を

行う特別支援教育チーフコーディネーターを配

置し、各地域における関係機関との連携、調整

の促進を図るものであります。

２の事業の内容でございますが、チーフコー
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ディネーターは、医療、福祉等の関係機関と連

携した困難事例に対するケース会議、それから

巡回相談の企画調整や特別支援教育コーディ

ネーター間の役割分担、情報交換の促進、地域

内の特別支援教育に関する啓発の推進を主な役

割としております このチーフコーディネーター。

各１名を県央、県北、県西、県南の特別支援学

校６校に配置したいと考えております。事業費

といたしましては、1,138万2,000円を計上して

いるところでございます。特別支援教育室から

は以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。

それでは教職員課の予算に○堀野教職員課長

ついて御説明いたします。歳出予算説明資料の

教職員課のインデックスのところ、473ページを

お開きください。

一般会計984億9,143万1,000円を計上しており

ます。以下、主なものについて御説明いたしま

す。

475ページをお開きください。

最初の（事項名）教職員人事費に９億9,018万

円を計上しております。内訳といたしまして、

説明の欄でございますが、１の教職員人事管理

に要する経費といたしまして2,760万3,000円、

２の学校非常勤職員、賃金職員、学校医等の配

置に要する経費といたしまして９億6,2 5 7

。 （ ）万7,000円をお願いしております その中の ５

の新規事業アの中学校学級編制調査研究事業に

つきましては、後ほど委員会資料で説明させて

いただきます。

次のページ、476ページをお開きください。

最初の（事項名）退職手当費に70億2,880

万6,000円を計上しております。

次に教職員の人事費等でございますが、学校

種ごとに御説明いたします。一番下の段からに

、 、（ ）なりますが 小学校費につきましては 事項名

職員費に379億1,587万5,000円、次のページにな

りますけれども （事項名）旅費に２億4,765、

万8,000円を計上しております。同様に、次の段

の中学校費でございますけれども （事項名）職、

員費に241億691万3,000円 （事項名）旅費に２、

億90万円、次の高等学校費につきましては （事、

項名）職員費に199億392万5,000円 （事項名）、

旅費に２億2,891万1,000円、次のページになり

ますけれども、特別支援学校費の（事項名）職

員費に78億219万2,000円 事項名 旅費に5,869、（ ）

万4,000円を計上しております。この特別支援学

校費につきましては、先ほど財務福利課のほう

から説明もありましたけれども、予算科目を変

更しております。なお、平成19年度の予算額に

つきましては、委員会資料の17ページの下のほ

うに記載しておりますので、参考にしていただ

きたいと思います。

次に、新規事業について御説明いたします。

委員会資料の11ページをお開きいただきたいと

思います。中学校学級編制調査研究事業であり

ます。

まず、１の事業の目的でありますが、現在、

小学校１年生、２年生におきまして、少人数学

級を実施し、欠席日数の改善など一定の成果を

得ております。一方、中学校におきましては、

特に１年生で不登校生の急増や学力格差の拡大

などの課題があり、これらの改善に向けて中学

校１年生において少人数学級を試行し、適正な

学級規模の調査や人員の配置方法などの検証を

行うものであります。

次に、２の事業内容であります （１）の少人。

数学級の試行といたしまして、県内６校のモデ

ル校を指定し、平成20年度から３年間の計画に

より、学校規模別に30人学級と35人学級を導入



- 65 -

して試行を行い、その学級増に対応するため、

非常勤講師を配置することとしております。

（ ） 、２ の少人数学級の効果検証といたしまして

生活面及び学習面の調査や教員、保護者等への

アンケートを実施しますとともに、モデル校及

び関係課等による検討委員会を設けまして、事

業効果と実施方法の検証を行うこととしており

ます。

３の事業費でありますが、2,570万円を計上し

ております。

教職員課関係は以上でございます。よろしく

お願いいたします。

それでは、生涯学習課の○勢井生涯学習課長

予算について御説明いたします。先ほどの歳出

予算説明資料にお戻りいただきまして、生涯学

習課のインデックスのところですが、479ページ

をお開きください。

一般会計で６億562万2,000円を計上しており

ます。以下、事項別に主なものにつきまして御

説明いたします。

次、めくっていただきまして481ページをごら

んください。

上から５段目の（目）社会教育総務費であり

ますが、次の（事項名）社会教育振興費に1,711

万5,000円を計上しております。これはその下の

１の社会教育主事等研修などを通しまして、社

会教育の振興を図るための経費でございます。

その次の（事項名）成人青少年教育費に

は、5,239万7,000円を計上いたしております。

主なものといたしましては、１の放課後子ども

教室推進事業があります。これは平成19年度か

らの継続事業でありますが、放課後や週末にお

ける子供の活動拠点を、公民館や学校の余裕教

室等に設け、地域住民の協力を得ながら、体験

活動や学習等を行うことにより、家庭、学校、

地域が一体となって子供を育てる取り組みの推

進を図るものであります。

次に （事項名）家庭教育振興費に1,122万9,000、

円を計上しております。１のふれあい子育て支

援推進事業は、地域で家庭教育の支援を行う事

業を実施することなどによりまして、家庭の教

育力の向上を図るものであります （１）に新規。

事業、子どもの生活リズム向上支援推進事業が

ございまして、これに267万7,000円を計上して

おりますが、これにつきましては、後ほど委員

会資料で説明させていただきます。

続きまして、めくっていただきまして482ペー

ジをごらんください （事項名）生涯学習基盤整。

備事業費でございますが、1,985万2,000円を計

上しております。その主なものといたしまして

は、２の生涯学習情報提供・相談体制の整備と

いたしまして、インターネットを活用した各種

の生涯学習情報の提供、それから３の生涯学習

環境の整備におきまして、県立学校の教育機能

を活用して、県民の学習機会を支援します県立

学校開放講座などが含まれております。

次に、中ほどからやや下にあります（目）図

書館費の（事項名）図書館費でございます

が、9,602万8,000円を計上いたしております。

その主なものといたしましては、１番の管理運

営費で、これは図書館の維持管理などに要する

経費でございます。なお、新規事業といたしま

して ３に県立図書館書庫拡張に係る強度調査・、

設計事業を計上しておりますが、これは図書館

の書庫拡張に向けて施設の強度調査及び設計を

行うものでございます。

次の（事項名）奉仕活動推進費には１億2,293

万2,000円を計上しております。その主なものと

いたしましては、次の483ページになりますが、

、 、１の資料整備費 これは4,349万5,000円ですが
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。これは図書等の購入に要する経費でございます

また、９に新規事業といたしまして、県立図書

館新図書館情報システム構築（更新）事業でご

ざいますが、これにつきましては、現在のコン

ピューターシステムの更新に要する経費を計上

しております。

次に 中ほどにあります 目 美術館費の 事、 （ ） （

項名）美術館費、これに１億8,975万4,000円を

計上しております。主なものといたしまして、

２の管理運営費でございますが、これは美術館

の維持管理などに要する経費でございます。

次の（事項名）美術館普及活動事業費に8,337

万9,000円を計上しております。主なものといた

しまして、３の特別展費でございますが、これ

は「パリ・ニューヨーク20世紀絵画の流れ展」

など平成20年度に行う予定の４つの特別展の開

催経費でございます。

歳出予算説明資料につきましては、以上でご

ざいます。

次に、新規事業について御説明いたします。

文教警察企業常任委員会資料の12ページをお開

きください。

子どもの生活リズム向上支援推進事業につい

。 、 、てであります まず 事業の目的でありますが

、子供の望ましい基本的生活習慣を育成しながら

生活リズムの向上について普及啓発等を図るた

めに、県ＰＴＡ連合会と連携し、家庭の教育力

の向上を図るものでございます。

事業の内容でございますが、まず（１）の県

ＰＴＡ連合会と連携した実践活動及び研修会の

開催につきましては、①にありますように、全

小中学校の単位ＰＴＡ団体において、生活リズ

ムの向上に関する体験型イベントや学習会・啓

発活動、さらには家庭内での継続的な取り組み

を実施するものであります。また、②にありま

すように、県単位ＰＴＡ会長会におきまして、

全体研修を実施する予定でございます。

次の（２）の推進協議会の設置でございます

が、行政や県ＰＴＡ連合会その他の家庭教育支

、援団体等で構成します推進協議会におきまして

家庭教育における生活リズム向上支援のあり方

について協議を行うものであります。

（３）の生活リズム向上に関する普及・啓発

につきましては、７つの単位ＰＴＡにモニター

として活動等に関する諸報告を行ってもらうこ

。 、 、とにしております また 県といたしましては

ホームページでの情報提供や実績報告書の配布

等を行うことによりまして、生活リズムの向上

に関する普及・啓発を図るものでございます。

事業費といたしましては、３にございますよ

うに、267万7,000円をお願いしております。

以上です。よろしくお願いいたします。

それでは時間となっております○太田委員長

ので、これで休憩いたしまして、再開を１時10

分からとしたいと思います。そういうことでよ

ろしくお願いいたします。

午前11時50分休憩

午後１時13分再開

それでは委員会を再開いたしま○太田委員長

す。

特別支援教育室、それから教職員課、生涯学

習課の審査になりますが、質疑をされる方は、

ページなどをあらかじめ言っていただくと大変

助かります。質疑はありませんか。

資料のほうの11ページにあります○西村委員

中学校学級編制調査研究事業について幾つか質

問させていただきます。先ほど説明をいただい

たんですが、少人数学級の試行ということで、

まずこのモデル校の選定基準というもの、ほか
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にもいろんなモデル校が今まで存在してきたと

思うのですが、今回もまたこういうことでモデ

ル校になると思うのですが、まずその選定基準

を教えていただきたいと思います。

この試行に当たっては、こ○堀野教職員課長

の少人数試行の効果を検証するために、大中小

大規模な学校、中規模な学校、小規模な学―

校をそれぞれ35人、30人というふうな形でやり

たいと思っております。合計６校になるという

ふうに考えておりまして、その選定基準でござ

いますけれども、今申し上げたように、大中小

ということで考えておりますが、生徒数によっ

てなかなかきちんと生徒数で割り切れない部分

がございまして、クラス数が出てこない部分が

あります。40人学級で割っても30人学級で割っ

てもクラス数が変わらないところがありますの

で、その変わるような生徒数のところを選ぶと

いうのが一つと、あとは地域バランスというの

がございますので、ある程度地域的なものを見

たいというふうに考えております。以上でござ

います。

関連して、そのモデル校の選び方○西村委員

というものに対して、非常に学校サイドの先生

方等々聞くと、学校の校風に合ったものがモデ

ル化してくるケースと、逆にいえば、望んでな

いけれども、押しつけ的に来るケースとかいろ

いろあるようでして、特にこういう事業という

のは、先生方も仕事がふえる部分もあって非常

に懸念している部分があるようなんですが、例

えば、事前にヒアリングとか現地の学校をどな

たか見に行って、ここはモデル校にふさわしい

というようなことはされるのでしょうか。

今からモデル校については○堀野教職員課長

選定していきたいと思っておりますけれども、

基本的には教育長さんからの御意見なり校長先

生の御意見等々お聞きしながら選定したいと

思っております。ただ、先ほど申し上げたよう

な条件に合うところが特に大規模校になると限

定されますので、なかなか難しい面もございま

す。ただ、そういった形で選定していきたいと

思っております。

関連して、この事業の中で、30人○西村委員

と35人の導入をして比較検討されるわけですけ

れども、例えばこれが極端な話、20人と40人と

か、そのぐらいの大幅な新しい取り組み的なこ

とはやられないんでしょうか。30と35がそれほ

ど現場にとっての大きな、もちろん５人の差と

いうのは大きいんでしょうけれども、それより

もさらに大きい開きで検討されるということは

考えにないんでしょうか。

○ 全国の状況を見ましても、堀野教職員課長

さまざまなクラス編制をやってまして、23県ぐ

らいやっておりますけれども、30、33、35、38

というふうな形でやっております。それと、そ

の試行状況を見てみますと、数学とか英語とか

、少人数でやったほうが適当な科目もありますし

あと音楽とか体育とか学校行事とか、多人数で

やったほうがいい教科もあります。だから、そ

のあたりも適正なやり方を見たいというので、

今回30人、35人という形を設定したところでご

ざいます。

それは最悪モデルとなるクラスの○西村委員

子供たちが、モデル化されたことによって学力

的な開きがもし万が一出てしまった場合の、そ

ういうことまで考えてということですか。

少人数であればあるほど本○堀野教職員課長

当に適しているのかどうかというのはあるかと

思います。一定の規模というのが組織の中で子

供たちの学力なり成長なりが期待できると思っ

ておりますので、一定の規模は確保したいなと
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いうのはございます。

最後に、この事業についてですけ○西村委員

れども、この学級増に対応するためという部分

で非常勤講師等を配置すると。もちろん人数が

クラスがふえて、ふえたクラスの分だけ先生の

補充を非常勤講師で行うということなんでしょ

うけれども、現場の方の話とかも聞きますと、

非常勤講師がふえても、いわゆる学校の雑務自

体は処理できるのは正社員というか正教師、正

式採用された方ばかりなので、逆にそっちの仕

事がふえてしまうという話も一部聞いたもので

すから、そういうことに対しての配慮がなされ

ているのかどうか伺います。

学級が１つふえることに○堀野教職員課長

よって、学年担任が１人必要になります。さら

に授業数が多分30時間程度必要になってくるか

と思います。ですから、これは中学校の場合は

教科別に分かれますので、それぞれ２時間から

４時間程度先生の授業時間がふえると そういっ。

たことで１人という配置じゃなくて、非常勤職

員を機動的にうまく使うことで、その時間増に

対応できるのではないかというふうに考えてお

りますし、さらにこの試行の中で、各先生方に

負担にならないようなうまいやり方を工夫して

いきたいというふうに考えているところであり

ます。以上です。

非常に財源の問題もあって、やみ○西村委員

くもに正職員さんをふやせない状況もあります

、 、 、が ただ こういうモデル事業になった学校が

そういうのが来ると非常に負担がふえるとか、

できればうちは受けたくないというような空気

が出てくると非常にまずいなというのを懸念し

ておりまして、非常勤講師の有効な使い方とい

うのも一つでしょうけれども、トップダウン式

にならずに、やはり現場の状況というものをぜ

ひ教育委員会のほうからも出向くなり、実際そ

れぞれのモデル校とも相談をしながら進めて

いっていただきたいと思います。以上です。

、 。○福田委員 475ページ ちょっと後学のために

この中段の学校非常勤職員、賃金職員、学校医

等の配置に要する経費 （１）の小・中・県立学、

校非常勤講師手当として６億3,800万円計上され

、 。ておりますが これは何人分の予算でしょうか

大体アバウトでしょうけど。

非常勤職員の場合は時間数○堀野教職員課長

で積算しています。それで時間をあえて職員と

いう形で並べますと、約414人分ぐらいになりま

す。

アバウトで414人ということであり○福田委員

ますが、この中で教職を志望しておる新卒の者

と、退職者の方もいらっしゃると思いますが、

その人数比率はどうなっているでしょうか。現

状でも結構です。

申しわけございません。そ○堀野教職員課長

ういった、その時々、例えば来年度に行きます

と、通常でいけば４月１日に採用するという形

になりますので、来年度の比率は当然わかりま

せんし、現時点でもそういった比率を調査した

ことはないので、ちょっと手元に資料はござい

ません。

私、なぜ聞くかというと、やっぱ○福田委員

り大事なことでして、非常勤講師といえどもク

ラスを受け持って授業をやられるわけですが、

その中で教職志望の新卒者あるいは経験豊富な

、 。退職者 それによって随分違ってくるんですね

私も今思い出しているんですが、中学時代に、

あの先生は臨時だったんかなというふうなこと

も記憶があるんです その先生はたまたまよかっ。

たんですが、そこで414名を雇用されるに当たっ

て、なぜこういうことを聞くかといいますと、
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今社会的にいわゆる契約とか非正規社員の正社

員登用の問題が社会問題化していますから、公

的な機関において、しかも教育という非常に大

事な現場でございますから、どういうふうに考

えられるのかなと思ったんです。414名は、これ

はいろんな病欠とかあるいは女性の多い職場で

ありますから産休とかありますが、その補充割

合はどうなっているんでしょうかね。

説明が若干不足しておりま○堀野教職員課長

して、ちょっと補足いたしますけれども、この

非常勤講師は、時間単位で採用する講師でござ

いますので、委員のおっしゃっている臨時講師

の分は、これ以外の職員費のほうに含まれてお

ります。それで、講師という形でいきますと、

これが19年４月１日現在の数字になりますけれ

ども、全体で988名おります。そのうちの約400

名がそういった産休代替とか病休代替とかいっ

た数字になります。

それから、今度は476ページ、退職○福田委員

手当が70億円余計上されておりますが、これは

定年退職者の見込みとか、途中退職者の見込み

が入っていると思いますが、人数的にはどうい

うぐあいになるんでしょうか。

20年度当初予算では、定年○堀野教職員課長

が164名、それと勧奨退職、これは途中での死亡

退職も含んでおりますけれども、これが74名、

普通途中で退職される方が53名等を見込んでお

ります。

それから、もう一つお尋ねします○福田委員

が、県立の学校あるいは市町村立小中学校で、

御夫婦で御勤務の人数、どれぐらいいらっしゃ

るか。

管理職を除く数字でちょっ○堀野教職員課長

と申し上げますけれども、共稼ぎが全体で52.3

、 、％ これは同じ教員ということだけではなくて

他の公務員、会社員、そういったものを含め

て52.3％という数字になっております。

教職以外は別にしまして、これは○福田委員

わかりますが、先生という職場で御夫婦で御勤

務の方はどれぐらいいらっしゃるかなと。

ちょっと先ほどの数字、１○堀野教職員課長

年前の数字を申し上げて申しわけないんです

が、19年５月１日現在で先ほど言った52.3とい

、 。うのは間違いでございまして 55.9になります

それと同一任命権者という関係でいきます

。と35.3％が共稼ぎということになっております

そうしますと、35.3％というと約○福田委員

何人でしょうか。

人数にいたしますと3,160人○堀野教職員課長

になります。これは小・中・高・特別支援を含

めてこの数字になります。

美術館関係のことでちょっとお尋○井上委員

ねしたいのですけれども、美術館は維持管理費

も非常にたくさんお金がかかるものですから、

それなりにやっぱり県民も多く活用されるとい

うことが一番大事だと思うのですけれども、今

までありました昨年の実績でもいいんですけれ

ども、入館者が多かったような取り組みという

のは、どういうものが一番傾向として多いんで

しょうか。

18年度の数字で申します○勢井生涯学習課長

と、入館者につきましては、全体で27万8,000人

余りでございます このうち 特別展が９万8,590。 、

人、約９万9,000人でございます。それから、美

術館の本来持っております美術品を展示します

コレクション展のほうが５万880人です。ただ、

この中で一番多いのが、それ以外に分類されな

い、例えば個人で県民ギャラリー等を使われま

して展示会等されますけれども、そういったも

のの入館者、その関係での入館者等が11万7,859
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人、約11万8,000人になっております。

昨年は知事の人気ですごく宮崎の○井上委員

、県庁なんかも来てくださった人が多いんですが

この美術館、県外の人であるか県内者であるか

という分布というのはあんまりとられてないか

もしれないんですが、それによって入館者がふ

えたというような実績みたいなのというのはあ

るんですか。

委員がおっしゃいました○勢井生涯学習課長

ように、県内県外という区別をしておりません

ので正確な数字はわかりません。例えば特別展

でどういうものをやるのか、そういったものに

よっても入館者数が違います。それと、先ほど

言いました県民ギャラリー等を使って行う展示

会等がどれだけ知名度のあるものとか、影響の

あるものかによっても違うものですから、なか

なか今回の知事就任による効果というのが、数

字としてはちょっと把握しがたい状況にござい

ます。

、 、○井上委員 例えば平成18年の実績 27万8,000

それで例えば19年にはこの27万8,000を大きく超

えそうだみたいな、そういう実績みたいなもの

はないんですか。今の段階で結構です。

これにつきましては、か○勢井生涯学習課長

なり年度によって上下といいますか、増減が激

しいもんですから、現在のところ数字を見てみ

ますと、昨年をちょっと下回りそうな感じでご

ざいまして、数字の上からは、先ほどおっしゃ

いました知事就任の効果そのものがどれだけか

というのは、ちょっと見えない状況にございま

す。

この美術館は、大体あればいいと○井上委員

いうことだけではないので、できるだけ多くの

県民の皆さん、それから県外の方たちなんかも

利用していただくということが最高にいいわけ

ですけれども、現状として大体年間の入館者予

定数といったらおかしいんですけれども、最初

美術館を建てられたときの予想というか、大体

これぐらいは来るだろうみたいな予想の人員と

現在というのはどんな状態なんでしょうか。

美術館を最初に建設しま○勢井生涯学習課長

したときの予想入場者数というのは、済みませ

んが、ちょっと手元にございませんのでわかり

ませんが、ここ５年程度を見ますと、一番少な

いときで15万8,000から、18年度が一番多くて27

万8,000でございます 大体平均いたしますと 20。 、

万人前後ということになっているんですが、い

ろいろと先ほど言いましたように、例えば特別

展にしましても、２年ぐらい前からいろいろと

準備していくものですから、すぐすぐになかな

かことしの実績をそのまま来年度の特別展に反

、映させるというのは難しい状況にあるんですが

いろいろとできるだけ多くの方の関心を引き起

こすようなそういう企画等、それともちろん芸

術的にも価値の高いものということで考えて

いっているところでございます。

規模的に他県にある美術館と単純○井上委員

には比較できないと思うのですよね。常設の展

示されているもの自体も違うし、それはあると

思うのですけれども、地方の美術館としてのあ

り方からすれば、うちの県立美術館というのは

大体どういう皆さん方からしたときの評価なん

ですか。分析とか、そういうのをされたことが

あるんでしょうか。

確かにどういう作品を展○勢井生涯学習課長

示するか、あるいは収蔵しておるかによって随

分入場者は違いますし、また周辺の人口によっ

ても違うのですが、なかなか比較しての評価と

、いうのがちょっと難しいところがございまして

ちょっと今手元に各県比較したものの数字を
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持っておりませんので、その数字については確

認させていただきたいと思います。

例えばという話で結構なんですけ○井上委員

、 、れども 例えば大原美術館に行けばこうだとか

どこどこの美術館に行けばこうだと、うちも結

、構な高い値段を出して買った絵もあるんですが

それで集客ができるというような状況には今ま

だないんではないかなというふうな感覚なんで

すよね。それで、前回は美術品を買うことをや

めておられたり、いろんなことを考えておられ

たようですけれども、この美術館の運営そのも

のを今後、どうしたら集客力が上がっていくの

かという検討みたいな、そういうものはされて

いるのでしょうか。

美術館の運営につきまし○勢井生涯学習課長

ては、外部の委員の方も含めまして、美術館運

営協議会というのを設けておりまして、そこで

意見を伺いながら事業を進めているところでご

ざいます。それと、これまで確かにいろいろと

高価な作品等も購入しているのですが、これも

常時展示するということもなかなかできないも

のですから、実際持っている作品を繰り返すと

いいますか、一定の期間ごとに展示していくと

いう形になりますので、内容についてのＰＲと

いうことも含めまして、今後取り組んでいかな

いといけないと思いますが、作品そのものだけ

で今のところ集客が増加するという状況にはご

ざいません。なお、現在所蔵しております作品

につきましては、美術館の本館だけでなくて、

各地域でごらんいただけるように、移動美術館

あるいはハイビジョンギャラリー等という形で

県民の方にごらんいただいているところもござ

います。

それから、先ほど申しましたコレクション展

だけに限って言いますと、このコレクション展

というのが美術館の持っておる作品を展示する

ものでございますが、これは平成17年度から県

民サービスの向上ということで、それまで有料

だったものを一応無料化いたしまして、これに

よってコレクション展だけを見ますと、ほぼ２

。倍ぐらいにふえているという状況がございます

そういう努力もしていただきたい○井上委員

んですが、もう一つ、他県の特別展なんかを参

考にしながら、それが来たときには、うちもそ

のコースの中に一緒に入れてもらうとか、でき

るだけ美術館の活用と、美術館がしょっちゅう

そういう意味で言う、人を集め切る力を持つと

いうふうに何か、協議会含めてですけれども、

検討を常にして、ちょっと目を引く、ちょっと

目を引く、ちょっと目を引くという感じでやっ

、 、ていただくと 美術館の存在意義みたいなのが

これは絶対あってほしいところですので、です

から、そういうのなんかを無理くり高い絵を買

わなくちゃいけないとか、そういうことはない

と思うのですよ。だから、他県の美術館との連

携をよくとりながら、そっちに行けばこっちま

で来てくれみたいなのは、何かいろんなネット

ワークが張れないものか、そこの努力をしてい

ただけるといいなと思っているところなんです

けど、いかがですか。

特別展の中では国内でい○勢井生涯学習課長

ろんな美術館等が連携いたしまして、例えば国

内で５カ所とか、そういったところと連携しな

がら実施している事業もございます。それで、

今後ともそういう美術館の、特に学芸員等の人

脈等を通じまして、いろんな連携を図っていき

たいと思っております。また、美術館のＰＲに

つきましては、霧島アートの森と都城市立美術

館、それから宮崎県立美術館につきましては、

この３つの館が連携して相互にＰＲしていくと
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いうことで取り組んでおります。また、一応来

年度に予定しているんですが、エッシャー展と

いうのを予定しております。これはハウステン

ボス美術館のほうが持っているんですが、ここ

とお互いに作品を交換することによって実施し

ようという企画でございます。そういうのも予

定しております。

何度も申し上げて申しわけないん○井上委員

だけど、都城市立美術館、あそこは小さいなが

らもおもしろいんですよね。あそこの展示とい

うのはですね。やっぱりああいう地方、都城市

という小さなところでしている美術館であるに

もかかわらず何かおもしろい、いろんなものを

持って来られる。ああいう努力も、それを各地

域の市のほうでやっている美術館、それを総合

したものを県でまたやってみるとか、いろいろ

工夫をしていただけるといいかなというふうに

思いますので、これは御努力をお願いしておき

たいと思います。結構これに関しての金額とい

うのは高いんですよね。それは美術館を持って

おればこれぐらいの金は絶対に要るわけで、そ

の維持管理費も含めてそうですけれども、そう

いうことが費用対効果とかと言われたときの判

断基準にされるのはちょっといかがなものかと

いうふうに私自身は思いますので、そういう意

味での努力をお願いしたいと思います。単に収

集だけに目がいくのではなくて、そういう工夫

をちょっとしていただけるといいかなというふ

うに思いますので、よろしく努力していただき

たいと思います。

それと、もう一つ聞いておきたいのですが、

特別支援教育室は全体の予算が非常に小さいと

いうか、もっとたくさんあってもいいのではな

いかと思うほどあれなんですが、その中ではよ

く工夫していろんな事業をやられているなとい

うふうに思っています。

みんなで応援！特別支援教育地域充実事業、

これは具体的に効果というか、そういうものと

いうのはどんなふうに、例えば障がい児を持っ

ていらっしゃるお母さんとか、自分の子供じゃ

ない子供に対して今度はちょっとあれしてみる

とか、そういうことも含めてというふうに考え

てもよろしいのかどうか、そこをちょっと聞か

せていただきたいと思います。

みんなで応援！特別○有馬特別支援教育室長

支援教育地域充実事業ですが、実はこれはこれ

まで盲・聾・養護学校特別支援教育センター化

事業というのを３年間実施してきました。その

事業の後継事業というふうに基本的にはとらえ

ているんですが、一つは盲・聾・養護学校の特

別支援学校のコーディネーターが小中学校とか

地域の障がいを抱えた子供たちの相談、巡回相

談に当たるというのが一つの大きな柱。もう一

つは、特別支援学校で一般県民の方々とか保護

者の方々に集まっていただいて、ボランティア

養成を行って、そこで養成されたボランティア

の方々が地域の小学校や中学校等に介助員とし

て出向いていかれると、そのための養成であり

ます。以上です。

これはぜひちょっと努力してみら○井上委員

れるとおもしろい おもしろいというか、非―

常に効果のあることが出てくるのではないかと

ちょっと期待できますので、ぜひ頑張っていた

だきたいと思います。

それから、特別支援学校就労バックアップ事

業、これは例えば県庁なんかがちょっと知的障

がいのある方なんかを１年間受け入れをしてい

ただいたりして、県庁の中の受け入れというの

は非常に小さいような気がするんですよね。企

業も収益がたくさん上がっているところならい
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いけれども、なかなか非常に厳しいところは、

就労の引き受けというのはちょっとなかなか難

しいんですよね。外郭を含めて県庁の努力とい

うのはもっとされていいのではないかなと思う

のですね。昨年は一応１人雇っていただいたと

いうかやっていただいて、わざわざ広報誌にも

載るぐらい、そうありましたし、また雇われた

人も非常に喜んでおられたと。次のステップに

なるというふうに、これはすごく大事な事業な

ので、これを少し県庁も、もう少しバックアッ

プできるような体制というのが組めないものか

どうか、それはいかがなんでしょうか。

今 委員がおっしゃっ○有馬特別支援教育室長 、

た、今年度まで実施しておりました知的障がい

者就労支援モデル事業、宮崎養護学校と民間事

業所が連携しまして、もう少し訓練すれば就職

に、一般就労に結びつくというような方々を県

、庁本館で訓練をしながら育ててきたわけですが

その方々が年間３人しか養成されないと。そし

て、その３名の方々は、過去２年間３名とも、

３名・３名、６名なんですが、就職に結びつい

ております。今年度も３名のうちの２人は今の

ところ確定しております。そういう形で微々た

る風ではありますが、就職は進めています。そ

れから、その事業はことし３年で一応終了いた

しますので、この３年間でビルメンテナンスに

ついてのノウハウを宮崎養護学校で蓄積いたし

ました。養護学校の高等部の作業学習の中にも

ビルメンテナンスコースを設けております。今

後は、このことを特別支援学校就労バックアッ

プ事業を通しまして、延岡南でありますとか都

城でありますとか、そういった学校にこのノウ

ハウを広げていきたいということで、この事業

を一つは起こしております。県庁の中でも、例

えばそれぞれの建物がございますが、そこの清

掃業務等は今民間に委託されているわけですけ

れども、そういったところに知的障がい者を就

労することができないかというようなことも、

一応総務課といろいろ話もしながら検討はしま

したが、なかなか入札等の関係で非常に難しい

ところがございました。で、現実化してないと

いう状況がございます。以上です。

障がい者施設でも法人格を取って○井上委員

いらっしゃるところもあるので、そういう方た

ちが清掃業務を 例えば役所のいろんな役場だっ、

たりとかいうところの、そういうのが取りやす

いような状況、もうちょっとアプローチしてみ

て、そうしたら、この６人の就職というのは非

常にすばらしい実績だと私は思いますが、これ

はぜひここを少しこちらのほうからコーディ

ネートして、各市町村の役場とか、ああいうと

ころのある一部分を障がい者の法人格を取って

いらっしゃるところと契約をとるとか、何かそ

ういうのを少しやっていただくと、また就労と

いうことと、もう一つはそれにステップアップ

できる一つの方法にもなるので、今宮崎市だと

か町村だとかで少しそれが広がってきつつある

ので、そこをどうかして、こういう方法がある

とかいうのを、もう少しちょっと具体的に広げ

ていただけるといいかなと思うのですけど。

今 委員がおっしゃっ○有馬特別支援教育室長 、

たことは非常に大事なことであろうと思ってお

ります 卒業した後の子供たちの就労にかかわっ。

ている部分は、障害福祉課とか労働政策課とも

一体になってやる必要があります。現にそうい

う委員会がつくられておりまして、何回か作業

部会であるとか検討会を行っておりますので、

そういったところでもどしどし発言をして、雇

用が進むようにしていきたいと思います。

特別支援教育室長、関連をしてで○米良委員
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すが、今のバックアップ事業、これは今井上委

員もおっしゃいましたけれども、過去のそうい

う事例からすると、非常に雇用というのは難し

いんですよね。なかなか雇い入れる側からしま

しても厳しい視線が浴びせられますし、極めて

これは長い間の懸案事項だと思います。今幾つ

か述べられましたけれども、そのほか、こうい

う事業をやることによって、あるいは取り組む

ことによって、もうちょっと就労がアップしは

しないかという、特別そういうことはそのほか

に考えておられないんでしょうか。

今委員がおっしゃっ○有馬特別支援教育室長

たように、特別支援学校の最終的な目標は、就

労をどれだけ広げていくかというのが一番問題

でありまして、保護者の方々も一番そこを望ん

でおられると思うのです。この特別支援学校就

労バックアップ事業というのも、実は一番のね

らいはそこでありまして、従来、特別支援学校

で高等部を置いて作業学習をやっているんです

が、その作業学習の内容が、もう過去20年ある

いは30年と同じような内容を繰り返してきてお

ります。例えば窯業であるとか農業、それから

木工とか、昔といったらおかしいかもしれませ

んが、そういったありきたりの作業学習の内容

では、今の時代の流れについていけない。例え

ば、今でしたら、先ほど申しましたビルメンテ

ナンス、ビルの清掃とかそういったもので結構

働ける場所はあると思うのです。そういったも

のを養護学校等の高等部の作業種目としていか

に取り入れるか、それは学校の教員だけではな

かなか気づかない面がありますので、今回この

事業を起こしまして、実際に受け入れ企業に評

価をしてもらう。そして、その評価をもとにし

、 、まして 学校の先生やら保護者と一体となって

ここの種目はこんなふうにしたらいいんじゃな

いか、こんなふうにすると雇えるよ、こんな子

を雇えるよというようなことをどしどし意見を

聞かせてもらうというような事業内容でござい

ます。こういうことを通して雇用の拡大を図っ

ていきたいと思っております。

室長がおっしゃいますように、本○米良委員

来の雇用なのか、あるいは今室長が言われた何

か体を動かすことによって、その子供たちなり

そういう人たちが、何かその日の生きがいを見

出していくと、そういう場所の提供というか機

会を与えることが私も大事じゃないかなと思う

のですよ。そのほかに考えられますのは、いろ

いろ福祉施設があるじゃないですか。特別養護

老人ホームとか、あるいはそういう施設関連の

場所でのそういう就労の機会とか、そういうこ

ともやっぱりいいんじゃないかなと、こう思う

のですよね。今、室長がおっしゃったとおりだ

と僕も思うのです。だから、できるだけそうい

う機会を探すということはちょっと適当じゃな

いかもわかりませんが、そういうところにでき

るだけ機会を与えていくとか、そういうことが

大事じゃないでしょうかね。

全くそのとおりだと○有馬特別支援教育室長

思います。大変ありがたい御意見だと思ってお

ります。今、特別支援学校でも作業学習の現場

実習というのをやるんですが、そのときに近く

の老人ホームだとか、老人介護施設だとか、そ

ういったところに実習をさせてもらっておりま

す。そういう形で、例えば、朝８時から夕方の

５時までずっと働くだけが就労じゃなくて、あ

る子供は午前中だけ、ある子供は午後だけ、場

合によっては２時間しか働けないけど、毎日働

けるよというような、実態に応じて働き方の形

態が違ってもいいと。それでも家に閉じこもっ

ているよりは、施設に入りきりになっているよ
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りかいいと。そういうような考え方を少し変え

ながら、その人一人一人に合った就労の形態を

探っていきたいというふうに考えております。

だから室長、もう釈迦に説法です○米良委員

からあれですが、障がい者の雇用ということに

、 。なりますと 企業もやっぱり敬遠するんですよ

それだけ実が上がるかというと決してそうじゃ

ないと思うのですよ。だから、そういった大き

な目で見ていただくと、今室長からも適切なお

話をいただきましたようなそういう作業の形態

といいますか、そういう機会と場所を与えると

か、僕はそれでいいと思いますので、ぜひひと

つまた、そういう拡大をお願いしたいなとこう

思います。

それから、関連をしてですが、471ページにあ

ります特別支援学校医療的ケア実施事業という

のが5,400万上がっていますが、これは恐らくお

医者さんの報償費か何かかなと思うのですけれ

ども、その内容と予算の基礎についてちょっと

お聞かせ願いたいと思います。

これは特別支援学校○有馬特別支援教育室長

で障がいが極めて重くなっているお子さん方が

おられまして、自分では食事がとれない、排尿

ができないというような子供さんが徐々にです

が多くなってきております。そのために、現在

のところ、８校に看護師 お医者さんじゃな―

くて看護師です を12名配置しております。―

その看護師の看護協会と訪問看護ステーション

に派遣を委託しておりますので、その委託料に

なっております。よろしいでしょうか。

ちなみに、延べ人数にしたら年間○米良委員

どのぐらいになるでしょうか。

平成19年度の実績で○有馬特別支援教育室長

は、36名の児童生徒に12名の看護師を配置して

おります。

年間雇用ですね。○米良委員

はい、そうです。○有馬特別支援教育室長

看護師の延べ人数。○米良委員

その12名の看護師さ○有馬特別支援教育室長

んを１年間ずっと雇っておりますので、延べの

日数についてはちょっと今手元にデータがござ

いません。

、 。○米良委員 室長 もう一つお聞かせください

、このいただいた資料の10ページでございますが

特別支援教育チーフコーディネーター配置事業

というのがありますが、これも新しい事業で御

説明いただきましたが、内容として考えられる

指導援助、これはどういうことをもって当たら

れていくのかというのが一つと それから コー、 、

ディネーターという人材登用になると思います

、 。が どういう人たちが当たられるんでしょうか

参考のために。

このチーフコーディ○有馬特別支援教育室長

ネーターというのは、特別支援学校に特別支援

教育コーディネーターというのがおりますが、

その特別支援教育コーディネーターに関しての

相談件数が非常に多くなっておりまして、年

間5,000件ほどのいろんな相談、巡回相談、電話

、 、相談 訪問相談というふうにふえておりまして

非常に多忙を極めております。それで、その中

には非常に特別支援学校のコーディネーターだ

けでは解決できない事例等もございますので、

そういった特別支援教育コーディネーター間の

調整 それから統括 特別支援教育コーディネー、 、

ターに関する助言、それがまず第１点。それか

ら、非常に教育分野だけでは解決できないよう

な困難な事例に対して、医療機関とか福祉機関

とか等の意見をお聞きしながら解決していく、

対応していくというのが２点目。それから、各

地域にこういった問題に対する専門家チームを
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置いておりますが、そういった専門家チームの

招集、それとともに、それぞれの地域内のこう

いった発達障がいに対する研修とか、一般県民

の方々への啓発、そういったものを仕事の内容

として考えております。

先ほどの看護師の延べ人数なんですが、１月

に20日、12カ月12人で計算しまして大体2,880名

ということになろうかと思います。

10ページのコーディネーターの話○米良委員

ですが、ここに列記されております、困難事例

の課題解決を図るというのが大きな事業の内容

としてあるわけですが、今室長からも困難な事

例という話がありましたけれども、差し支えあ

りませんでしたら、これまでの困難な事例とい

うのは、例えばどういうものが一番大きく課題

として持っておられたのか。

困難な事例について○有馬特別支援教育室長

も何ケースか集約しておりますが、例えば、こ

れは小学校２年生の男子、発達障がいの中でア

スペルガー症候群というような診断を受けてお

ります。不登校になった後、自宅に引きこもっ

た状態となって精神的な不安定を来し、昼夜逆

転の生活が続いて、母親に対して包丁を振り回

すなどの行動を起こしたと。小学校の担任を中

心にして家庭訪問等を続けておりましたけれど

も、教師と接触することも避けるために、学校

としてその子にかかわることが非常に困難に

なったというような事例もございます。

それから、もう一つは、小学校５年生の男子

の児童ですが、この児童は高機能自閉症、これ

も発達障がいの一種と診断されまして、幼少時

期から発達障がいということで育てにくいとい

うのもあるんですけれども、父親の虐待を受け

ておりまして、その二次的な障がいが見られま

して、校内では職員に対して暴言・暴力が頻繁

に見られ、パニックになると３～４人でも押さ

えられないほど暴れてしまうと。職員の注意を

引いて職員室に勝手に入り、机の中を物色する

行動が見られたと。児童に対しては他学級に勝

、 、 、手に入り 授業を妨害し 不適切な行動をとり

周りの子供たちはその児童を恐れるようになっ

てしまったというようなこと、ほかにも何件か

ございますが、このような非常に対応が難しい

というような事例がございます。

そういう難しい子供たち、障がい○米良委員

者の皆さんたちをどうこれから大きな手厚い配

慮によってなくしていくかということについて

は、なかなか場合によっては解決しがたい難し

い部分もあると思うのですよね。そういう人た

ちに対するコーディネーターでもって当たって

いくということもいいでしょうけれども、医学

的なそういう配慮とか、あるいはもっと専門的

な分野からそういう知識でもって当たっていく

ということは考えられないのか。また、それに

よって解決はできないのか、専門的な見地から

はどうでしょうか。

委員のおっしゃると○有馬特別支援教育室長

、 、おりでして こういう困難な事例等に対しては

。 、学校だけではどうしようもありません だから

児童相談所とか場合によっては精神科のお医者

さんのアドバイスも受けなければなりません。

それで、私たちは各教育事務所ごとに特別支援

、教育体制推進事業というのを行っておりまして

そこに専門家チームというものを置いておりま

す 地域によっては その中に医療関係者が入っ。 、

てない場合もございますが、そういったそれぞ

れの地域で各専門家からの意見をいただきなが

ら適切な対応を図るように努力をしているとこ

ろです。また、こういった発達障がいにつきま

しても、できるだけ早期に発見して、就学前に
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適切な対応をとれば、そこまでひどくならない

、 、場合もございますので 早期対応に努めるよう

保健師さんとか保育士さんとか幼稚園の先生あ

たりへの研修会に私たちも参加させていただい

、 。 。て 話をさせていただいております 以上です

米良委員の質問に関連してですけ○長友委員

、 、れども この特別支援学校医療的ケア実施事業

これも父兄の方から非常に強い要望のあった事

業でございました。それで、先ほどの説明で

は、36名の児童生徒に対して看護師の方が12名

採用されて当たっているということでありまし

たけれども、これでほとんど対象になる児童生

徒を網羅しているのかどうか、それについて

ちょっとお尋ねします。

この事業は、常時医○有馬特別支援教育室長

療的ケアを必要とする、例えば、常時吸引、経

管栄養、導尿を必要とする児童生徒に対する事

業でありますので、例えば、季節的に冬の間だ

けそういう医療的ケアが必要となるというよう

な子供までは対応できておりません。

そういう方々に対しては、何かま○長友委員

た別な対応のされ方をされているのかどうか。

そこまではまだ十分○有馬特別支援教育室長

対応できてないんですが、これは国のほうで一

応基準等が決まっておるわけで、文部科学省と

厚生労働省が話し合って、本当はこれは医療行

為なんだけれども、この３行為については、医

者の指導書のもとに看護師が学校で行ってもい

いというような決まり事のもとに行っている事

業でありまして、そのほかの例えば薬を注入し

なければならないとか、そういったことについ

ては行えておりません。そういったことやら、

季節的な行為が必要な子供さんについては、今

のところは保護者にお願いをしております。以

上です。

それじゃ、常時必要性のある方に○長友委員

ついてはほぼ充足していると、こういうことで

いいですね。

もう１点は、生涯学習課になるでしょうか、

放課後子ども教室推進事業、こういうのが19年

度から入ったということでありました。公民館

とか空き教室を使ってという説明を受けました

けれども、具体的にこの予算で大体何カ所ぐら

いにそういうものが設けられたのかどうか。

まず、19年度から始まり○勢井生涯学習課長

ましたこの19年度の実績でございますが、実は

予算が1,836万9,000円ございました。これで８

市町村に16教室設置いたしております。それか

ら、平成20年度、この3,854万に対するものでご

ざいますが、まず市町村の予算等もございます

ので、最終的な数字はわかりませんが、平成19

年の12月に各市町村に調査しました数字では 13、

市町村で36教室、ですから、19年度の16教室か

ら36教室にふえると。それとあわせまして、翌

、年度以降にこの教室を導入しようということで

運営委員会だけを設置している市町村がござい

ますが これが平成19年度の６市町村から平成20、

年度は９市町村にふえております。以上でござ

います。

これはそうであれば、今後ともそ○長友委員

、ういう設置希望があるというところについては

国の予算等もまだつくというふうに思っていて

いいですかね。

特に19年度につきまして○勢井生涯学習課長

は、ちょうどこの事業が始まりました年度でご

ざいまして、全国的にやや実施している箇所数

が少なかったんですが、国といたしましても、

この事業については、今後、力を入れて進めて

いきたい事業ということで、予算も増額してお

りますし、これについては、十分市町村の要望
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に20年度こたえられるというふうに考えており

ます。今後につきましても、極力努力してまい

りたいと考えております。以上でございます。

。○太田委員長 ほかにはありませんでしょうか

それではちょっと私のほうから、関連になり

ますが この資料の10ページの特別支援教育チー、

フコーディネーター配置事業でありますが、私

たちも県南だったと思いますけど、視察に行か

せてもらって 養護学校の中でコーディネーター、

と言われる方にお会いしたと思っています。そ

の方が通常のコーディネーターだろうと思って

おりますが、本当に地域の小学校にいろんな発

、達障がいがある方にいろんな指導をしたりとか

先生方の対応、非常にいい事業だなと思ってお

りました。今回は、このコーディネーターの上

に立つチーフの人を配置するということだろう

と思うのですが、この説明の中に、チーフコー

ディネーターの配置というところの説明に チー、

、フコーディネーター各１名を県央とか県北とか

４ブロックに６校に分散して配置するという記

述がありますが これを読むと ４名の方をチー、 、

フコーディネーターに新たに対応してもらうと

いいますか ４名を新たに採用するのかなと思っ、

たりもするのですが、それか今までのコーディ

ネーターの人を４名に任命されるのか、増員さ

れるのか、その辺はどういうふうになっている

んでしょうか。

このチーフコーディ○有馬特別支援教育室長

ネーターは、従来の特別支援学校の特別支援教

育コーディネーターの中から６名をチーフコー

ディネーターにします そして チーフコーディ。 、

ネーターというふうになった学校については、

新たな特別支援教育コーディネーターを学校内

で選んでいただきます そして そのチーフコー。 、

ディネーターがやらなければならない事業の分

については、非常勤講師を補充するというふう

に考えております。

わかりました。非常勤講師で対○太田委員長

応するということで後の対応はやっておるとい

うことですね。

先ほど井上委員の御質問○勢井生涯学習課長

にございました九州各県の美術館の入場者数で

ございますが 少し数字が古いのですが 平成17、 、

年度の数字がございましたので、お答えさせて

いただきたいと思います。千人単位で申し上げ

ますが、まず、福岡県立美術館が８万2,000人、

佐賀県立美術館が４万1,000人、長崎県立美術館

、 、が34万8,000人 熊本県立美術館が９万4,000人

大分県立美術館が14万5,000人、それから、17年

度の宮崎県立美術館は22万5,000人です。それと

沖縄県立美術館が４万6,000人、それから鹿児島

県は県立美術館はないというふうに、このとき

の調査では回答をいただいております。入館者

数からいきますと、比較的多いほうになってい

るかと思います。それと、長崎県立美術館は、

平成17年４月に博物館から分かれて新たにオー

。 。プンしたものでございます 以上でございます

ほかにありませんね。○太田委員長

、 、 、ないようですので 以上で 特別支援教育室

、 。教職員課 生涯学習課の審査を終了いたします

入れかえのため、暫時休憩いたします。

午後２時10分休憩

午後２時14分再開

それでは委員会を再開いたしま○太田委員長

す。

スポーツ振興課長、文化財課長、人権同和教

育室長の説明をお願いいたします。

スポーツ振興課関係○得能スポーツ振興課長

について御説明をいたします。分厚いほうの資
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料、歳出予算説明資料でございます。485ページ

をお開きください。

一般会計で13億1,582万8,000円をお願いいた

しております。以下、主なものにつきまして御

説明をいたします。

487ページをお開きください。上から５段目の

（事項名）学校体育指導費に2,061万9,000円を

計上いたしております。これは学校体育の指導

に要する経費でございます。

２の明日の宮崎を担う「子ども体力アップ事

業」に1,512万5,000円を計上しておりますが、

内容につきましては、後ほど常任委員会資料で

御説明をいたします。

次の 事項名 社会体育指導費に6,917万8,000（ ）

円を計上いたしております。これは主に市町村

のスポーツ施設整備に対して支援を行う６の生

涯スポーツ拠点施設整備促進事業や、県立学校

の体育館やグラウンドを県民に開放する事業な

ど、生涯スポーツの振興を図るための経費でご

ざいます。

次に、488ページをお開きください。

一番上の（事項名）スポーツ施設管理費に６

億3,828万8,000円を計上しております。主なも

のは１の県体育館や総合運動公園施設などの指

定管理者への施設管理運営費及び３の（１）の

総合運動公園陸上競技場の改修に係る経費でご

ざいます。

次の 事項名 健康教育指導費に1,632万4,000（ ）

円を計上しております。これは健康教育に関す

る研修事業や、学校を中心とした食育を推進す

るための事業を主な内容としております。

次の 事項名 保健管理指導費に3,924万9,000（ ）

円を計上しております。これは主に県立学校児

童生徒の各種健康診断などに係る経費でござい

ます。

次の 事項名 体育大会費に２億2,551万5,000（ ）

円を計上しております。主なものといたしまし

て、１の国民体育大会経費は、来年度本県で開

催されます九州ブロック大会と大分県で開催さ

れます本大会への本県選手団の派遣等に要する

経費でございます。

また、４の全国スポーツ・レクリエーション

祭開催準備事業は、平成21年10月の本県開催に

係る諸準備や啓発普及活動に要する経費でござ

います。

次の（事項名）体育振興助成費に１億245

万2,000円を計上しております。主なものとしま

しては （６）の財団法人宮崎県体育協会などの、

各種団体や各種大会開催の助成に要する経費で

ございます。

次の 事項名 競技力向上推進事業に１億8,368（ ）

万5,000円を計上しております。内容は （１）、

の選手強化対策事業により、県内外への遠征や

強化合宿などの経費を支援するものでございま

す。

また、次のページ、490ページをお開きいただ

きまして （２）の「チームみやざき」アスリー、

トパワーアップ事業に7,946万円を計上しており

ますが、内容につきましては、常任委員会資料

で御説明をいたします。

続きまして、主な新規重点事業について御説

明をいたします。お手元の常任委員会資料をお

願いいたします。13ページをお開きください。

明日の宮崎を担う「子ども体力アップ事業」で

ございます。

この事業は、１の事業の目的にありますよう

に、子供の体力の低下が全国的な課題となって

いることから、本県におきましても、郷土宮崎

の未来を担う子供たちが、生涯にわたり健康で

生き生きと生きていけるように、幼児期からの
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体力つくりを推進するものであります。

２の事業の内容をごらんください （１）から。

（３）の３つの柱により、子供の体力向上を図

。るための取り組みを行いたいと考えております

まず （１）の小・中・高等学校への体力向上、

、 、対策でありますが 体力向上対策会議を開催し

対策を検討するとともに、優秀学校の表彰や体

力向上推進モデル校の支援などにより、各学校

独自の体力向上プラン作成・実践の取り組みを

支援いたします。

、（ ） 、次に ２ の体力つくり講習会でありますが

子供の体力向上を図るためには、指導者に対し

て、幼児期の遊びの段階から体力つくりを意識

させることが重要でありますので、幼稚園や保

育園の指導者を対象とした指導者研修会を実施

するなどの取り組みを行ってまいります。

（３）の小・中・高等学校への支援でありま

す。指導者の養成研修や、小学生を対象とした

スポーツ教室などを実施するとともに、小学校

体育授業に中学校や高等学校教員や協力者を派

遣いたしまして、実技指導の充実や小学校教員

の資質の向上を図ります。また、運動部活動の

指導者への研修や外部指導者の派遣など、部活

動への支援にも力を入れてまいります。このよ

うに、教育活動全体を通して子供の体力向上を

図ることにより、健全な児童生徒の育成に努め

ていきたいと考えております。

なお、３の事業費につきましては、1,512

万5,000円を計上しております。

次のページ、14ページをお願いいたします。

「チームみやざき」アスリートパワーアップ

事業でございます。

この事業は、１の事業の目的にありますよう

に、本県の競技力を支える中学生や高校生アス

リートを継続的に育成し、本県の総合的な競技

力の向上を目指すための取り組みを行うもので

あります。

２の事業の内容でございますが （１）にあり、

ますように、地域に密着したスポーツの充実を

図ることを目的といたしまして、小・中・高校

生アスリートを養成する市町村や団体などの取

り組みに対する支援を行います。

次に （２）や（３）にありますように、中学、

校や高校において競技力推進校を指定し、支援

することにより、競技力の向上と運動部活動の

活性化を推進してまいります。

また、あわせて （４）にありますように、中、

学校と高校が連携してトップ選手を継続的に育

成するため、中学生から高校生までの優秀な選

手を選出して、中高合同の練習や研修会などを

実施いたします。

このような地域に密着したスポーツ活動への

取り組みや競技力推進校の指定などによりまし

て、スポーツに対する関心が高まるとともに、

児童生徒が高い目標を持った活動ができるよう

になり、本県の競技レベルの向上につながるも

のと考えております。

なお、３の事業費につきましては、7,946万円

を計上いたしております。

以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。

文化財課の当初予算につい○井上文化財課長

て御説明申し上げます。歳出予算説明資料にお

戻りいただきまして、491ページをお願いいたし

ます。

平成20年度の当初予算といたしましては、一

般会計11億1,963万1,000円をお願いいたしてお

ります。以下、その主なものにつきまして御説

明申し上げます。

おめくりいただきまして、493ページをお願い
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いたします。

上から５段目の（事項）文化財保護顕彰費

に5,459万円を計上いたしております。その主な

ものは、西都原古墳群の保存整備に係る２つの

事業でありますが、１つには説明欄の４の特別

史跡西都原古墳群保存整備事業1,532万7,000円

であります。これは国内有数の史跡であり、か

つ本県における観光の名所としての西都原古墳

群の景観保持等の経費であります。

いま一つは、11の改善事業、西都原古墳群活

用促進ゾーン整備事業2,217万5,000円でありま

すが、これにつきましては、後ほど委員会資料

で御説明申し上げます。

次に、下から２段目の（事項）文化財保護対

。策費に1,891万5,000円を計上いたしております

その主なものは次の494ページでありますが、一

番上の行となります２の文化財保存整備補

助1,289万7,000円であります。これは国指定文

化財の管理市町村に対しまして、その管理経費

の一部を国の補助に加えて補助するものであり

ます。

次に、その下の欄の（事項）埋蔵文化財保護

対策費に６億4,855万1,000円を計上いたしてお

ります その主なものは ４の国道発掘調査7,357。 、

万1,000円及び５の東九州自動車道発掘調査５

億879万5,000円であります。これらの事業は、

国道及び東九州自動車道の新直轄区間につきま

しては国土交通省から、また、東九州道の新直

轄以外の区間につきましては、西日本高速道路

株式会社から委託を受けて実施するものであり

ますが、その財源につきましては、いずれも各

事業者の全額負担となっております。

次に、そのページ真ん中の（事項）埋蔵文化

財センター費に6,236万9,000円を計上いたして

おります。その主なものは、４の新規事業、埋

蔵文化財センター分館外壁剥落防止工事2,922

万8,000円であります。これは総合博物館裏手に

あります築後25年を経ました埋蔵文化財セン

ター分館の外壁の剥落防止工事であります。

続きまして、495ページをお願いいたします。

一番上の欄の 事項 博物館教育普及費に2,207（ ）

。 、万6,000円を計上いたしております 主なものは

１の特別展費2,101万8,000円であります。これ

は昭和30年代から50年代にかけての鉄道を通し

てうかがえる当時の暮らしを振り返る懐かしい

「昭和大博覧会」など４回の特別展の開催に要

する経費であります。

次に、その下の（事項）博物館資料整備費

に1,108万1,000円を計上いたしております。主

なものは５の新規事業、総合博物館民家園利活

用促進整備事業390万5,000円でありますが、こ

れにつきましても、後ほど委員会資料で御説明

申し上げます。

次の事項は飛んでいただきまして、その下の

（事項）考古博物館教育普及費に2,170万6,000

円を計上いたしております。主なものは、１の

特別展費1,174万2,000円であります。これは古

代における日韓両国の交流のあり方を探る「日

韓の武具展」など２回の特別展の開催に要する

経費であります。

次に、一番下の欄の（事項）考古博物館資料

整備費に1,549万5,000円を計上いたしておりま

す。主なものは、次の496ページでありますが、

４の県内出土古墳時代鉄製品集成事業26 8

万6,000円であります。これは３カ年事業の最終

年度となるものでありますが、県内で出土した

古墳時代の鉄製品約5,000点の分析結果と、その

適切な保存方法についての検討の結果を 「宮崎、

県古墳時代鉄製品集成」としてまとめるもので

あります。歳出予算説明資料につきましては以
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上でございます。

次に、資料を改まりまして新規・重点事業２

件について御説明申し上げます 委員会資料の15。

ページをお開きいただきたいと存じます。

初めに 改善事業 西都原古墳群活用促進ゾー、 、

ン整備事業であります。

１の事業の目的でありますが、特別史跡西都

原古墳群におきまして、新たに第１古墳群を主

たる対象域とする整備を進め、西都原古墳群全

体の利活用の一層の促進に資するものでありま

す。西都原古墳群は、50ヘクタールを超える広

大な面積を有しておりますところから、その全

体を歩いて巡回するには相当な時間を要するわ

けでありますが、この中におきまして、南北方

向にわたる西都原古墳群内の南側の端に位置し

ております当第１古墳群は、古墳時代のほぼ全

般にわたる古墳一帯の変遷の模様を約１キロ

メートルのコースで気軽に散策できますエリア

内で学べるというすぐれた特色を備えておりま

す。このため、このエリアのこうした特色をよ

り鮮明にする形で生かすことによりまして、西

都原古墳群全体の活用をこれまで以上に促進す

る趣旨から、同エリアの一段の整備を図るもの

であります。

２の事業の内容といたしましては、平成20年

度におきましては （１）にあります202号墳、、

これは全長51メートルの規模のものでございま

すけれども、その発掘調査とその現地説明会、

（２）にあります46号墳、これは全長84メート

ルの規模のものでございますけれども、その墳

丘の復元及び（３）にございます整備を終えた

各遺構のメンテナンスなどであります。

３の事業費につきましては、平成20年度にお

きましては、2,217万5,000円をお願いいたして

いるところであります。

次に、16ページをお願いいたします。

新規事業、総合博物館民家園利活用促進整備

事業であります。

１の事業の目的でありますが、総合博物館の

民家園を本県の文化財や伝統を体験的に学ぶこ

とができる場として、より親しみの持てる広場

に再生させ、その利活用の一層の促進を図るも

のであります。

２の事業の内容といたしましては、平成20年

度におきましては、まず（１）の利活用の促進

といたしまして、①にありますとおり、県内各

地域の伝統芸能や伝統工芸などを紹介するとと

もに、平成19年度事業として復元いたしました

椎葉の民家の復元記念として、椎葉神楽の公演

を計画いたしているところであります。また、

以下②から④にありますとおり、民家の開設や

昔の暮らしを体験する講座などを行ってまいり

ますとともに、これらの催しへの県民の皆様の

参加を促進するためのボランティアの育成など

を進めることとしております （２）の環境の整。

備といたしましては、現在、各民家ごとに設け

ております外柵や縁石等を撤去いたしまして、

柵で囲みますのは民家園全体の外周のみといた

しまして、中央部は開放的な広場といたしまし

て、本民家園のより自由な利活用に資する場と

いたしたいと思っております。

３の事業費につきましては、平成20年度にお

きましては、390万5,000円をお願いいたしてお

ります。

文化財課につきましては以上でございます。

よろしくお願い申し上げます。

人権同和教育室に○遠目塚人権同和教育室長

ついて御説明を申し上げます。もう一度分厚い

平成20年度歳出予算説明資料の人権同和教育室

のインデックスのところ、ページで申し上げま
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すと497ページをお願いいたします。

一般会計で1,089万1,000円をお願いいたして

おります。以下、事項別に申し上げます。１枚

めくっていただきまして499ページをお開きくだ

さい。

（事項名）人権教育総合企画費に910万6,000

円を計上いたしております。その下の説明欄、

１の人権教育総合企画の推進 （１）の人権啓発、

資料作成事業についてでございます。これは学

級や家庭等で人権について語り合っていただく

ため、身近な人権問題を扱った啓発資料「ファ

ミリーふれあい」を作成し、小学校、中学校、

高等学校それぞれの１年生に配布する事業であ

りまして、477万2,000円を計上しております。

次に （２）の人を大切にする子どもを育てる、

人権文化充実事業282万8,000円についてでござ

います。これからの人権教育では、子供たちに

知識面だけではなく、豊かな人権感覚を身につ

けさせることが大事になってまいります。その

ためには、子供たちが自分で考え、感じ、行動

するという主体的・実践的な学習方法を多く取

り入れる必要がありますので、そういった専門

的な知識や技能を身につけた指導者を養成する

とともに、あわせて各学校で教育を行う際の学

、習教材を作成しようとするものでございまして

平成19年度の小学校編に続き、20年度は中学・

高校編の学習教材を作成いたします。なお、こ

の事業は２カ年の事業でございまして、平成20

年度が最終年度となっております。

その下の２の人権教育行政会議から４の人権

教育状況調査につきましては、旅費や需用費等

の業務の執行に必要となる経費を計上いたして

おります。

次に （事項名）人権教育連絡調整費に178、

万5,000円を計上しております。これは市町村教

育委員会や人権教育関係団体との連絡調整、人

権教育の調査指導に要する経費でございます。

以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。

それでは執行部の説明が終了い○太田委員長

たしましたが、質疑をされる方はページ数等指

定されて言っていただくと助かります。質疑は

ありませんでしょうか。

スポーツ振興課と、もしかすると○西村委員

生涯学習課のほうにもまたがるかなと思って

ちょっと伺いたいんですが、今、子供たちの健

康というものが生活習慣もあって、非常に肥満

児が多くなったという話も聞きまして、いわゆ

る成人病予備軍がもう小さい子供に既に始まっ

ているということを聞くんですが、それを考え

ますと、身体測定とか今も多分低学年からある

と思うのですが、そういうことに関して、例え

ば過剰に肥満な子供であるとか、栄養状態に偏

りがある子供に対しては、先ほどの生涯学習課

のほうの生活リズム向上支援推進事業で入るの

か、ちょっと課がまたがったものですからまと

めて質問しようと思ったのですが、このスポー

ツ振興課のほうの子ども体力アップ事業にまた

がるのか、それを複合的にやっていくのか、今

非常に子供のメタボ対策というか、成人病対策

について、どこの課がやるのかを伺いたいと思

います。

全体的に見て、子供○得能スポーツ振興課長

たちは身長については男女とも大体横ばいなん

ですけれども、体重のほうがふえているという

傾向が全体的に見られる状況にあります。私た

ちのほうで今進めておりますのは、いわゆる体

力を高めるということで取り組んでいるわけで

すけれども、体力を高めるということは、あわ

せて健康な体をつくっていくというふうなバラ
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ンスのとれた体をつくっていくことにもつな

がってまいります。それで、そういった子供た

ちの健康、体力という面につきましては、本人

はもちろんですけれども、保護者の理解という

のも非常に重要な部分だろうというふうに考え

ております。先ほど、委員もおっしゃいました

けれども、生活習慣というものは、本人だけの

力ではなかなか解消できないというか改善がで

きませんので、保護者の方の理解が必要と。そ

ういった点で、本年度まで３年間、親子による

体力づくりの教室というのを県下３つのブロッ

クに分けて実施をしたところなんですが、今後

も、この事業については、一応一区切りはつけ

ましたけれども、それぞれ市町村のほうででき

るだけ企画をしていただいて、そういった目的

が達成できるような事業をしていただけるよう

にお願いをしていきたいというふうに考えてい

るところでございます。以上です。

今の説明をいただきますと、現場○西村委員

はどうしても市町村が直接小学校、中学校を管

理するから仕方がないという部分はあるんで

しょうけれども、正直我々の世代からメタボ対

策とか健康対策になっても、非常に時間もかか

、 。るし 非常に手おくれ感がかなりあるんですよ

私も含めてですね。ですから、できればよく肥

満細胞は小学生ぐらいのころに形成されるとか

いう話も聞きますから、ぜひそういう生活習慣

、に対する考え方をきちっと小学校の低学年から

確かに小学校のころ太っていても、大人になっ

て細くなるとかやせるという方も非常に多いん

ですけれども、やはり生活習慣を今の子供たち

を見ていると 公園で遊ぶという子供も大分減っ、

ているように見えますし、どちらかというと家

に閉じこもる子供が多いと思いますので、家庭

と一緒になって、県もなるべく協力してやって

いただくようにお願いしたいと思います。

明日の宮崎を担う 子ども体力アッ○井上委員 「

プ事業」のことなんですけど、体力つくり講習

会というのを未就学児の体力つくりへの支援と

いうふうになっていますが、これがどのぐらい

、 。やれるものなのかがちょっと 実行性ですよね

これはなかなか難しいのかなというふうに思う

のですが、今の幼稚園選び、少子化になってい

るので、お母さん方の幼稚園の選び方を見てみ

ると、まず給食があることというのが一番なん

ですね。給食があって、そして幼稚園と保育所

との境目みたいなのが余りなくなっていて、お

預かりとかもやっていただけるので随分変わっ

てきたのですが、それで園によっては、幼稚園

によっては、いろんなところに歩いて出かけて

いくというのを計画されているところと、そう

じゃなくて、割と室内で遊ぶことを中心にされ

ているところと、余りけがしないようにという

ことなのかもしれませんが、そういうふうにさ

れているところとしたときには、どちらかとい

うと、余り親が一緒に参加しないでも済むよう

な、そして園に給食があるようなとか、そうい

う意味で言う保護者の皆さんのほうが多い。も

う少し保護者の皆さんを指導しないといけない

のかなと思うようなことが再三そういうふうに

起こっているわけです。確かに先ほどもちょっ

と西村委員からもありましたように、子供のと

きから食生活とかそういう食習慣みたいなもの

がきちんとつかないと、それから、運動をする

ということについての体を動かすということに

ついての意識というか、そういうものがないと

なかなかこれができないんです。できそうでで

きないんですね。ですから、この２番の体力つ

くり講習会というのは、これは園に対してどの

ぐらい実効性を持って働きかけができるのかど
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うかというのが、ここすごくおもしろいし、こ

こはちょっとやりがいがあるところかなという

ふうに思うのですけど、それはどのような取り

組みをされるつもりなんでしょうか。

これまでにも幼稚園○得能スポーツ振興課長

の先生方に対する実技の講習会というのを進め

てきていたわけですけれども、非常にそれぞれ

の園で指導されるときに、もっともっと子供た

ちが運動を好きになるような指導を技術を高め

たいという要望も非常に前からありまして、今

回事業として組んだのは、そういった趣旨で組

ませていただいたんですけれども、幼稚園や保

育園の先生方、それから特別支援学校の先生も

対象にしていますし、小学校の低学年の先生方

も対象にさせてもらって、いわゆる幼児の楽し

い運動遊び、そういったものの紹介だとか指導

の仕方、そういったものを中心に進めていきた

いというふうに考えています。その中には、も

う一つは、楽しい水遊びというようなことで、

スイミングクラブあたりの考え方も取り入れな

がら、県内を３つぐらいのグループに分けまし

て、そういった実技指導の研修会、講習会を進

めていって、子供たちが運動が好きになるよう

な動きづくりだとか、そういったものを中心に

進めていこうと。

そうしてもう一つ、この体力つくり講習会の

２つ目に、体力向上フォーラムというのを計画

しておりますけれども、こちらのほうでは保護

者の方々にも入っていただいて、健康とか体力

についてのいろんな考え方等もあわせて一緒に

考えていきたいというふうな内容で考えており

ます。

ぜひ県がこれを取り組むというこ○井上委員

とになってくると、参加される幼稚園や園の考

え方も、県がやると言ったら、本当にある意味

での縛りもあって、来られる可能性は高いと思

うのですよ。ぜひこれは丁寧にやっていただけ

るといいなというふうに思っております。

それと、農政の持っている事業の中に、地場

産品推進員というのがあるんですよ。それの指

定を受けると補助金が出るんですよね。若干で

すけど。そんなたくさんではないんですけど。

そういうのなんかも少し他の部との連携をとり

ながら、そういうのはちょっとおいしいじゃな

いですか、補助金が出るわけですから。そうい

うこととかを組み合わせたりしながら 県が持っ、

、ている事業の中でこういうのをしていただくと

食の推進員になっていただくとこんなですよみ

たいな、地場産品の推進員になっていただくと

こうですよみたいなのを合わせていただくと、

ちょっとおもしろいあれができるのかなという

ふうに思いますが、こういうものと各部との連

。 、携ですね ほかの部が持っている事業との連携

そういうのをちょっとやっていただけるといい

かなと思うのですけど それはいかがなんでしょ、

うか。

県のほうでも県民会○得能スポーツ振興課長

議とかいうふうな形で進めていただいておりま

して、その中にも私たちも委員として入らせて

いただいておりますので、その辺のまた情報交

換をしっかりしながら、連携をしながら進めて

いきたいというふうに考えております。

488ページ、健康教育に要する経費○福田委員

の５番目、食育みやざき元気アップ事業、ネー

ミングは大変立派ですね。予算はそう大きくな

いんですが、これは具体的にはどういうもので

すか。

大きく２つの柱があ○得能スポーツ振興課長

るわけですけれども、１つは、これまで栄養教

諭を配置させていただきまして、その配置した
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学校をモデル校として、食育推進モデル事業と

いうのを現在展開しているところであります。

それから、２つ目の柱には３つほど事業がござ

いまして、１つは、毎月16日を「ひむか地産地

消の日」ということで、特にそれぞれの地域の

特産物とか地場産物を主に給食の献立に取り入

れて取り組むという活動を展開しているところ

であります。

２つ目が、地産地消学校給食献立コンクール

というのを計画しております。そして、学校給

、食の献立のコンクールをさせていただきまして

優秀作品はホームページに掲載をして、それぞ

れ県内の各学校でそれを参考にして献立に活用

していただければというねらいで進めておりま

す。

もう一つは、栄養教諭が今県内に10名ほど配

置をさせていただいておりますけれども、その

先生方に頑張っていただいているんですが、こ

の先生方に、今それぞれの学校で事業等を展開

していただいております。それで、そういった

事業の実践報告だとか、こういう指導の仕方を

するといいのではないかというようなことをみ

んなで検討しながら、ほかの学校にも参考にな

るような手引書的なものを作成できればという

ことで計画をしているところでございます。内

容としては以上でございます。

ネーミング的には大変時期を得た○福田委員

事業の内容だと考えるのでありますが、今宮崎

県は、御承知のとおり、基幹産業が農業であり

まして、今知事を先頭に猛烈に売り込みが図ら

れているわけであります。その中で、まず先ほ

どの説明のとおり、地産地消、これが生産県で

実施できなければ、しかも、私は一番大事なの

はやっぱり幼少時期の教育の現場、これである

と思います。現実には経費の面等で学校給食会

等のいろんな食の材料を見てみますと、かなり

厳しい面があろうかなと見ておるわけでありま

すが、御承知のとおり、今、中国産のギョーザ

の問題をきっかけに、国民的に国産、その中で

も地産地消問題が非常に関心を持たれておりま

す。とてもこういう経費でそういうことができ

るわけではないんですが、そういう取り組みを

やるためのきっかけには十分なると思うわけで

ありまして、ぜひ、教育委員会、これは大きな

ウエートを持っていますから、学校給食で。本

格的な取り組みをこれを機会にやっていただき

たい。以前は私どもは議会で県産の牛乳を使っ

てください ジュースを使ってください 米使っ、 、

、 。てください これで単品的なお願いをしました

しかし、ここに来ましたら、やはり宮崎県は日

本の食料基地でありますから、食料基地にふさ

わしい県として、ぜひ小中学校を中心とした教

育現場の食の見直しをお願いしたいと考えてい

、 、 、 。るんですが 教育長 いかがですか その辺は

今議会でも中国産ギョーザに関○高山教育長

連しまして何問か御質問がありまして、委員が

おっしゃるとおり、確かに国内産をふやしてい

かないといけない。今の現状からしますと、県

内が約６割、カロリーベースでございますけれ

ども、県内が６割、県外が１割、国外が３割と

、 、いう状況でございまして いずれにしましても

可能な限り地産地消、先ほど課長が話をしまし

たけれども、毎月16日は「地産地消の日」とか

そういったことをしながら、県内産の活用・利

用をしていくように、これは実施主体が市町村

でございますので、市町村のほうとも十分協力

をしながら、そういった推進を図ってまいりた

いというふうに考えております。

ぜひ強力な推進を、教育委員会が○福田委員

旗振り役になるんですが、お願いしたいと思い
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ます。今ちょうど宮崎県、そういう面では知事

が我々の予想を超えるような大変な努力をされ

まして、宮崎県の産品を売り込んでいる。それ

なら宮崎県は地産地消がどうなっているかとい

うことの国民の目が向いてますから、お願いを

しておきたいと思います。以上です。

ちょっと、あんまり聞かんでもい○野辺委員

いようなことですが、489ページの体育振興助成

費ですが、これは昨年度当初に比べると１千何

百万か当初予算がふえているんですが、補助金

とかカットされる中において、この中のどの部

分がふえたのか、またカットされたのか、ちな

みに、例えば県体育協会の補助金は昨年に比較

してどうだったのか、ちょっと教えていただき

たいのですが。

県の体育協会の補助○得能スポーツ振興課長

金ですが、19年度が7,272万3,000円でございま

す。18年度が7,538万8,000円でございます。以

上でございます。

昨年度に比較してかなりふえてお○野辺委員

るというのは、これはどういう根拠があって予

算要求されたんですかね。体育振興助成費、体

協補助金ですよね。例えば1,000万ぐらいふえて

いるでしょう。1,200万ですか。

今回、九州ブロック○得能スポーツ振興課長

大会の準備ということで、開催整備事業という

ことで昨年から進めているんですが、その分が

今回4,150万ということで計上いたしているとこ

ろでございます。

その体協の補助金の中にというこ○野辺委員

とですかね。

体育振興助成費の中○得能スポーツ振興課長

の幾つか体協に補助金が分かれて出している部

分がございまして、その中で１つは６番の補助

金は、これは体育協会の人件費になります。運

営費になります。それから、体育振興助成費に

ついて、昨年よりも予算的に上がっております

のは、全国中学校体育大会が来年度本県で開催

されるということでありまして、それの準備補

助金を一つ計上しております。もう一つは、九

州地区体育指導委員協議会研究大会が本県で開

催されるということで、その分の補助金という

。ことが昨年よりも多いという部分でございます

なお、体育協会の補助金は昨年と変わっており

ません。

補助金は昨年は7,200何万と言われ○野辺委員

たんだけど、違うんですか。ふえてないんです

かね。8,412万になっていますけど。人件費がふ

えたわけですか。

人件費は変わってお○得能スポーツ振興課長

りません。事業費が若干変わっております。

ちょっと時間を下さい。ちょっ○高山教育長

と調べさせてください。

訂正させていただき○得能スポーツ振興課長

たいと思います。県の体育協会の補助金の8,400

万の部分ですけれども、これは昨年と変更ござ

いません 同じでございます 私のほうが間違っ。 。

ておりました。申しわけございません。

。○長友委員 スポーツ振興課にお尋ねをします

「チームみやざき」アスリートパワーアップ事

業ということですが、事業の内容は４つほどあ

りまして、これはちょっと比較にならないと思

いますけれども、県内の中学校、高校におきま

しても、指導者によって非常に優秀な成績をお

さめると。そして、指導者が転勤をした場合に

また変わってくるといいますか、そういう状況

等があるのは御案内のとおりであります。した

がいまして、県内外から優秀な指導者を招聘し

てこういうトップアスリートの育成等をやると

いうことは非常に大事になってこようかと思う
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のです。やはりメンタル面においても、また技

術面においても、相当高度な内容を持っておら

れると思いますので、これは大事になってくる

と思いますけれども、新年度の計画の中でどの

ような部門にわたって、どんな方を招聘されよ

うとしているのか、考えがありましたらちょっ

とお聞かせください。

どういう人間という○得能スポーツ振興課長

、 、のは まだ具体的にはしてないんですけれども

本県のほうからすばらしい全国的に実績を上げ

ている方のところに指導に行く場合もございま

すし、またこちらに来ていただくということで

本年度も考えているところでございます。

それぞれ芽といいますか、トップ○長友委員

アスリートになっていくような芽というのが

やっぱりあろうかと思うのですね。だから、で

きるだけ具体的にこの競技のこの選手に関して

はここと、そういうことをできるだけ今から考

えるのじゃなくて、具体的に計画的に考えた上

で、そしてどこに力を入れていったらいいかと

いうような計画を立てていただくように、これ

は要望したいというふうに思います。

今、長友委員の続きなんですけれ○西村委員

ども、このトップアスリート育成事業の中で、

優秀な指導者を招聘してという部分が気になっ

てまして、県内でもすごい優秀なスポーツ選手

というのは、割と県外の高校から引き抜かれた

り、優秀な指導者のもとに行ってしまうという

こともあって、これは逆から言うと、今度は優

秀な指導者を県内の学校に配置することによっ

て、県外からも逆に優秀なアスリートを呼び込

めるというような逆なイメージも持っていいも

のかどうかちょっと伺います。

おっしゃるとおり、○得能スポーツ振興課長

県内にも全国レベルの実績を上げている、成績

を出している先生方もいらっしゃいますので、

実際に県外からもそういった選手も来ておりま

す。

仮に言えば、そういう人たちにも○西村委員

この事業では補助していくとかいう考え方でい

いんでしょうか というか もっと言えば もっ。 、 、

とコーチが、この指導者が本県に来てくれれば

という、例えばリストアップされてて、そうい

う人たちに対してこの事業で働きかけをしてい

くのかなと思っているんですが、そこら辺はど

うなんでしょうか。

これまでの状況を見○得能スポーツ振興課長

てみますと、例えばサッカーでいえばＪリーグ

のトップのコーチだとか、そういった各競技団

体のほうで今こういう方が一番招聘するのにい

いのじゃないかということで、全国でトップと

いう方々にこれまでも来ていただいたりしてい

る状況にございます。

ということは、これからもいろん○西村委員

な団体の要望に応じて柔軟に対応していくと。

ただこの場合は、配置するとなると、ある意味

優秀な選手がたくさんいる一つの高校であると

か、一つの学校であることになると思うのです

が、それはもうしようがないというか、そうい

う目的があるということでいいですか。強い学

校をより強くするという意味もあるということ

でよろしいですか。

そういった方々が県○得能スポーツ振興課長

に、いわゆる採用するという、招聘といっても

採用するということじゃなくて、いろんな講習

会とかそういったところに対しての指導者とし

て、そのときに来ていただいて指導を受けると

いうふうな考え方なわけなんですけれども、本

県にも特別専攻学というような形ですばらしい

指導者も入っております。そういった人たちが
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入っている学校だけということじゃなくて、そ

ういった方々のすばらしい指導技術等は全県下

といいましょうか、特に指定校とか幾つかの地

域とかいうことで単独の学校だけじゃなくて、

その人の存在が県下に広がるような形で特に講

習会とかは進めているつもりでございます。

１点だけ、489ページの一番下のと○宮原委員

ころに、選手強化対策事業というのがあります

よね。競技力の向上推進に要する経費というの

がありますが、これはどのスポーツという何か

基準というのがあるんですかね。

例えば、これは競技○得能スポーツ振興課長

力向上は国体を頭に置いたという部分が一つは

ございますけれども、その中で安定した競技得

点が確保できるというふうな視点で特技競技と

呼んでいるんですけれども、そういった競技を

３競技指定いたしております。例えば、柔道、

ウエイトリフティング、レスリングという競技

がその特技競技として指定をしているところで

ございます。それから、それよりもまた一つラ

ンク的には落ちるわけですけれども、上位の入

賞が期待できるという競技を最重点競技という

ことで６競技ほど指定をいたしておりまして、

女子のテニス、これは少年です。それから、男

、 、 、 、子の新体操 それからボクシング 剣道 卓球

。それから青年女子バレーの九人制がございます

こういった競技を指定させていただいていると

ころでございます。以上でございます。

悪い気持ちで言っているんじゃな○宮原委員

いから聞いてみてください。というのが、こう

いった県の何か強化選手に選ばれると。中学生

なら中学生がですね。高校に行って当然強化選

手になってくるということになると、県からも

いろんな助成があったり補助があったりもする

、んだろうというふうには思っているんですけど

当然学校でそういうスポーツが盛んになってく

れば、遠征をしょっちゅうやられるというわけ

ですよ。すると家庭がぼろぼろになるんですよ

ね。家庭がぼろぼろになって、子供のスポーツ

だけがどんどんどんどんと言われても、親はつ

いていけなくなるんですよね。そのあたりにつ

いてのことがあるもんですから、国体も上位に

上がってこないかんということも十分わかりま

す。逆に強化選手に選ばれることによって家庭

がぼろぼろになっているなというのを現に見る

もんですから、そのあたりはどういうふうに考

えたらいいかなと、ここで話しすることじゃな

いというふうには思っているんですが、中にそ

ういうところが周りに実際あるものですから、

下手に選ばれないほうがよかったよねという話

になってくるんですけど、まあそういうところ

もありますから、そのあたりにも気を配ってい

ただいて、できればやはり強化選手に選ばれる

のだったら、親の負担というのが余りないよう

な形で、やってやるんだったらとことんやらせ

てやるというような事業というのも起こしても

らって、国体なら国体で上位をねらってもらえ

るようなシステムというのもあっていいのかな

というふうに思うものですから、これは多分答

弁できないと思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。

ほかにはありませんか。スポー○太田委員長

ツ振興課に集中しましたが、文化財課とか人権

同和教育室のほうはいいですか。

それでは以上でスポーツ振興課、文化財課、

人権同和教育室の審査を終了いたします。

この後、総括質疑の準備のため、暫時休憩い

たします。

午後３時10分休憩
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午後３時13分再開

それでは委員会を再開いたしま○太田委員長

す。

各課室長の説明及びそれに対する委員の質疑

が終了いたしましたが、教育委員会の議案全般

について何か質疑はありませんでしょうか。

いろいろ各課にわたって質問をい○米良委員

たしましたけれども、当初、教育長から第２期

の「明日の宮崎を担う子どもたちを育む戦略プ

ロジェクト」についていろいろ御説明をお聞き

したところでありましたが、長い間、いつも申

し上げておりますように、教育力というのは家

庭、学校、地域社会とこう言いますものの、な

かなか家庭なり地域がついてこない。ややもす

ると何かあったら学校のせいにするという、そ

ういう家庭がなきにしもあらず、特にそういう

風潮がまだ残っていることは御案内のとおりで

ありますが、やっぱり教育というのは、家庭が

しっかりしてないと何ぼ先生たちがいい指導を

やりましても、教育をやりましても、これは絵

にかいたもちに終わっていくような、そういう

。歴史的な背景がそこに私はあると思うのですよ

いろいろそれぞれの事業を通して、これからの

人間力をはぐくむ教育の推進を図っていかれる

と思いますけれども、例えば、この前も私は申

し上げましたが 県内の学校を回って まだやっ、 、

ぱり学校の区域に居つく先生たちというのが非

常に少ない これではやっぱり地域と一緒になっ。

て子供たちを育てる環境にはならんのじゃない

かなということをいつも思うのですけれども、

それらに対する教育委員会の先生たちに対する

指導、先生たちに対するいろんなそういうもの

を加えて、一緒にやっぱりやるための一つの手

段としては、そういう居ついて一緒にはぐくん

でいくような環境をつくっていかなければなら

んのじゃないかなという、そういうシステムづ

くりをつくらないといかんのじゃないかなと、

こう思いますけれども、教育長でも学校政策課

長でも結構ですが、何かそこ辺のノウハウがあ

りましたら、ひとつお示しをいただいて、でき

るならばそういった環境をつくってほしいなと

いうふうに思いますし それから一方では やっ、 、

ぱり家庭が中心ですから、家庭に対する現場の

先生たちの対応というか、子供の学校現場での

教育力と一緒に合わせた一つの参観日を通して

いろいろそういうものを強化していくとか、あ

るいは私は、じいさんばあさんの参観日がある

とよく行きますけれども、特にそういうことを

感じます。高齢化社会といえども、やっぱり今

の高齢者の皆さんたちをどう学校教育なりある

いは地域の教育力にどうその人たちを取り込む

かということも、特に大事な時期ではないかな

ということをいつも思って仕方がありません。

生涯学習課の放課後子ども教室の3,800万の事

業の話も聞きましたけれども、それらに対する

高齢者の皆さんたちの教育力、そこ辺もどう考

えていらっしゃるのか私はわかりませんけれど

も、お父さん、お母さんが一生懸命働いておる

わけですから、地域に残った高齢者の皆さんた

ちをどう引っ張り出すか、どう活用するかとい

うことも、放課後子ども教室の中の一つの地域

の教育力として、私は引き出していく、そうい

う工夫というのもあってしかるべきではないか

なということを考えますと、学校の先生たちが

地域に居つく、そういうもの、あるいは放課後

子ども教室なりあるいは地域に高齢者の皆さん

たちが果たしていく教育力、そういう違った形

の時代に合ったようなそういうものを引っ張り

こんでいくようなそういう地域の教育力という

ものを双方が工夫してやっていかなきゃ、これ
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は実が上がらんのじゃないかなと、もう学校、

家庭、地域社会というのは何十年も言い続けて

きました。ところが、まだまだそれは徹底して

ませんし、子供を持つお父さん、お母さんも全

然そこらあたりは認識はしておりますものの、

実際に当たってないというのが現実だと思うの

ですよ。そこらあたりもう一回、県教委として

は目配り気配りを果たしながら、これからどう

当たっていくかということが、非常に私は大事

な時期ではないかなと思えて仕方がないんです

よ。どうでしょうか。

米良委員のおっしゃるとおりで○高山教育長

ございまして、全く私も同感でございます。平

成17年度に「はばたけ！宮崎の子どもたち」と

、いうことでそういったスローガンを掲げまして

子供たちの健やかな成長にはやっぱり学校、家

庭、地域が一体となって、子供たちのその地域

で子供たちをいかにして育てるかという目標を

きちっと共有して、学校、家庭、地域がそれぞ

れの役割をしっかりと認識して、その責任を果

たしていく必要があるということで、平成18年

度に地域教育システム事業という事業も起こし

てやっております そこで一番大事なのは やっ。 、

ぱりシニアパワーとか、今おっしゃいました高

齢者、シニアパワーとかコミュニティーパワー

をいかに活用していくかということで そういっ、

たシニアパワー、コミュニティーパワーを学校

なり家庭なり、特に家庭、そういったことで、

いかにしてそういった人たちを活用して、家庭

の教育力を向上していくかということが非常に

私は大事だと思っています。それで、教職員の

、 、力も必要だと思いますし 県教委としましては

、市町村教育委員会のほうにもお願いをしながら

できるだけ地域の行事に参加しながら、子供た

ちがやっぱり私たちの先生も来ているんだとい

うことで、子供たちが地域の行事に参加してい

く。そういった機運の醸成も図っていかないと

いけないということで、大変難しいのですけれ

ども、やっぱり基本は家庭だと。だから、母親

教育にしても 家庭に対する支援もきっちりやっ、

ていかないといけないし、先生たちがまず地域

の行事に参加し、それを子供たちが見て、やっ

ぱり地域で育つ子供、県民総ぐるみで子供たち

を育成していくような施策 それが第１期の は、 「

ばたけ！宮崎の子どもたち」から第２期の「の

びよ！宮崎の子どもたち」ということで、成果

を踏まえながら、課題等も解消しながら、そう

いった新しいスローガンのもとに、本県の子供

たちの育成を図っていきたい。それがやっぱり

必要かなと。学力も確かに必要だし、体力も必

要だし、徳育も豊かな心も必要だと思っていま

す。そういった面で、家庭が一番大事だし、そ

、 、ういった三者が一体となって 県民総ぐるみで

平成18年度から７つのモデル地区でそういった

事業をやっております。地域教育システム事業

というのを行っておりますけれども、そういっ

た中でそれぞれ地域で、この地区はこういった

子供たちを育てようということで、特に盛んな

のが都城の志和池地区でございまして そういっ、

た地区で一生懸命取り組んでいるのは事実でご

ざいます。そういった輪を少しずつ広げなが

ら、10年計画でも結構ですけれども、少しずつ

少しずつ広げながら、県民みんなで本県の子供

たち、健やかな子供たちを育成していく必要が

あるのかなというふうに私は考えて、第２期の

戦略プロジェクトを平成20年度からやろうとい

、 、うことで そういった中で創意工夫をしながら

よりよい子供たちの育成に努力していきたいと

いうふうに考えております。以上です。

ありがとうございました。今、子○米良委員
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供たちを「見守り隊」ということで、高齢者の

皆さんたちが、寒いのに７時前から黄色いジャ

ンバーを着て立っていらっしゃいます 「御苦労。

」 、「 」さんね とこう言いますと ちっととまんない

とこう言うわけですよ 「おれたちは一生懸命こ。

んなにして、もちろん子供たちが心配でやって

いるけれども、子供を持つ親が通っても何も言

。 、 、わん 寒いね ありがとうねと一言でも言えば

我々ももっともっとやりたい」と。ところが、

それが現実の親の気持ち 気持ちというか、―

そのくらいですよね 「じゃ、その今の小学生を。

持つ親の教育をだれがするの といったら やっ」 、

ぱりみずからの教育しかありませんから。それ

と、もう一つは、やっぱりそういうさっき参観

日の話をしましたけれども、参観日で校長なり

教頭なりお話をして、それらに類する講演会を

開いてみるとか、親に対する教育の機会を参観

日ごとにやるとか そういうことも私は大事じゃ、

ないかなと思うのですよ。今の小学生のお父さ

んお母さんというのは、満ち足りた社会に生ま

れ育った皆さんたちが、失礼な言い方かもしれ

ないけれども、知識もあんまりないままに親に

なったという人もいます。だから、特にやっぱ

りそういう機会を持たせて、学校で何かそうい

う親に対する教育の機会をやることも、私は大

事じゃないかなというふうに思えて仕方がない

んですよ。本当ですよ。じいちゃんたちが一生

、懸命立って頑張っていらっしゃいますけれども

情けないね、とこう言いますよ。そこを我々が

やっているのを見ながらも、一言も「御苦労さ

んね、ありがとうね」ということを言ってくれ

ればという思いは切実な、私は悲哀を感じまし

たので、そこらあたりからすると、やっぱり子

供を持つ親の教育というか、学校が責任を持つ

ということもそれはあるかもしれませんが、ぜ

ひそういう機会をつくってほしいということを

最近思ったものですから、ついでに申し上げた

ところでありました。

それから、最初申し上げましたように、地域

に管内の先生たちが居つくという話をしました

が、やっぱりモータリゼーションによってそう

いうことが消えてなくなってしまいましたけれ

ども、だからこそ私はおってしかるべきじゃな

いかなと たまには 学校政策課長 どうでしょ、 。 、

うか たまにはモータリゼーションが顕著になっ、

、 、たから じゃ通うんだよということじゃなくて

そうなったから、半分ぐらいは地域におっては

どうかと、一緒にはぐくもうじゃないかと、そ

ういう指導がなされてしかるべきじゃないかな

と思うのですけど、どうですかね。

私は非常に１年前に感激○飛田学校政策課長

したことがあったんですが、ある小学校の校長

がこんな話をしてくれたんですが、お助けハウ

スというのが地区にございます。ちょうど今ご

ろ、もうちょっと先ですが、小学校の卒業式が

終わったときに、職員みんな手分けをして、１

軒１軒そのお助けハウスを回ったと。そして、

ありがとうございましたと、無事ことしは子供

たちが事故もなく１年を終えることができまし

たと。委員がおっしゃるように、そこの居住地

に住むということも大事だし、住んでいなくて

も、それを意識させないような指導をする。先

ほど、スクールガードのお話をいただいて、私

は非常に感激をしているんですが、学校が動け

ばそういうふうに協力していただける、保護者

に対してもいろんな形でそういう話を働きかけ

をしていくということは極めて大事だと思いま

す。現実は現実で受けとめながら、どういうこ

とができるか、また校長会等で指導していきた

いと考えております。以上でございます。
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、○長友委員 やっぱり時代の流れといいますか

非常に混沌とした価値観の多様化した時代に

なってきました。したがって、学校の教育とい

うのも本当に先生たちが一生懸命やっても、さ

らにいろんな情報化の波の中で子供たちが翻弄

されていくというか、そういう状況があるわけ

です。だから、地域ぐるみによる学校支援体制

の整備ということで、本当に学校、家庭、地域

が一体となった教育環境づくりという流れに

なっておりますけれども、しかし、踏ん張って

いただきたいのは、何といっても昔は、教育と

、いったら家庭とか社会とかあんまり口出すなと

やるぞと、学校で。そういうことが先行してい

たような気もしますし、社会のほうも戦後の復

興の中で自分たちが生きていくのに一生懸命

だったから、そこまで教育に介入するようなこ

ともなかったわけですね。一番肝心なことは、

それにしても感じることは、やっぱり教師がど

れだけ伸びたかと。教師自身がどれだけ成長し

たかということが教育を大きく引き上げる一番

。 、かなめのことになろうと思うのですよ だから

本当に誇りを持って、そして教育の専門性を生

かしながら、大いに研さんを積み、また努力を

しながら自信を持ってやっていただきたい。そ

のこと自体が教育の底上げに結論的にはなるだ

ろうと思いますので、地域社会あたりは本当に

そういう協力体制というのは大事にしながら、

しかしながら、あくまで主眼としては教育界が

、リードしていくというか頑張っていくというか

その姿勢だけは持ってもらいたいと思うのです

けれども、何か所感がありましたらお願いした

いと思います。

確かに本県の子供たちの学力を○高山教育長

向上するというのは、直接指導に当たります教

師の資質向上だろうと思います。そういった観

点で、教師の資質向上を図るために、去年の３

月、人材育成プランというのを作成いたしまし

て、教師の能力をいかんなく発揮するための環

境づくりとか、そういった面の施策も講じてお

ります。そのためには先ほどから課長が説明し

ておりますけれども、やっぱりスーパーティー

チャー制度だとか教科別の支援教員 これをやっ、

ぱりたくさん養成しながら、その人たちの授業

を多くの教師が見て、学んでやることが一番何

よりも大事じゃないかなということで、教師の

指導力いかんによって子供たちも変わってきま

すので、そういった制度を活用しながら、教師

の資質向上に今後とも努めていきたいというふ

うに考えております。

知・徳・体、人間で言うこの向上○長友委員

を子供に求めるわけですけど、教師自身の体は

それぞれありますから大変でしょうけれども、

知とか徳というのは、教師自身もこれを伸ばし

ていくことについては これは生涯続けなくちゃ、

いかんことであると思いますので 大いに頑張っ、

ていただきたいということをお願いしておきた

いと思います。

先ほども話をしましたが、命を大○宮原委員

切にするということからちょっと話をさせても

らいたいなと思っているんですが、今、子供た

ちが、どっちかというと缶コーヒーとか、メー

カーを出すとちょっとあれなものですから、缶

コーヒーとか清涼飲料水をしょっちゅう皆さん

大きいので飲んでいますよね。ああいうのを考

えると、そういった清涼飲料水のメーカーの従

業員の方と話をすることがあったんですが、ほ

ぼ100％糖尿病になっているという話なんです。

何でかというと、もう手当たり次第、のどが渇

、きさえすれば飲むという話になるものですから

やっぱり命の大切さという中で、食育、特にい
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ろんなものを農薬がということも大事なのかな

というふうに思うのですけれども、やっぱり清

涼飲料水、どこのメーカーをというといかんで

しょうから、あれをわざとこぼしておけば、後

べたべたするんですよね。かなり糖分が入って

いますから、そういったものも、命を大切にす

るという面から、糖尿病に子供たちをなかさな

いという、かなりふえているという話も聞きま

すので、そういったものの教育もしてほしいな

というふうに一つは思っています。

もう一つは、先生たちと子供たちの関係が友

達感覚になっているなというふうに思っていま

す。自分たちのころは先生て怖い存在だったよ

うな気がするんですが 自分たちが古いんでしょ、

うけど、先生はそれなりに偉いんだと。偉いと

いう言い方は子供たちの前ではなかなかでしょ

うけど、そういう立場におってもらって、指導

していただきたい。そういう形になっているん

でしょうけど、先ほど米良先生から親の教育を

せなならんと言われましたけれども、親の教育

はまず無理だと思います 今の教育自体が間違っ。

ていたわけですから、今の子供たちにきちっと

した教育をさせてあげて、そして同じ繰り返し

をせんような教育をしてほしいなというふうに

思いますし、今回の予算全体を見たときに、い

ろんな政策が打たれているんでけど、一番大事

なのは１年生から小学校であれば６年生まで、

そして高校まで、障がいを持っている子供たち

が一緒に遊ぶ、一緒に連携をとるような授業と

。 、いうのが一つも入ってないんですよね だから

今後は上下間係というものも大事だと思います

し、やっぱり１年生をいじめておれば、１年生

同士がけんかしておれば、２年、３年が行って

とめるとか、そういう状況を、またお互いをい

たわってあげるというのは、先輩が後輩にとい

うことが一番大事じゃないかというふうに思っ

ているんですけれども、けがをさせたらいかん

とか、骨折したらいかんとか言われますけれど

も、僕はいいと思うのですよね。骨は折れれば

つながりますから、また、二度同じ繰り返しは

しませんし、屋根の上に乗ったらいかん、何で

かなと思いますがね。屋根の上から飛びよった

ですもんね、自分たちは。そんなして、足が痛

いと思えば二度と飛ばんようになるし、なかな

か難しいんでしょうけれども、そういった分に

も配慮していただいて、できればこういったい

ろんな政策を打たれる中に、やはり１年生から

６年生までが上下関係がとれるような授業とい

うのが一つぐらいあってもおもしろいのかなと

いうふうに思いますし、そういうことでいずれ

いい親になってくるのかなと。１回も悪いこと

したことのない子供は、多分自分の子供にする

なというふうになると思いますので、けがぐら

、 、いしてもいいと 私は子供には言ってますけど

それのほうが後々指導はしやすいのかなという

ふうに思っていますので、そのあたりも十分考

えていただくと、そういった人の痛みというも

のもわかるのかなというふうに思いますから、

よろしくお願いしたいというふうに思います。

、○井上委員 先ほど多くの方が言われたように

最近、モンスターペアレントと言われるぐらい

の親たちというのがすごくいらっしゃるわけで

すね。給食費を払わないでも平気という方たち

も現にいらっしゃると。それで、ちょっと宮原

委員からも出ましたけれども、先生と生徒の関

係が友達関係でいるということもいかがなもの

か。もう一つは、ＰＴＡと先生方とが友達関係

というのもいかがなものか。私なんかからする

とそう見えるんです。だから、それぞれの立場

の人たちがそれぞれにしっかりとしていかない
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と、米良委員が言われるような状況というのは

つくり上げることはできないのではないかなと

。 、 、いうふうに私は思います それで 事業の中に

ＰＴＡの皆さんが参加しないといけないような

、そういう事業なんかも組み立てられていますが

単位ＰＴＡもそうなんですけれども、ＰＴＡ連

合会も含めてそうですけれども、やっぱりどう

いう宮崎県の子供たちをつくり上げるかという

ときに、ＰＴＡに対してもきちんと求めるもの

については求めないと、単に親と教師の関係を

ゆるゆるにしていれば、それは全部伝わってい

くのではないかというふうに、私なんかのころ

の先生と言われると、長友委員も言われるよう

に、それなりの権威があったような気持ちがし

てならないわけです。教育論をお持ちで、それ

なりのことをおっしゃっていたような気がいた

します。ですから、自信を持って先生方も子供

たちのことについて指導をしていただけるとい

いのかなというふうに思います。

それともう一つ、何度も筑波大附属のことを

申し上げて恐縮ですが、筑波大附属の高校のほ

うの指導をされている先生方は、大学の教授並

みの扱いをされていらっしゃるわけですね。専

門性があるということも含めて、自分で部屋を

一つ持って、授業のときに、その授業が余りに

もおもしろいがために、生徒がその方向で集中

していって、その集中していったことで、また

その彼が研究者になっていくみたいなことが、

いい連携みたいなのが生まれていくというのを

見たときに、決して宮崎県のような低賃金の先

生ばかりいらっしゃるところでそういうことを

お願いしても無理が多く生じるということはわ

かるんですけれども、やはり教育委員会として

は、できるだけ教師の置かれている環境という

のをいい環境に持っていく。教育しやすい環境

に持っていくということが私は今回つくってい

ただいた、本当にいい戦略プロジェクトができ

ているわけですから、コンセプトはしっかりし

ているわけですから、その戦略目標に向かって

戦術をきちんとしていくということが一つ大事

なのではないかなというふうに思っています。

それで、今回特別支援教育室を含めて一生懸命

努力されているんですが、実は先日のパラリン

ピックの世界の１位になった人は、知的障がい

者のパソコン入力世界一となられたと。そうい

う方とかいるわけですね。だから、どうどこで

子供の個性を引き出すかというのは、これは障

がい児であろうと健常児であろうとあんまり変

わりはないというふうに私自身は思います。そ

して、今やまさに世界的な流れでもあるんです

けれども、健常児と発達障がい児という、いわ

ゆるグレーゾーンの子供たちとの境目なんてい

うのは本当にわからなくなってきている。非常

に発達障がいの子供たちのほうがぐっと広がっ

てきているという状況もあるので、その辺の対

応とかもしっかりとされていくことが必要なの

ではないかというふうに思います。

それと、最後まで言わせていただくと、せっ

かく美術館、それから西都原の資料館は私ども

も調査に行かせていただきましたが、あんなに

すばらしいところがなぜ観光コースとして一番

に上がってこないのかというのが残念でならな

いんですが、修学旅行のときの他県の生徒を引

きつけるのには最高の場所だというふうに思い

ますので、ぜひそういう仕上げをやっていただ

きたいというふうに思っています。

最後に、宮崎県の学力向上をさせるというこ

とを戦略目標にされているわけですが、その戦

略目標の一つの中に、以前ありました30％推薦

制のそれをきちんと反省 反省と言ってはい―
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、 。けないのでしょうけれども やっぱり洗い直す

総括をしていく。職業系と普通科校のあれをき

ちんと選別をするとか、いろんな意味で学校の

特色を持つための努力を、もう少しコンセプト

がしっかりしていくようにしていく。文部科学

省が言ったから全部をするというようなことは

問題があるというふうにも思いますし、宮崎県

らしい特色のある学校づくりをしていくために

どうしていくのかということが議論をされない

といけないのではないかというふうに思いまし

。 、 、た ただ 今回の予算書を見せていただく限り

本当によく教育委員会頑張られたんだなという

思いがしていますので、これからもぜひ頑張っ

ていただきたいというふうには思います。何か

私の意見に対して反論なりありましたら、また

お聞かせいただきたいと思います。

反論するつ○福島教育次長（教育振興担当）

もりはございませんが、まずさっき、米良委員

もおっしゃいましたけれども、私も米良委員の

おひざ元で校長をさせていただきましたので、

親という問題で、まさにどっちが親なのかと言

いますか、参観日にいると、後ろでしゃべって

いて授業ができない。私は、校長として廊下に

いて 「やかましい」というと子供が振り返るの、

です。親じゃなくて。つまり、親が悪いのに子

供が振り返る。参観日にそういう話をしたこと

がありましたけれども、やはり親がしっかりし

なければ、学校が一生懸命やっても、帰ったら

。もとのもくあみだということをお話ししました

、モンスターペアレントじゃありませんけれども

ＰＴＡ連合会等でもそういう話をします。そこ

で私がお願いするのは、ＰＴＡの方も先生にい

ろいろと言いたいことがあるでしょうと。しか

し、一方通行じゃなくて、話し合いをというこ

とでお願いしますと。もう今回のＰＴＡ連合会

長さんは、親が悪いという立場に立って仕事を

していただいていますので、私たちもそういう

点で非常にありがたいのですが、そういうこと

で、先生を育てるのは確かに先生自身かもしれ

ないけれども、やはり親も一緒になってやって

いただかないと育ちませんよと。例えば、私自

身の話をするといけないんですけれども、私、

椎葉がスタートだったんですけど、そのときの

会長さんに非常によくしていただいたといいま

すか、それにはこたえないといけないというの

があると思うのです。そういう点では、会長さ

ん方にも、先生が悪いんじゃなくて、先生も確

かに悪いところがあるかもしれませんが、それ

をＰＴＡのほうで直していただければいい先生

になると、そういう人物しか採用してませんと

私は言うんですけれども、そういう自信を持っ

ていますということで、私はＰＴＡの方にもお

願いをしております。

それから、先ほど障がいがある子供たちのこ

とが出ました。さっき就職のことも出ました。

私は、やはり何をその子が持っているかという

ことを見つけるのが学校だと思っています。だ

から厳しい訓練もしないといけない。そういう

ことを時々私は言うんですけれども、今度言う

特別支援学校、そうすると、いいものが出てく

る。やはり磨かないと、これは私たち自身もそ

うだと思いますけれども、そういうことで先ほ

どワープロとか出ました。そういうことで、持

てるものをこれは学校だけではちょっとできま

せんので、企業の援助も得ながら、その子のよ

さを出していただくと、最後の目的である就職

につながっていくのかなと思っております。

最後に、なかなか美術館とか西都原とかお話

が出ましたが、美術館も頑張っています。いろ

んなすばらしいお金の高い絵を持っているんで
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すけど 先月行いましたのは 表を見せるんじゃ、 、

なくて裏を見せて、この絵がどこを通ってきた

かと。有名な絵はこういうふうにして美術館を

通ってくるんですよというような、日ごろ見ら

れないものを見せながら、ふだんはお金を取ら

ないのですが、創意工夫でお金を取りながらや

ろうということで、工夫をしながら頑張ってい

ます。また西都原も、今度の事業に出ましたけ

れども、上がってすぐ左側は、本当は古墳時代

が一目でわかるという場所があるんですけど、

今回はそこを整備して、修学旅行、それから宮

崎県の子供たちの遠足、そういうところで大い

に活用して、宮崎にはすばらしいところがある

んだと、そういうことで今回いろんな事業を組

ませていただいたところでございます。以上で

ございます。

県立高校の○寺田教育次長（教育政策担当）

教員をしておりましたので、ちょっと県立高校

関係について一言。

私たちも教育委員会として、課題を解決しよ

うと思っていろいろ施策を打つんですが、また

課題が出てきます。課題はもう永遠に続くんだ

ろうと思います その中で先ほど井上委員がおっ。

しゃいました推薦問題についても、今回、本会

議でも出てまいりました。当初61年度に推薦制

、を導入させていただいたわけなんですけれども

知識偏重だけでなくて、全体的にいろんな側面

から子供たちを見ようと、そういうことで入試

を改善しようということで導入させていただき

ました。しかしながら、今おっしゃいましたよ

うに、またいろんな課題が生じております。そ

、 、の都度その都度 例えば一番最初は30％導入で

その中学校が推薦した者はすべて合格と。とこ

ろが、やっぱりそれじゃおかしいんじゃないか

と。高校でも選考すべきじゃないかということ

で、今度は高校でも選考させていただくように

なりました。それから、一時、30％はおかしい

んじゃないかということで、これも専門高校と

普通科高校、いろいろその子供たちの実情が違

いますので、10％から50％という形で変更させ

ていただきました。それから、今まで作文だっ

、 、たんですが 小論文に変更させていただいたり

その都度その都度そういう形で課題を解決しよ

うと思っていろんな改善をさせていただきまし

。 、 、 、た しかしながら また 今またいろんな形で

いろんな側面から課題が見え隠れしつつありま

すので、またこれからもさらにいい改善をとい

う形で検討させていただきたいなと思っている

ところでございます。以上でございます。

２点ほど、今回、非常に多くの事○西村委員

業を見させていただきまして、２点ほど少し物

足りないなと思ったのが、１つは、子供たちの

ＩＴ化に対する教育指導というものが非常に物

足りないなというのを感じました。この前、何

かテレビで一人の中高生が携帯電話に向かう時

間というのが、１日２時間とか３時間、それが

実態なわけなんです。特に親が買い与えるのは

学校側もしようがないと。特に携帯電話、パソ

コン、テレビゲームというのは、持っていて当

たり前ぐらい、ほとんどの方が持って使いこな

す。またその使いこなすレベルも、我々が思っ

ている以上に非常に使いこなしているというレ

ベルにあります。ですからこれは、そのＩＴ化

というのは防ぎようがないし 利用の仕方によっ、

ては非常に人間が生きる上でこれは使いこなせ

ないとだめなもんだと思います。今さら持つな

とかだめだと言ってもしようがない話だと思い

ますので、ぜひ、この前どこかの学校で弁護士

さんがレクチャーをされているようなニュース

も見ました ああいうことは非常に前向きにやっ。
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てもらって、全県下有効的に今そういうＩＴ機

器と向き合えるような施策というか、これを今

後ともお願いしたいと思います。

もう一つ、先日冬休みに、私地元の富島中学

校の生徒会にお願いして、生徒会の方々と２時

間ぐらい懇談をさせてもらいました。これは学

校の先生は全然、外からは見ていましたけれど

も、抜きにして、学校の先生と話さずに、子供

たちと話したんですね。20数人の生徒会メン

バー、もちろん卒業される直前の中学３年生も

まじっておりましたけれども、非常に私が危惧

したのは、我々の世代以上に愛校心とかいわば

愛郷心というものがないと。皆さん、高校を卒

業したら日向に残りますかというのを聞いたん

ですけど、半分ぐらいの人は一刻も早く都会に

行きたいとか、よそに住んでみたいとか、長い

ことここにおりたくないと、日向におりたくな

、 、いというような 生徒会をやるぐらいですから

非常に責任感もある子供たちの発言だっただけ

に、非常に危惧をしたんですが、その中で私が

思ったのは、非常に富島中学校も学校内の特色

づくりに対して頑張っている学校だったんです

けれども、やはり愛郷心というのは、まずは愛

校心から始まるんじゃないかなというのを非常

に感じまして、できればオリジナル色をどんど

ん出していける学校づくりというものを、逆に

県教委がどんどん自由にある程度の範囲を持っ

てやりなさいということを勧めるべきじゃない

かなと。やはり隣の学校と比べても、あんまり

変わりばえもなければ、やはり愛郷心というの

は、それほどしか伸びないんじゃないかなとい

うのを非常に感じました。子供の目線を考える

、 、 、と やはり誇れるもの 自分の郷土に対しても

学校に対しても誇れるものというのを逆に欲し

がっているというのを、子供の口から出てくる

言葉の中に非常に感じました。なかなか公立学

校であれば、どこかが秀で過ぎると、逆にほか

の学校から疎まれる部分もあるかもしれません

、 、けれども 高校は今度学区自由になりましたし

ぜひまた今度は中学校同士がいい意味で競える

ように、小学校同士もいい意味で競えるような

特色ある学校づくり、私がこの前代表質問で民

間校長のことにも触れさせてもらいましたけれ

ども、あれも19年よりも前の時点から導入の検

討はやるというようなことをほかの文献で見ま

したので、ぜひそういうことも含めて、どんど

ん活性化していくには、また子供たちがやはり

あの学校を出てよかったという気持ちを残すに

は、もう少し特色あるというところを、ぜひ県

教委がトップダウンで押しつけじゃなくて、逆

に下からどんどん上がってくるような、逆にそ

れを許していくようなことをお願いしたいなと

思います。なかなかその部分が少し今回は欠け

ているんじゃないかなと思いましたので、ぜひ

よろしくお願いします。

今、委員がおっしゃった○飛田学校政策課長

点については全く同感に思います。それで、最

、初のＩＴのことを少しだけ話させていただいて

あと所管のことを申し上げます。

実は、現在の教育課程の中では、教科の中で

情報という、例えば高等学校だったら教科があ

りますし、中学校でも技術家庭科等でやってお

ります。その中でも触れますし、それから出会

い系サイト等については保健の授業でも触れて

おります。それだけでは我々は不足していると

思いまして、実はこんなことをやりましたとい

うことを幾つか紹介させていただきますが、19

年の10月の終わりに、その情報の担当者を集め

、 、て 県警のサイバー対策室から来ていただいて

実際の出会い系サイトを見ていただいたり、あ
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るいは裏サイトを見ていただくというようなこ

とをやって、職員に危機感を持っていただくこ

とをしました。それを学校でもやって、既に取

り組んでいるところもあります。今、実態をい

ろいろ把握しながら、前向きに取り組んでいこ

うと、今一生懸命やっているところです。学校

が環境整備をしないうちにそういう社会が進ん

でいる。それとイタチごっこでありますけど、

。積極的に取り組んでいきたいと思っております

それから、２つ目の特色づくりにつきまして

は、直接的には市町村立学校のことですけど、

例えば、今いろんなところで地域学についてい

ろんな取り組みをしております。それから、県

立高校で言えば、ここには予算書に載せており

ませんが、ゼロ予算事業で各学校の教育課程の

特色づくりを推進していこうというのは学校か

ら手を挙げていただいて、それをうちは看板を

使ってください、ある程度のところはやってい

いですよ、あるいは通学区域撤廃もその趣旨で

すが、思い切ってそれぞれ子供の幸せにつなが

る取り組みを積極的にやってくださいというこ

とを奨励をしております。以上でございます。

私は総括じゃないんですが、高校○野辺委員

の普通科の学校通学区域撤廃の与えた影響とい

いますか、そういうものをちょっと聞いてない

んですが、その中でちょっと私は数字、確かで

ありませんが、例えば南高校に集中したとかい

う話を聞いているんです。そういうことがある

んですかね。

現段階で私どもがつかん○飛田学校政策課長

でいることを少しお話をさせていただこうと思

うのですが、実は非常に不正確であります。で

すから、報告ができない状態なんですが、なぜ

不正確かといいますと、例えば、学区を越えて

来た子供たちが、保護者の転勤によって出願を

。しているものかどうかというのはわかりません

それから、もう一つは、併願をしておりまし

て、どれが本命かというのもわかりません。そ

れから、普通科と理数科とか文科情報科を相互

に第二志望で志願している子供もおります。で

すから、極めて今の段階では、普通科の志願者

について聞き取りをいたしましたが、非常に雑

駁な言い方になりますが、現状として考えてい

ることを幾つかお話しさせていただきますが、

まず一つは移動が小さい。ただ、南高校のお話

がありましたが、私たちはある程度の許容限度

内の倍率だと。例えば、２倍ぐらいの専門高校

もございますので、そういうことはないと考え

ておりますし、それから地域的な偏りもありま

せんでした。今から申し上げる数字は、適切な

数字じゃありませんというのは、さっき申し上

げたような条件があるから、不正確な数字であ

りますが、県立高校は推薦入試と一般入試がご

ざいます。どちらも３月19日に合格発表するん

ですが、推薦入試は先に内定をしておりますの

で、内定している数字がありますが、推薦が内

定している者で普通科、学区外から内定してい

るのは49名でございます。ただし、これは転勤

かどうかというようなことはわかりません。

それから、一般入試の志願者は97名、学区外

から志願している方がいらっしゃいます。これ

も全員合格するか、あるいは第二志望の関係も

ありますので、仮にこの数字だけをとらえるこ

とは危険ですが、49名の推薦入学者と一般の志

願者97名を足したとき、146名という数字になり

ますが、昨年の例でいいますと、保護者の転勤

等による学区外の申請が50名ぐらいあってます

ので、この数字をそのまま信用しますと、100ぐ

らいいるかな、どうかな、わかりません。おお

よその話です。普通科の定員というのは、3,520
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人ですから、そのうちで100人というと２％台で

す。ですから、そう大きくは動いてない。本当

に少ない数字しか動いてないということであり

ます。ただ、うれしいことは、６年ぶりに県立

高校の倍率が上がりました。普通科の倍率も上

がりました。それで我々が目的としておったこ

とは、行ける学校が制限されてたのが行きたい

学校が受験できるようになって、中学生が一生

懸命頑張るのではないか。あるいは高等学校も

きちっと自分のところの特色づくりをして、子

供たちにどうぞおいでくださいということをや

るんじゃないかということを大きなねらいとし

てましたが、もしその数字がその結果であった

とすれば、私たちは非常にありがたいと思って

いますし、子供たちが行きたいところに行ける

ようになったということであればうれしいなと

、 、思っていますが 最初にお断りしましたとおり

今の段階では非常に不正確な分析ですので、概

況をお話しさせていただきました。以上でござ

います。

定員割れはわかるんですか。定員○野辺委員

割れが起こった学校はないですかね。

定員割れの学校もござい○飛田学校政策課長

ます。それは当然のことでございまして、実は

県立と私立の総定員をあわせたときと、中学３

年生が高校に行く数字であろうという数字は500

～600の開きがございます。ですから、県立と私

立と合わせてそれぐらいの開き、これは定通も

ありますので その数字が幾らというのは難しゅ、

うございますが、それで定員割れが大きくふえ

ているということもございません。

普通科高校で倍率が高かったとこ○野辺委員

は、救済というか、ほかの普通科高校に行こう

と思ってもなかなか入れないと思うんです。そ

の辺、救済という言葉はちょっと適当でないと

思いますが。何か方法はあるんですかね。

もう一つ、19日に発表さ○飛田学校政策課長

せていただきますが、仮に定員を割った学校が

ありましたら、そこは追加の募集、二次募集を

いたします。そこに行っていただくことも可能

でございます。そこを再度受験していただくと

いうことも可能です。

普通科のクラスで、例えば宮崎市○野辺委員

内だったら、ほかのところはもちろん受けられ

ないということになるわけですよね。ほかの学

科だったら定員割れとか起こったときは。

普通科、専門学科を問わ○飛田学校政策課長

ず、定員を充足しなかったところについては、

県下全域で二次募集をいたします。以上でござ

います。

。○太田委員長 ほかにはありませんでしょうか

議案に対する総括質疑でありましたが、それぞ

れ執行部の皆さんも、委員の皆さんも思いのた

けを十分言われたような感じがしますので、ま

あいいかなと思います。

その他ということで何かありませんでしょう

か。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

教育長のほうからは何かいいで○太田委員長

すか。

この１年間、文教警察企業常任○高山教育長

委員会の皆様には大変お世話になりました 我々。

としましては、本県の子供たちが、時代や社会

が大きく変化しようとも、そういった中で、こ

れからも力強く生き抜いていくためには、切磋

琢磨しながら、心豊かでたくましい人材、先ほ

、 、どから話に出ていますが 人間力向上のために

そういった観点で教育改革をしていかないとい

けないというふうに考えています。そうしたこ

、 、とから 子供たちにとってよりよい教育環境と
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より質の高い教育を提供しながら、本県の子供

たちが我が宮崎を支え、あるいはまた日本を支

えていくような人材を輩出するように、これか

らも県教委としては取り組んでいきたいという

ふうに考えておりますので、県議会の皆様の心

温まる御支援を今後ともいただきたいというふ

うに思っております。よろしくお願いします。

それでは以上をもって教育委員○太田委員長

会を終了いたしますが、本常任委員会を閉じる

に当たって、教育長初め、本職を去られる方も

いらっしゃるかと思いますが、今後とも健康に

留意され、そしてまた、県勢発展のためにまた

今後とも御協力をお願いしたいと思っておりま

。 。す 以上をもって教育委員会を終了いたします

ありがとうございました。執行部の皆様、大変

御苦労さまでした。

暫時休憩いたします。

午後４時00分休憩

午後４時05分再開

それでは委員会を再開いたしま○太田委員長

す。

まず、採決についてでありますが、３月14日

の午後１時30分から行いたいと思いますが、い

かがでしょうか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

それでは、次の委員会は３月14○太田委員長

日の午後１時30分の再開と決定いたします。

そのほか何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

何もないようですので、以上で○太田委員長

本日の委員会を終了いたします。委員の皆様、

大変お疲れさまでした。

午後４時05分散会
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平成20年３月14日（金曜日）

午後１時39分再開

出席委員（９人）

委 員 長 太 田 清 海

副 委 員 長 河 野 安 幸

委 員 米 良 政 美

委 員 福 田 作 弥

委 員 野 辺 修 光

委 員 宮 原 義 久

委 員 西 村 賢

委 員 長 友 安 弘

委 員 井 上 紀代子

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

政策調査課主幹 田 中 浩 輔

議 事 課 主 査 湯 地 正 仁

委員会を再開いたします。○太田委員長

まず、議案の採決を行います。

採決につきましては、議案ごとがよろしいで

しょうか。一括がよろしいでしょうか。

〔 議案第１号を除いて一括」と「

呼ぶ者あり〕

１号議案を外して、その他は一○太田委員長

括でということでありますが、御異議なければ

そのとおり進めたいと思います。

それでは、第１号議案について採決いたしま

すが、議案第１号について、原案のとおり可決

。することに賛成の方の挙手をお願いいたします

〔賛成者挙手〕

挙手多数であります。よって、○太田委員長

議案第１号については、原案のとおり、可決す

べきものと決定いたしました。

それでは残りを一括して採決いたします。

議案第14号から第17号及び第24号につきまし

ては、原案のとおり可決することに御異議あり

ませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

。 、○太田委員長 御異議なしと認めます よって

議案第14号から第17号及び第24号につきまして

は、原案のとおり可決すべきものと決定いたし

ました。

次に、閉会中の継続審査についてお諮りいた

します。教育及び警察行政の推進並びに公営企

業の経営に関する調査につきましては、引き続

、き閉会中の継続審査といたしたいと思いますが

御異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議ありませんので、この旨、○太田委員長

議長に申し出ることといたします。

次に、委員長報告骨子についてであります。

委員長報告の項目として特に御要望はありませ

んでしょうか。

１点、この前からの質疑の中でい○西村委員

ろいろ出たものは加味していただき、特色ある

学校づくりとか、加味していただけるとは思っ

ておりますが、企業局の部分で、いわゆる売電

価格が九電との折衝でかなり今回落とされると

いうことで、２億以上の減収になるという話が

あったんですが、これは非常に納得のいかない

部分もあって、その折衝のところがどの程度の

折衝がなされているのか、いわゆる企業局側の

人的整備とかの努力があっても、それは九電の

ためにやっているような状況が見受けられます

ので それはいかがなものかなという疑問を持っ、

ております。
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特色ある学校をつくり上げるとい○井上委員

う点で、今学力向上も含めてそうですけど、中

高一貫校へという流れにどんどんなってきてい

るんですけど、地域の教育というのをどうつく

り上げていくかというときに、何かこぼれたよ

うにと言ったらおかしいんですけど、定時制・

通信制の本当に教育の原点みたいなところであ

えいでいる人たちもいるわけで、その問題をど

う取り上げていくのかということと、それはひ

いては特別支援学校・学級、そういうところに

、 。 、行くとも その視点も含めてですね ですから

どの学校もそういう意味での教育的光がきちん

と当たるように、あそこは校舎も非常に古いま

まであるんですけど、そういう点も少し御配慮

いただいた報告にしていただくといいと思いま

す。

委員会の審議の中でかなりみんな○福田委員

意見を言われましたから、それを中心に正副委

員長でまとめていただいたらいいと思います。

それではお諮りいたします。委○太田委員長

員長報告につきましては、ただいまの御意見等

を参考にしながら、正副委員長に御一任いただ

くことで御異議ありませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

。○太田委員長 それではそのようにいたします

そのほか何かありませんか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

何もないようですので、以上で○太田委員長

委員会を終了いたします。委員の皆様、大変お

疲れさまでした。

午後１時45分閉会




